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[注]

（基礎資料１-１）カリキュラムの体系性と科目の順次性を示す図（2023年度入学生まで）

　ディプロマ・ポリシーに設定された資質・能力を卒業時に身につけるための、カリキュラムの体系性と科目の順
次性（学年・学期進行による学習順序）がわかるカリキュラム・ツリー、カリキュラム・マップ等を示してくださ
い。
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[注]

（基礎資料１-２）カリキュラムの体系性と科目の順次性を示す図（2024年度入学生以降）

　ディプロマ・ポリシーに設定された資質・能力を卒業時に身につけるための、カリキュラムの体系性と科目の順
次性（学年・学期進行による学習順序）がわかるカリキュラム・ツリー、カリキュラム・マップ等を示してくださ
い。
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（基礎資料２-１）平成25年度改訂版 薬学教育モデル・コアカリキュラムのＳＢＯｓを実施する科目

　　　２　同じ科目名が連続する場合は、セルを結合して記入することもできます。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

Ａ　基本事項

（１）薬剤師の使命

【①医療人として】

　１）常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい態度で行動する。（態度）

  ２）患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感を持つ。（態度）

　３）チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し行動する。（態度）
フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B

　４）患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの考えを述べる。（知識・態度）
フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論、薬学実習A

　５）生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを述べる。（知識・態度） 薬学実習A

　６）一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直し、自らの考えを述べる。（知識・態度）

　７）様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自らの言葉で説明する。
　　　（知識・ 態度）

【②薬剤師が果たすべき役割】

　１）患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度）

　２）薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について
　　　説明できる。

　３）医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケアについて説明できる。

　４）医薬品の効果が確率論的であることを説明できる。

　５）医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師の役割について説明できる。
フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B

医薬品開発・治験論 医薬品開発・治験論

　６）健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明できる。
フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論

　７）薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。 薬学概論

８）現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。（知識・
態度）

【③患者安全と薬害の防止】

　１）医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度） 薬学概論

　２）ＷＨＯによる患者安全の考え方について概説できる。 臨床実習前講義B

　３）医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明できる。

　４）医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。 調剤処方学

　５）重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議する。（知
識・態度）

[注]　１　平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラムのＳＢＯｓに該当する内容の科目名を（シラバスの名称、選択科目の場合（選）をつける）実施学年の欄に記入してください。

平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）
該　当　科　目

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
実習A

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論

薬学概論

薬学総合演習A 薬学総合演習B

医薬品開発・治験論 医薬品開発・治験論
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　６）代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原因と社会
的背景及びその後の対応を説明できる。

　７）代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議する。（知識・
態度）

【④薬学の歴史と未来】

　１）薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について説明できる。

　２）薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響について説明できる。

　３）薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）について説明できる。

　４）将来の薬剤師と薬学が果たす役割について討議する。（知識・態度）

（２）薬剤師に求められる倫理観

【①生命倫理】

　１）生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）
フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論、薬学実習A

薬学実習E、
（選）看護・介護・
社会福祉演習

　２）生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。 薬学概論、薬学実習A 医薬品開発・治験論 医薬品開発・治験論

　３）生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知識・態度）
フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論、薬学実習A

　４）科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。 薬学概論 医薬品開発・治験論 医薬品開発・治験論

【②医療倫理】

　１）医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。
（選）看護・介護・
社会福祉演習

医薬品開発・治験論 医薬品開発・治験論

　２）薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）について説明できる。
薬剤師関係法制度概
論

　３）医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。 医薬品開発・治験論 医薬品開発・治験論

【③患者の権利】

　１）患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。（態度）
フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論

　２）患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。
（選）看護・介護・
社会福祉演習

　３）患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明できる。
調剤処方学、
（選）看護・介護・
社会福祉演習

　４）知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱いができる。
　　　（知識・ 技能・態度）

調剤処方学

【④研究倫理】

　１）臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 薬学実習E

　２）「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説できる。

　３）正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。（態度） 卒業研究 卒業研究 卒業研究

（３）信頼関係の構築

【①コミュニケーション】

　１）意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。

　２）言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。

薬学概論

薬学概論

薬学概論

薬学概論

薬学概論

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、フ
レッシュマンセミ
ナー（薬学）B

毒性学B

（選）看護・介護・
社会福祉演習

（選）看護・介護・
社会福祉演習

医薬品開発・治験論

医薬品開発・治験論

医薬品開発・治験論

コミュニケーション
体験演習

医薬品開発・治験論

医薬品開発・治験論

医薬品開発・治験論
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

３）相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明でき
る。

　４）対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。

　５）相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度）

　６）自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度）

　７）適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努める。（技能・態度）

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、フ
レッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
実習A

　８）適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。（技能・態度）

　９）他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。（知識・技能・態度）

【②患者・生活者と薬剤師】

　１）患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。
（選）看護・介護・
社会福祉演習

コミュニケーション
体験演習

　２）患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。（態度）

（４）多職種連携協働とチーム医療

　１）保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意義について説明できる。

　２）多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明できる。

　３）チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明できる。

　４）自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。（態度）

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、フ
レッシュマンセミ
ナー（薬学）B

薬学総合演習B

５）チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に果たすように努める。
（知識・態度）

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、フ
レッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論、薬学実習A

薬学総合演習B、薬学
実習E

（５）自己研鑽と次世代を担う人材の育成

【①学習の在り方】

１）医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出し、解決に
向けて努力する。（態度）

薬学総合演習A
コミュニケーション
体験演習

　２）講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。（技能）

　３）必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能）

　４）得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやすく表現できる。（技能）

５）インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。
（知識・態度）

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、薬学
概論、薬学実習A

薬学総合演習A

【②薬学教育の概要】

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、フ
レッシュマンセミ
ナー（薬学）B

薬学総合演習A、薬学
実習C

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、フ
レッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論、薬学実習A

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、フレッ
シュマンセミナー（薬
学）B、薬学実習A

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、薬学
実習A

薬学総合演習B

（選）看護・介護・
社会福祉演習

薬学総合演習A、薬学
実習C

コミュニケーション
体験演習

医療栄養学、コミュ
ニケーション体験演
習

コミュニケーション
体験演習

コミュニケーション
体験演習

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B

薬学総合演習B、
（選）看護・介護・
社会福祉演習、
（選）ライフステー
ジ栄養学
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　１）「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明できる。

　２）薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づける。（知識・態度）
コミュニケーション
体験演習

【③生涯学習】

　１）生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明できる。

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、フ
レッシュマンセミ
ナー（薬学）B

　２）生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。（技能）

【④次世代を担う人材の育成】

　１）薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルとなるように努める。（態度）
コミュニケーション
体験演習

　２）後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度）

Ｂ　薬学と社会

（１）人と社会に関わる薬剤師

　１）人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明できる。

　２）人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討議する。（態度）

　３）人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について討議する。（態度）
薬剤師関係法制度概
論

　４）薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討議する。（態度）

　５）倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

（２）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

　１）薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。

　２）薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。

　３）薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明できる。

　４）薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について概説できる。
医薬品開発・治験
論、薬剤師関係法制
度概論

医薬品開発・治験論

　５）医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義について説明できる。

　６）医療提供体制に関する医療法の規定とその意義について説明できる。

　７）個人情報の取扱いについて概説できる。 医薬品開発・治験論 医薬品開発・治験論

　８）薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について概説できる。
薬剤師関係法制度概
論

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

１）「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品
（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品）の定義に
ついて説明できる。

　２）医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について概説できる。

　３）治験の意義と仕組みについて概説できる。 医薬品開発・治験論

　４）医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明できる。
医薬品開発・治験
論、薬剤師関係法制
度概論

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、フ
レッシュマンセミ
ナー（薬学）B

コミュニケーション
体験演習

薬剤師関係法制度概
論

薬剤師関係法制度概
論

医薬品開発・治験論

医薬品開発・治験
論、薬剤師関係法制
度概論
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　５）製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。
薬剤師関係法制度概
論

　６）薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明できる。
医薬品開発・治験
論、薬剤師関係法制
度概論

医薬品開発・治験論

７）医薬品等の取扱いに関する「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の規
定について説明できる。

　８）日本薬局方の意義と構成について説明できる。

　９）生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規範について説明できる。

　10）健康被害救済制度について説明できる。

　11）レギュラトリーサイエンスの必要性と意義について説明できる。 毒性学B
公衆衛生学B、医薬品
開発・治験論

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】

　１）麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る規定について説明できる。

　２）覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について概説できる。

　３）毒物劇物の取扱いに係る規定について概説できる。

（３）社会保障制度と医療経済

【①医療、福祉、介護の制度】

　１）日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明できる。

　２）医療保険制度について説明できる。

　３）療養担当規則について説明できる。

　４）公費負担医療制度について概説できる。

　５）介護保険制度について概説できる。
社会と薬学、（選）
看護・介護・社会福
祉演習

　６）薬価基準制度について概説できる。

　７）調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。

【②医薬品と医療の経済性】

　１）医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概説できる。

　２）国民医療費の動向について概説できる。

　３）後発医薬品とその役割について説明できる。

医薬品開発・治験
論、社会保険制度・
コミュニティファー
マシー論

　４）薬物療法の経済評価手法について概説できる。
社会保険制度・コ
ミュニティファーマ
シー論

（４）地域における薬局と薬剤師

【①地域における薬局の役割】

　１）地域における薬局の機能と業務について説明できる。

　２）医薬分業の意義と動向を説明できる。

薬学概論

薬学概論

薬学概論

毒性学B

社会と薬学

社会と薬学

薬剤師関係法制度概
論

薬剤師関係法制度概
論

薬剤師関係法制度概
論

コミュニティファー
マシー論

医薬品開発・治験
論、薬剤師関係法制
度概論

社会と薬学

医薬品開発・治験論

医薬品開発・治験論

医薬品開発・治験論

社会保険制度・コ
ミュニティファーマ
シー論

社会保険制度・コ
ミュニティファーマ
シー論

社会保険制度・コ
ミュニティファーマ
シー論
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　３）かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。

　４）セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。

　５）災害時の薬局の役割について説明できる。

　６）医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。
コミュニティファー
マシー論

【②地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】

　１）地域包括ケアの理念について説明できる。

　２）在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明できる。

　３）学校薬剤師の役割について説明できる。

　４）地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について概説できる。

　５）地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携について討議する。（知識・態度）

Ｃ　薬学基礎

C1　物質の物理的性質

（１）物質の構造

【①化学結合】

　１）化学結合の様式について説明できる。 無機化学、薬学実習A

　２）分子軌道の基本概念および軌道の混成について説明できる。 無機化学

　３）共役や共鳴の概念を説明できる。 基礎有機化学 （選）有機化学演習

【②分子間相互作用】

　１）ファンデルワールス力について説明できる。

　２）静電相互作用について例を挙げて説明できる。

　３）双極子間相互作用について例を挙げて説明できる。

　４）分散力について例を挙げて説明できる。

　５）水素結合について例を挙げて説明できる。

　６）電荷移動相互作用について例を挙げて説明できる。

　７）疎水性相互作用について例を挙げて説明できる。 物理薬剤学A （選）物理化学演習

【③原子・分子の挙動】

　１）電磁波の性質および物質との相互作用を説明できる。
物理化学B、無機化
学、薬学実習B

　２）分子の振動、回転、電子遷移について説明できる。
物理化学B、薬学実習
B

　３）電子や核のスピンとその磁気共鳴について説明できる。 薬学実習D

　４）光の屈折、偏光、および旋光性について説明できる。

　５）光の散乱および干渉について説明できる。

　６）結晶構造と回折現象について概説できる。

【④放射線と放射能】

　１）原子の構造と放射壊変について説明できる。 無機化学

薬学概論

薬学概論

物理化学B

毒性学B

コミュニティファー
マシー論

コミュニティファー
マシー論

（選）物理化学演習

社会保険制度・コ
ミュニティファーマ
シー論

社会保険制度・コ
ミュニティファーマ
シー論
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　２）電離放射線の種類を列挙し、それらの性質および物質との相互作用について説明できる。

　３）代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。

　４）核反応および放射平衡について説明できる。

　５）放射線測定の原理と利用について概説できる。

（２）物質のエネルギーと平衡

【①気体の微視的状態と巨視的状態】

　１）ファンデルワールスの状態方程式について説明できる。 物理薬剤学A

　２）気体の分子運動とエネルギーの関係について説明できる。

　３）エネルギーの量子化とボルツマン分布について説明できる。

【②エネルギー】

　１）熱力学における系、外界、境界について説明できる。 物理化学A

　２）熱力学第一法則を説明できる。

　３）状態関数と経路関数の違いを説明できる。

　４）定圧過程、定容過程、等温過程、断熱過程を説明できる。 物理薬剤学A

　５）定容熱容量および定圧熱容量について説明できる。

　６）エンタルピーについて説明できる。 物理薬剤学A （選）物理化学演習

　７）化学変化に伴うエンタルピー変化について説明できる。

【③自発的な変化】

　１）エントロピーについて説明できる。 （選）物理化学演習

　２）熱力学第二法則について説明できる。

　３）熱力学第三法則について説明できる。

　４）ギブズエネルギーについて説明できる。
物理化学A、薬学実習
A

（選）物理化学演習

　５）熱力学関数を使い、自発的な変化の方向と程度を予測できる。 物理化学A

【④化学平衡の原理】

　１）ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの関係を説明できる。

　２）ギブズエネルギーと平衡定数の関係を説明できる。

　３）平衡定数に及ぼす圧力および温度の影響について説明できる。

　４）共役反応の原理について説明できる。

【⑤相平衡】

　１）相変化に伴う熱の移動について説明できる。 物理化学A

　２）相平衡と相律について説明できる。

　３）状態図について説明できる。

【⑥溶液の性質】

　１）希薄溶液の束一的性質について説明できる。

　２）活量と活量係数について説明できる。

物理化学A

物理化学A

物理化学A

物理化学A

物理薬剤学A

物理薬剤学A

物理薬剤学A

物理薬剤学A

毒性学B

（選）物理化学演習

（選）物理化学演習
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　３）電解質溶液の電気伝導率およびモル伝導率の濃度による変化を説明できる。

  ４）イオン強度について説明できる。

【⑦電気化学】

　１）起電力とギブズエネルギーの関係について説明できる。

　２）電極電位（酸化還元電位）について説明できる。 物理化学B

（３）物質の変化

【①反応速度】

　１）反応次数と速度定数について説明できる。 （選）物理化学演習

　２）微分型速度式を積分型速度式に変換できる。（知識・技能）

　３）代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。

　４）代表的な(擬)一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることができる。（技能）

　５）代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応など）の特徴について説明できる。

　６）反応速度と温度との関係を説明できる。

　７）代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応、酵素反応など）について説明できる。 （選）物理化学演習

C2　化学物質の分析

（１）分析の基礎

【①分析の基本】

　１）分析に用いる器具を正しく使用できる。（知識・技能）

  ２）測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技能）

　３）分析法のバリデーションについて説明できる。 分析化学A

（２）溶液中の化学平衡

【①酸・塩基平衡】

　１）酸・塩基平衡の概念について説明できる。
物理化学B、薬学実習
B

物理薬剤学A、薬学実
習D

　２）pH および解離定数について説明できる。（知識・技能）
物理化学B、薬学実習
B

薬学実習D

　３）溶液の pH を測定できる。（技能）

　４）緩衝作用や緩衝液について説明できる。

【②各種の化学平衡】

　１）錯体・キレート生成平衡について説明できる。 物理化学B

　２）沈殿平衡について説明できる。 物理薬剤学A

　３）酸化還元平衡について説明できる。

　４）分配平衡について説明できる。 薬学実習D

（３）化学物質の定性分析・定量分析

【①定性分析】

  １）代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。

　２）日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容を説明できる。 薬学実習D

薬学実習A、薬学実習
B

物理化学B、薬学実習
B

物理化学B、薬学実習
B

物理薬剤学A

物理薬剤学B、薬学実
習D

物理薬剤学A

物理薬剤学B

薬学実習D

（選）物理化学演習
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

【②定量分析（容量分析・重量分析）】

　１）中和滴定（非水滴定を含む）の原理、操作法および応用例を説明できる。 薬学実習B

　２）キレート滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。

　３）沈殿滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。

　４）酸化還元滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。

　５）日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施できる。（知識・技能）

　６）日本薬局方収載の代表的な純度試験を列挙し、その内容を説明できる。

  ７）日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる。

（４）機器を用いる分析法

【①分光分析法】

　１）紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明できる。 薬学実習B
分析化学A、薬学実習
D

　２）蛍光光度法の原理および応用例を説明できる。 分析化学A

　３）赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。 分析化学B

４）原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法および ICP 質量分析法の原理および応用例を
説明できる。

分析化学A

　５）旋光度測定法（旋光分散）の原理および応用例を説明できる。 薬学実習B 分析化学B

　６）分光分析法を用いて、日本薬局方収載の代表的な医薬品の分析を実施できる。（技能） 薬学実習D

【②核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法】

　１）核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。
分析化学B、薬学実習
D

【③質量分析法】

  １）質量分析法の原理および応用例を説明できる。
分析化学B、薬学実習
D

【④Ｘ線分析法】

  １）Ｘ線結晶解析の原理および応用例を概説できる。

　２）粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法について概説できる。

【⑤熱分析】

　１）熱重量測定法の原理を説明できる。

　２）示差熱分析法および示差走査熱量測定法について説明できる。

（５）分離分析法

【①クロマトグラフィー】

　１）クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。 物理化学B
分析化学B、薬学実習
D

　２）薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 分析化学B

　３）液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。
分析化学B、薬学実習
D

　４）ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 分析化学B

　５）クロマトグラフィーを用いて試料を定性・定量できる。（知識・技能）
分析化学B、薬学実習
D

薬学実習F

【②電気泳動法】

薬学実習B

分析化学B

分析化学A

薬学実習F
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　１）電気泳動法の原理および応用例を説明できる。 分析化学B

（６）臨床現場で用いる分析技術

【①分析の準備】

　１）分析目的に即した試料の前処理法を説明できる。 分析化学B

　２）臨床分析における精度管理および標準物質の意義を説明できる。 薬学実習D

【②分析技術】

　１）臨床分析で用いられる代表的な分析法を列挙できる。

　２）免疫化学的測定法の原理を説明できる。

　３）酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明できる。

　４）代表的なドライケミストリーについて概説できる。

　５）代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、超音波、内視鏡検査、核医学検査など）について概説できる。

C3  化学物質の性質と反応

（１）化学物質の基本的性質

【①基本事項】

　１）代表的な化合物を IUPAC 規則に基づいて命名することができる。 基礎有機化学
有機化学C、（選）有
機化学演習

　２）薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。
基礎有機化学、薬学
実習A

  ３）基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。
無機化学、基礎有機
化学

  ４）有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。 基礎有機化学

　５）ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。
基礎有機化学、薬学
実習A

  ６）基本的な有機反応（置換、付加、脱離）の特徴を理解し、分類できる。

  ７）炭素原子を含む反応中間体（カルボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を
　　　説明できる。

基礎有機化学

　８）反応の過程を、エネルギー図を用いて説明できる。 有機化学A

  ９）基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用いて表すことができる。(技能) 基礎有機化学 薬学実習E

【②有機化合物の立体構造】

　１）構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。 有機化学A

  ２）キラリティーと光学活性の関係を概説できる。
有機化学A、薬学実習
B

  ３）エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。

  ４）ラセミ体とメソ体について説明できる。

　５）絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を書くことができる。(知識、技能)
有機化学A、薬学実習
B

薬学実習E

  ６）炭素―炭素二重結合の立体異性（cis, trans ならびに E,Z 異性）について説明できる。

  ７）フィッシャー投影式とニューマン投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。(技能)
生物有機化学演習、
薬学実習E

　８）エタン、ブタンの立体配座とその安定性について説明できる。

（２）有機化合物の基本骨格の構造と反応

【①アルカン】

有機化学A

有機化学A

分析化学B、薬学実習
D

（選）有機化学演習

（選）有機化学演習
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　１）アルカンの基本的な性質について説明できる。 薬学実習A

  ２）アルカンの構造異性体を図示することができる。(技能) 薬学実習E

  ３）シクロアルカンの環のひずみを決定する要因について説明できる。

  ４）シクロヘキサンのいす形配座における水素の結合方向（アキシアル、エクアトリアル）を図示
　　　できる。(技能)

薬学実習E

　５）置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明できる。

【②アルケン・アルキン】

　１）アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説明できる。 有機化学B

  ２）アルケンの代表的な酸化、還元反応を列挙し、その特徴を説明できる。
有機化学B、
（選）有機化学演習

  ３）アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明できる。

【③芳香族化合物】

  １）代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と反応性を説明できる。 薬学実習A 薬学実習E

  ２）芳香族性の概念を説明できる。

  ３）芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

  ４）代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる。

　５）代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

（３）官能基の性質と反応

【①概説】

　１）代表的な官能基を列挙し、性質を説明できる。
基礎有機化学、薬学
実習A

有機化学B、有機化学
C

  ２）官能基の性質を利用した分離精製を実施できる。（技能） 薬学実習A

【②有機ハロゲン化合物】

　１）有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。
有機化学C、
（選）有機化学演習

  ２）求核置換反応の特徴について説明できる。

　３）脱離反応の特徴について説明できる。

【③アルコール･フェノール･エーテル】

　１）アルコール、フェノール類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。
有機化学A、薬学実習
A

有機化学B、有機化学
C

  ２）エーテル類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 有機化学A 有機化学C

【④アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導体】

　１）アルデヒド類およびケトン類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 薬学実習A

  ２）カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。

　３）カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を
　　　列挙し、説明できる。

生物有機化学演習

【⑤アミン】

　１）アミン類の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。 有機化学C 薬学実習E

【⑥電子効果】

　１）官能基が及ぼす電子効果について概説できる。 有機化学A

有機化学A

有機化学A

有機化学B、
（選）有機化学演習

（選）有機化学演習

（選）有機化学演習

有機化学C

医薬品化学

薬学実習E

薬学実習E
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

【⑦酸性度・塩基性度】

　１）アルコール、フェノール、カルボン酸、炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。 薬学実習E

  ２）含窒素化合物の塩基性度を比較して説明できる。

（４）化学物質の構造決定

【①核磁気共鳴（NMR）】

　１）1H および 13C NMR スペクトルより得られる情報を概説できる。 薬学実習A

　２）有機化合物中の代表的プロトンについて、おおよその化学シフト値を示すことができる。

　３）1H NMR の積分値の意味を説明できる。

　４）1H NMR シグナルが近接プロトンにより分裂（カップリング）する基本的な分裂様式を説明できる。

　５）代表的な化合物の部分構造を 1H NMR から決定できる。(技能) 薬学実習D
生物有機化学演習、
薬学実習E

【②赤外吸収（IR）】

　１）IR スペクトルより得られる情報を概説できる。

　２）IR スペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能）

【③質量分析】

　１）マススペクトルより得られる情報を概説できる。 分析化学B

　２）測定化合物に適したイオン化法を選択できる。（技能）

　３）ピークの種類（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明できる。

　４）代表的な化合物のマススペクトルを解析できる。（技能）

【④総合演習】

　１）代表的な機器分析法を用いて、代表的な化合物の構造決定ができる。（技能） 薬学実習D

（５）無機化合物・錯体の構造と性質

【①無機化合物・錯体】

　１）代表的な典型元素と遷移元素を列挙できる。

　２）代表的な無機酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。

　３）活性酸素と窒素酸化物の名称、構造、性質を列挙できる。 毒性学A

　４）代表的な錯体の名称、構造、基本的な性質を説明できる。

　５）医薬品として用いられる代表的な無機化合物、および錯体を列挙できる。

C4  生体分子・医薬品の化学による理解

（１）医薬品の標的となる生体分子の構造と化学的な性質

【①医薬品の標的となる生体高分子の化学構造】

　１）代表的な生体高分子を構成する小分子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に
　　　基づく化学的性質を説明できる。

　２）医薬品の標的となる生体高分子（タンパク質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学
　　　結合、相互作用について説明できる。

物理薬剤学A

【②生体内で機能する小分子】

　１）細胞膜受容体および細胞内（核内）受容体の代表的な内因性リガンドの構造と性質について
　　　概説できる。

無機化学

有機化学C

分析化学B、薬学実習
D

分析化学B

分析化学B、薬学実習
D

生物有機化学演習

生物有機化学演習

（選）物理化学演習

（選）物理化学演習

（選）物理化学演習
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平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　２）代表的な補酵素が酵素反応で果たす役割について、有機反応機構の観点から説明できる。

　３）活性酸素、一酸化窒素の構造に基づく生体内反応を化学的に説明できる。

　４）生体内に存在する代表的な金属イオンおよび錯体の機能を化学的に説明できる。

（２）生体反応の化学による理解

【①生体内で機能するリン、硫黄化合物】

　１）リン化合物（リン酸誘導体など）および硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステル
　　　など）の構造と化学的性質を説明できる。

　２）リン化合物（リン酸誘導体など）および硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステル
　　　など）の生体内での機能を化学的性質に基づき説明できる。

【②酵素阻害剤と作用様式】

　１）不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応機構に基づいて説明できる。

　２）基質アナログが競合阻害薬となることを酵素の反応機構に基づいて説明できる。

　３）遷移状態アナログが競合阻害薬となることを酵素の反応機構に基づいて説明できる。

【③受容体のアゴニストおよびアンタゴニスト】

　１）代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）
　　　との相違点について、内因性リガンドの構造と比較して説明できる。

　２）低分子内因性リガンド誘導体が医薬品として用いられている理由を説明できる。

【④生体内で起こる有機反応】

　１）代表的な生体分子（脂肪酸、コレステロールなど）の代謝反応を有機化学の観点から説明できる。 生物有機化学演習

　２）異物代謝の反応（発がん性物質の代謝的活性化など）を有機化学の観点から説明できる。
毒性学A、生物有機化
学演習

公衆衛生学B

（３）医薬品の化学構造と性質、作用

【①医薬品と生体分子の相互作用】

　１）医薬品と生体分子との相互作用を化学的な観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、
　　　立体効果など）から説明できる。

物理薬剤学A 医薬品化学

【②医薬品の化学構造に基づく性質】

　１）医薬品の構造からその物理化学的性質（酸性、塩基性、疎水性、親水性など）を説明できる。 医薬品化学

　２）プロドラッグなどの薬物動態を考慮した医薬品の化学構造について説明できる。
医薬品化学、生物薬
剤学

製剤学

【③医薬品のコンポーネント】

　１）代表的な医薬品のファーマコフォアについて概説できる。

　２）バイオアイソスター（生物学的等価体）について、代表的な例を挙げて概説できる。

　３）医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質
　　　を説明できる。

【④酵素に作用する医薬品の構造と性質】

　１）ヌクレオシドおよび核酸塩基アナログを有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質に
　　　ついて説明できる。

　２）フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸構造などをもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく
　　　性質について説明できる。

　３）スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

　４）キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

生化学A

医薬品化学

生物有機化学演習

生物有機化学演習

医薬品化学
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　５）β-ラクタム構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

　６）ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 医薬品化学

【⑤受容体に作用する医薬品の構造と性質】

　１）カテコールアミン骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

　２）アセチルコリンアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

　３）ステロイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

　４）ベンゾジアゼピン骨格およびバルビタール骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に
　　　基づく性質について説明できる。

　５）オピオイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

【⑥DNA に作用する医薬品の構造と性質】

　１）DNAと結合する医薬品（アルキル化剤、シスプラチン類）を列挙し、それらの化学構造と反応機構を
　　　説明できる。

　２）DNAにインターカレートする医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴を説明できる。

　３）DNA鎖を切断する医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴を説明できる。 医薬品化学

【⑦イオンチャネルに作用する医薬品の構造と性質】

　１）イオンチャネルに作用する医薬品の代表的な基本構造（ジヒドロピリジンなど）の特徴を説明できる。 医薬品化学

C5  自然が生み出す薬物

（１）薬になる動植鉱物

【①薬用植物】

　１）代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを挙げることができる。

　２）代表的な薬用植物を外部形態から説明し、区別できる。（知識、技能） 薬学実習E

　３）植物の主な内部形態について説明できる。

　４）法律によって取り扱いが規制されている植物（ケシ、アサ）の特徴を説明できる。

【②生薬の基原】

　１）日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位を
　　　説明できる。

生薬学 薬学実習E

【③生薬の用途】

　１）日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを
　　　説明できる。

薬学実習E

　２）副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。

【④生薬の同定と品質評価】

  １）生薬の同定と品質評価法について概説できる。

　２）日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。

　３）代表的な生薬を鑑別できる。（技能）

　４）代表的な生薬の確認試験を説明できる。

　５）代表的な生薬の純度試験を説明できる。

（２）薬の宝庫としての天然物

生薬学

生薬学

生薬学

医薬品化学、毒性学A

薬学実習E

医薬品化学
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

【①生薬由来の生物活性物質の構造と作用】

  １）生薬由来の代表的な生物活性物質を化学構造に基づいて分類し、それらの生合成経路を概説できる。

　２）脂質や糖質に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

　３）芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

　４）テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を
　　　説明できる。

　５）アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

【②微生物由来の生物活性物質の構造と作用】

　１）微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づいて分類できる。

  ２）微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

【③天然生物活性物質の取扱い】

　１）天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製法を概説し、実施できる。（知識、技能） 薬学実習A 生薬学 薬学実習E

【④天然生物活性物質の利用】

　１）医薬品として使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

　２）天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード
　　　化合物を説明できる。

　３）農薬や香粧品などとして使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

C6  生命現象の基礎

（１）細胞の構造と機能

【①細胞膜】

　１）細胞膜を構成する代表的な生体成分を列挙し、その機能を分子レベルで説明できる。 生物学A 毒性学A

　２）エンドサイトーシスとエキソサイトーシスについて説明できる。 生物学A、細胞生理学 生物薬剤学

【②細胞小器官】

　１）細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど）や
　　　リボソームの構造と機能を説明できる。

生物学A

【③細胞骨格】

　１）細胞骨格の構造と機能を説明できる。 生物学A

（２）生命現象を担う分子

【①脂質】

　１）代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明できる。 生化学A、基礎栄養学

【②糖質】

　１）代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。

　２）代表的な多糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。

【③アミノ酸】

　１）アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。 生化学A、基礎栄養学

【④タンパク質】

微生物学

生薬学

生薬学

生化学A、基礎栄養学

（選）天然物化学

（選）天然物化学

（選）天然物化学
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　１）タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。 生化学A

【⑤ヌクレオチドと核酸】

　１）ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、構造、性質を説明できる。 生物学A 生化学A

【⑥ビタミン】

　１）代表的なビタミンの種類、構造、性質、役割を説明できる。 生化学A、基礎栄養学

【⑦微量元素】

　１）代表的な必須微量元素の種類、役割を説明できる。 基礎栄養学

【⑧生体分子の定性、定量】

　１）脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、もしくは核酸の定性または定量試験を実施できる。（技能） 薬学実習C

（３）生命活動を担うタンパク質

【①タンパク質の構造と機能】

　１）多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、
　　　貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し
　　　概説できる。

生化学A 毒性学A

【②タンパク質の成熟と分解】

　１）タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。 薬学実習C

　２）タンパク質の細胞内での分解について説明できる。

【③酵素】

  １）酵素反応の特性と反応速度論を説明できる。

　２）酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明できる。

　３）代表的な酵素活性調節機構を説明できる。

  ４）酵素反応速度を測定し、解析できる。(技能) 薬学実習C 薬学実習F

【④酵素以外のタンパク質】

　１）膜輸送体の種類、構造、機能を説明できる。 生物学A、細胞生理学 毒性学A

　２）血漿リポタンパク質の種類、構造、機能を説明できる。 基礎栄養学

（４）生命情報を担う遺伝子

【①概論】

　１）遺伝情報の保存と発現の流れを説明できる。

　２）DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを説明できる。 毒性学A

【②遺伝情報を担う分子】

  １）染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セントロメア、テロメアなど）を説明できる。

　２）遺伝子の構造（プロモーター、エンハンサー、エキソン、イントロンなど）を説明できる。 毒性学A

　３）RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA など)と機能について説明できる。

【③遺伝子の複製】

　１）DNA の複製の過程について説明できる。 生物学B

【④転写・翻訳の過程と調節】

生物学A

生物学B

生物学B

生化学A
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　１）DNA から RNA への転写の過程について説明できる。 毒性学A

　２）エピジェネティックな転写制御について説明できる。

　３）転写因子による転写制御について説明できる。

　４）RNA のプロセシング（キャップ構造、スプライシング、snRNP、ポリA鎖など）について説明できる。

　５）RNA からタンパク質への翻訳の過程について説明できる。

【⑤遺伝子の変異・修復】

　１）DNA の変異と修復について説明できる。 生物学B

【⑥組換え DNA】

　１）遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、cDNA クローニング、PCR、組換えタンパク質発現法など）
　　　を概説できる。

薬学実習C

　２）遺伝子改変生物（遺伝子導入•欠損動物、クローン動物、遺伝子組換え植物）について概説できる。 公衆衛生学B

（５）生体エネルギーと生命活動を支える代謝系

【① 概論】

　１）エネルギー代謝の概要を説明できる。 生化学B、基礎栄養学

【②ATP の産生と糖質代謝】

　１）解糖系及び乳酸の生成について説明できる。

　２）クエン酸回路(TCA サイクル)について説明できる。

　３）電子伝達系（酸化的リン酸化）と ATP 合成酵素について説明できる。

　４）グリコーゲンの代謝について説明できる。

　５）糖新生について説明できる。 毒性学A

【③脂質代謝】

　１）脂肪酸の生合成とβ酸化について説明できる。 生化学B、基礎栄養学

　２）コレステロールの生合成と代謝について説明できる。 生化学B

【④飢餓状態と飽食状態】

　１）飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体の利用など）について説明できる。

　２）余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説明できる。

【⑤その他の代謝系】

　１）アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝（尿素回路など）について説明できる。 基礎栄養学

　２）ヌクレオチドの生合成と分解について説明できる。

　３）ペントースリン酸回路について説明できる。

（６）細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達

【① 概論】

　１）細胞間コミュニケーションにおける情報伝達様式を説明できる。 生物学A、細胞生理学

【②細胞内情報伝達】

　１）細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。

生物学B

細胞生理学

生化学B

毒性学A

生化学B、基礎栄養学

生化学B、基礎栄養学

生化学C
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　２）細胞膜受容体から G タンパク系を介する細胞内情報伝達について説明できる。

　３）細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を介する細胞内情報伝達について説明できる。

　４）細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャーについて説明できる。

　５）細胞内（核内）受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。

【③細胞間コミュニケーション】

　１）細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。 細胞生理学

　２）主な細胞外マトリックス分子の種類と特徴を説明できる。 生物学A、細胞生理学

（７）細胞の分裂と死

【①細胞分裂】

　１）細胞周期とその制御機構について説明できる。

　２）体細胞と生殖細胞の細胞分裂について説明できる。

【②細胞死】

　１）細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。 生物学A、生物学B 毒性学A

【③がん細胞】

　１）正常細胞とがん細胞の違いについて説明できる。

　２）がん遺伝子とがん抑制遺伝子について概説できる。

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

（１）人体の成り立ち

【①遺伝】

　１）遺伝子と遺伝のしくみについて概説できる。

　２）遺伝子多型について概説できる。

　３）代表的な遺伝疾患を概説できる。

【②発生】

　１）個体発生について概説できる。

　２）細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の役割について概説できる。

【③器官系概論】

　１）人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置および機能を説明できる。 薬学実習A

　２）組織、器官を構成する代表的な細胞の種類（上皮、内皮、間葉系など）を列挙し、形態的および
　　　機能的特徴を説明できる。

生物学A、薬学実習A
生物薬剤学、薬学実
習E

　３）実験動物・人体模型・シミュレーターなどを用いて各種臓器の名称と位置を確認できる。（技能） 薬学実習E

　４）代表的な器官の組織や細胞を顕微鏡で観察できる。（技能）

【④神経系】

　１）中枢神経系について概説できる。 薬理学A

　２）末梢（体性・自律）神経系について概説できる。 基礎薬理学

【⑤骨格系・筋肉系】

　１）骨、筋肉について概説できる。

生物学A

薬学実習A

生理学A

生理学A

細胞生理学

生物学A、生物学B

生物学B

生物学B

毒性学A

生化学C、毒性学A
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　２）代表的な骨格筋および関節の名称を挙げ、位置を示すことができる。

【⑥皮膚】

　１）皮膚について概説できる。 生物薬剤学

【⑦循環器系】

　１）心臓について概説できる。

　２）血管系について概説できる。

  ３）リンパ管系について概説できる。

【⑧呼吸器系】

　１）肺、気管支について概説できる。 生理学B

【⑨消化器系】

　１）胃、小腸、大腸などの消化管について概説できる。 生理学A 生化学B、基礎栄養学

　２）肝臓、膵臓、胆囊について概説できる。 基礎栄養学

【⑩泌尿器系】

　１）泌尿器系について概説できる。 生理学B

【⑪生殖器系】

　１）生殖器系について概説できる。 生理学B

【⑫内分泌系】

　１）内分泌系について概説できる。 解剖学 生理学B

【⑬感覚器系】

　１）感覚器系について概説できる。 生理学B

【⑭血液・造血器系】

　１）血液・造血器系について概説できる。 生理学B、生化学B

(２)　生体機能の調節

【①神経による調節機構】

　１）神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達の調節機構について説明できる。

　２）代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。

  ３）神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。 生物学A

　４）神経による筋収縮の調節機構について説明できる。 生理学A

【②ホルモン・内分泌系による調節機構】

　１）代表的なホルモンを挙げ、その産生器官、生理活性および作用機構について概説できる。 細胞生理学 生理学B、基礎栄養学

【③オータコイドによる調節機構】

　１）代表的なオータコイドを挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。 薬理学A 薬理学B

【④サイトカイン・増殖因子による調節機構】

　１）代表的なサイトカイン、増殖因子を挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。 細胞生理学 薬理学B

【⑤血圧の調節機構】

生理学A

生理学A

細胞生理学、生理学A

薬学実習E基礎薬理学

基礎薬理学、薬理学A
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　１）血圧の調節機構について概説できる。 生理学A

【⑥血糖の調節機構】

　１）血糖の調節機構について概説できる。 生理学B、基礎栄養学

【⑦体液の調節】

　１）体液の調節機構について概説できる。

　２）尿の生成機構、尿量の調節機構について概説できる。

【⑧体温の調節】

　１）体温の調節機構について概説できる。 生物学A、生理学A

【⑨血液凝固・線溶系】

　１）血液凝固・線溶系の機構について概説できる。 生理学B 薬学実習E

【⑩性周期の調節】

　１）性周期の調節機構について概説できる。 生理学B 薬学実習E

C8  生体防御と微生物

（１）身体をまもる

【① 生体防御反応】

　１）異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアー、および補体の役割について説明できる。

　２）免疫反応の特徴（自己と非自己の識別、特異性、多様性、クローン性、記憶、寛容）を説明できる。 公衆衛生学B

　３）自然免疫と獲得免疫、および両者の関係を説明できる。

　４）体液性免疫と細胞性免疫について説明できる。

【②免疫を担当する組織・細胞】

　１）免疫に関与する組織を列挙し、その役割を説明できる。

　２）免疫担当細胞の種類と役割を説明できる。

　３）免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できる。

【③分子レベルで見た免疫のしくみ】

　１）自然免疫および獲得免疫における異物の認識を比較して説明できる。

　２）MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について説明できる。

　３）T 細胞と B 細胞による抗原認識の多様性（遺伝子再構成）と活性化について説明できる。

　４）抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。

　５）免疫系に関わる主なサイトカインを挙げ、その作用を概説できる。

（２）免疫系の制御とその破綻・免疫系の応用

【① 免疫応答の制御と破綻】

　１）炎症の一般的症状、担当細胞および反応機構について説明できる。

  ２）アレルギーを分類し、担当細胞および反応機構について説明できる。 公衆衛生学B

　３）自己免疫疾患と免疫不全症候群について概説できる。

　４）臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤など）について説明できる。

生理学B

免疫学

免疫学

免疫学

免疫学
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該　当　科　目

　５）感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。

　６）腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。

【② 免疫反応の利用】

　１）ワクチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、トキソイド、混合ワクチンなど）について
　　　説明できる。

免疫学、病原微生物
学

　２）モノクローナル抗体とポリクローナル抗体について説明できる。 免疫学

　３）血清療法と抗体医薬について概説できる。
免疫学、病原微生物
学

　４）抗原抗体反応を利用した検査方法（ELISA 法、ウエスタンブロット法など）を実施できる。(技能） 薬学実習C 公衆衛生学B

（３）微生物の基本

【① 総論】

　１）原核生物、真核生物およびウイルスの特徴を説明できる。 微生物学

【② 細菌】

　１）細菌の分類や性質（系統学的分類、グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌など）を説明できる。

  ２）細菌の構造と増殖機構について説明できる。

　３）細菌の異化作用（呼吸と発酵）および同化作用について説明できる。

　４）細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形質転換）について説明できる。

　５）薬剤耐性菌および薬剤耐性化機構について概説できる。 薬理学C

　６）代表的な細菌毒素について説明できる。 病原微生物学

【③ ウイルス】

　１）ウイルスの構造、分類、および増殖機構について説明できる。 微生物学

【④ 真菌・原虫・蠕虫】

　１）真菌の性状を概説できる。

  ２）原虫および蠕虫の性状を概説できる。

【⑤ 消毒と滅菌】

　１）滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念を説明できる。 微生物学

  ２）主な滅菌法および消毒法について説明できる。

【⑥ 検出方法】

　１）グラム染色を実施できる。（技能）

  ２）無菌操作を実施できる。（技能）

  ３）代表的な細菌または真菌の分離培養、純培養を実施できる。（技能）

（４）病原体としての微生物

【①感染の成立と共生】

　１）感染の成立（感染源、感染経路、侵入門戸など）と共生（腸内細菌など）について説明できる。

　２）日和見感染と院内感染について説明できる。

【②代表的な病原体】

微生物学

薬学実習B

微生物学

微生物学

免疫学

薬学実習F

薬学実習F
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該　当　科　目

　１）DNA ウイルス（ヒトヘルペスウイルス、アデノウイルス、パピローマウイルス、B 型肝炎ウイルス
　　　など）について概説できる。

微生物学

　２）RNA ウイルス（ノロウイルス、ロタウイルス、ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコー
　　　ウイルス、ライノウイルス、Ａ型肝炎ウイルス、C 型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、
　　　麻疹ウイルス、風疹ウイルス、日本脳炎ウイルス、狂犬病ウイルス、ムンプスウイルス、
　　　HIV、HTLV など）について概説できる。

　３）グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌など）およびグラム陽性桿菌（破傷風菌、ガス壊疽菌、
　　　ボツリヌス菌、ジフテリア菌、炭疽菌、セレウス菌、ディフィシル菌など）について概説できる。

　４）グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎菌など）およびグラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ属菌、
　　　チフス菌、エルシニア属菌、クレブシエラ属菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ、緑膿菌、
　　　レジオネラ、インフルエンザ菌など）について概説できる。

　５）グラム陰性らせん菌（ヘリコバクター・ピロリ、カンピロバクター・ジェジュニ／コリなど）および
　　　スピロヘータについて概説できる。

　６）抗酸菌（結核菌、らい菌など）について概説できる。

　７）マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアについて概説できる。

　８）真菌（アスペルギルス、クリプトコックス、カンジダ、ムーコル、白癬菌など）について概説できる。

　９）原虫（マラリア原虫、トキソプラズマ、腟トリコモナス、クリプトスポリジウム、赤痢アメーバ
　　　など）、蠕虫（回虫、鞭虫、アニサキス、エキノコックスなど）について概説できる。

D　衛生薬学

D1　健康

（１）社会・集団と健康

【①健康と疾病の概念】

　１）健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。 公衆衛生学B

【②保健統計】

　１）集団の健康と疾病の現状およびその影響要因を把握する上での人口統計の意義を概説できる。

　２）人口統計および傷病統計に関する指標について説明できる。

  ３）人口動態（死因別死亡率など）の変遷について説明できる。

【③疫学】

　１）疾病の予防における疫学の役割を説明できる。

　２）疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）について説明できる。

　３）疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）とその方法について説明できる。

　４）リスク要因の評価として、オッズ比、相対危険度、寄与危険度および信頼区間について説明し、
　　　計算できる。（知識・技能）

（２）疾病の予防

【①疾病の予防とは】

　１）疾病の予防について、一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明できる。

　２）健康増進政策（健康日本２１など）について概説できる。

【②感染症とその予防】

　１）現代における感染症（日和見感染、院内感染、新興感染症、再興感染症など）の特徴について
　　　説明できる。

　２）感染症法における、感染症とその分類について説明できる。

病原微生物学

病原微生物学

公衆衛生学B

公衆衛生学B

公衆衛生学B
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　３）代表的な性感染症を列挙し、その予防対策について説明できる。

　４）予防接種の意義と方法について説明できる。
免疫学、病原微生物
学

【③生活習慣病とその予防】

　１）生活習慣病の種類とその動向について説明できる。

　２）生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙し、その予防法について説明できる。

　３）食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議する。（態度）

【④母子保健】

　１）新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を列挙できる。

　２）母子感染する代表的な疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。 病原微生物学

【⑤労働衛生】

　１）代表的な労働災害、職業性疾病について説明できる。

　２）労働衛生管理について説明できる。

（３）栄養と健康

【①栄養】

　１）五大栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明できる。 基礎栄養学

　２）各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。 生化学B、基礎栄養学

　３）食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明できる。

　４）五大栄養素以外の食品成分（食物繊維、抗酸化物質など）の機能について説明できる。

　５）エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エネルギー必要量の意味を説明できる。

　６）日本人の食事摂取基準について説明できる。

　７）栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。

　８）疾病治療における栄養の重要性を説明できる。

【②食品機能と食品衛生】

　１）炭水化物・タンパク質が変質する機構について説明できる。

　２）油脂が変敗する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。（知識・技能）

　３）食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。 薬学実習F

　４）食品成分由来の発がん性物質を列挙し、その生成機構を説明できる。 毒性学A

　５）代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。 薬学実習F

  ６）特別用途食品と保健機能食品について説明できる。 基礎栄養学

  ７）食品衛生に関する法的規制について説明できる。

【③食中毒と食品汚染】

　１）代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品
　　　および予防方法について説明できる。

微生物学 病原微生物学

　２）食中毒の原因となる代表的な自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。

　３）化学物質（重金属、残留農薬など）やカビによる食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす
　　　影響を説明できる。

毒性学A、毒性学B

基礎栄養学

病態学B

（選）ライフステー
ジ栄養学

医療栄養学

公衆衛生学B

公衆衛生学B

公衆衛生学B、医療栄
養学

公衆衛生学B

公衆衛生学B
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該　当　科　目

D2　環境

（１）化学物質・放射線の生体への影響

【①化学物質の毒性】

　１）代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。
毒性学A、毒性学B、
薬学実習F

　２）肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す代表的な化学物質を列挙できる。

　３）重金属、PCB、ダイオキシンなどの代表的な有害化学物質や農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴に
　　　ついて説明できる。

　４）重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。

　５）薬物の乱用による健康への影響について説明し、討議する。（知識・態度）

　６）代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

　７）代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の試験法を列挙し、概説できる。

【②化学物質の安全性評価と適正使用】

　１）個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使用とリスクコミュニケーションについて討議する。
　　　（態度）

　２）化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。

　３）毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）などについて
　　　概説できる。

　４）化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量など）について説明できる。

　５）有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法、化管法など）を説明できる。

【③化学物質による発がん】

　１）発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明できる。 毒性学A、薬学実習F

　２）遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説明できる。
毒性学A、毒性学B、
薬学実習F

　３）発がんに至る過程（イニシエーション、プロモーションなど）について概説できる。 毒性学A

【④放射線の生体への影響】

　１）電離放射線を列挙し、生体への影響を説明できる。

　２）代表的な放射性核種（天然、人工）と生体との相互作用を説明できる。

　３）電離放射線を防御する方法について概説できる。

　４）非電離放射線（紫外線、赤外線など）を列挙し、生体への影響を説明できる。

（２）生活環境と健康

【①地球環境と生態系】

　１）地球規模の環境問題の成因、人に与える影響について説明できる。 公衆衛生学A

　２）生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明できる。 微生物学
公衆衛生学A、薬学実
習F

　３）化学物質の環境内動態（生物濃縮など）について例を挙げて説明できる。 公衆衛生学B

　４）地球環境の保全に関する国際的な取り組みについて説明できる。

　５）人が生態系の一員であることをふまえて環境問題を討議する。（態度）

【②環境保全と法的規制】

毒性学B

毒性学B

毒性学B

毒性学A、毒性学B

公衆衛生学A

公衆衛生学B
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　１）典型七公害とその現状、および四大公害について説明できる。

　２）環境基本法の理念を説明できる。

　３）環境汚染（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染など）を防止するための法規制について説明できる。

【③水環境】

　１）原水の種類を挙げ、特徴を説明できる。

　２）水の浄化法、塩素処理について説明できる。

　３）水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定できる。（知識・技能）

　４）下水処理および排水処理の主な方法について説明できる。

　５）水質汚濁の主な指標を列挙し、測定できる。（知識・技能）

　６）富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を挙げ、対策を説明できる。

【④大気環境】

　１）主な大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源、健康影響について説明できる。

　２）主な大気汚染物質を測定できる。（技能）

  ３）大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説できる。

【⑤室内環境】

　１）室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測定できる。（知識・技能）

　２）室内環境と健康との関係について説明できる。

【⑥廃棄物】

　１）廃棄物の種類と処理方法を列挙できる。

　２）廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。

  ３）マニフェスト制度について説明できる。

E　医療薬学

E1　薬の作用と体の変化

（１）薬の作用

【①薬の作用】

　１）薬の用量と作用の関係を説明できる。

　２）アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。

　３）薬物が作用するしくみについて、受容体、酵素、イオンチャネルおよびトランスポーターを例に
　　　挙げて説明できる。

　４）代表的な受容体を列挙し、刺激あるいは遮断された場合の生理反応を説明できる。

　５）薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、活性化あるいは抑制された場合
　　　の生理反応を説明できる。（C6(6)【②細胞内情報伝達】1.～ 5. 参照）

　６）薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わりについて説明できる。
　　　（E4（1）【②吸収】、【③分布】、【④代謝】、【⑤排泄】参照）

毒性学A

　７）薬物の選択（禁忌を含む）、用法、用量の変更が必要となる要因（年齢、疾病、妊娠等）について
　　　具体例を挙げて説明できる。

　８）薬理作用に由来する代表的な薬物相互作用を列挙し、その機序を説明できる。
　　　（E4（1）【②吸収】5.【④代謝】5.【⑤排泄】5.参照）

薬学実習A

基礎薬理学

公衆衛生学A

公衆衛生学A

公衆衛生学A

公衆衛生学A

公衆衛生学A

薬学実習E

薬学実習E
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　９）薬物依存性、耐性について具体例を挙げて説明できる。

【②動物実験】

　１）動物実験における倫理について配慮できる。（態度）

　２）実験動物を適正に取り扱うことができる。（技能）

　３）実験動物での代表的な投与方法が実施できる。（技能）

【③日本薬局方】

　１）日本薬局方収載の生物学的定量法の特徴を説明できる。 製剤学

（２）身体の病的変化を知る

【①症候】

　１）以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を
　　　推測できる。
　　　ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意識障害・失神、チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、
　　　肥満・やせ、黄疸、発疹、貧血、出血傾向、リンパ節腫脹、浮腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸痛、
　　　呼吸困難、咳・痰、　血痰・喀血、めまい、頭痛、運動麻痺・不随意運動・筋力低下、腹痛、
　　　悪心・嘔吐、嚥下困難・障害、食欲不振、　下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満（腹水を含む）、
　　　タンパク 尿、血尿、尿量・排尿の異常、月経異常、関節痛・関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、
　　　知覚異常（しびれを含む）・神経痛、視力障害、聴力障害

病態学A 薬物治療学A 医療栄養学

【②病態・臨床検査】

　１）尿検査および糞便検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

　２）血液検査、血液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

　３）血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

　４）免疫学的検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

　５）動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 病態学B

　６）代表的な生理機能検査（心機能、腎機能、肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査および画像検査の
　　　検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

病態学B、（選）ライ
フステージ栄養学

　７）代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 薬理学C、病態学C

　８）代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。
病態学C、（選）ライ
フステージ栄養学

医療栄養学

（３）薬物治療の位置づけ

　１）代表的な疾患における薬物治療、食事療法、その他の非薬物治療（外科手術など）の位置づけを
　　　説明できる。

薬物治療学A 医療栄養学

　２）代表的な疾患における薬物治療の役割について、病態、薬効薬理、薬物動態に基づいて討議する。
　　（知識・技能）

薬学実習E

（４）医薬品の安全性

　１）薬物の主作用と副作用、毒性との関連について説明できる。

　２）薬物の副作用と有害事象の違いについて説明できる。

　３）以下の障害を呈する代表的な副作用疾患について、推定される原因医薬品、身体所見、検査所見
　　　および対処方法を説明できる。 
　　　血液障害・電解質異常、肝障害、腎障害、消化器障害、循環器障害、精神障害、皮膚障害、
　　　呼吸器障害、薬物アレルギー（ショックを含む）、代謝障害、筋障害

　４）代表的薬害、薬物乱用について、健康リスクの観点から討議する。（態度） 毒性学B

E2　薬理・病態・薬物治療

基礎薬理学

病態学A

病態学A

基礎薬理学

薬学実習E

薬学実習E

医療栄養学
病態学C、（選）ライ
フステージ栄養学

薬理学C

薬理学C、病態学C、
（選）ライフステー
ジ栄養学

28



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

（１）神経系の疾患と薬

【①自律神経系に作用する薬】

　１）交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な
　　　副作用を説明できる。

　２）副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、
　　　主な副作用を説明できる。

　３）神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

  ４）自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） 薬学実習E

【②体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治療】

　１）知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬など）を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を
　　　説明できる。

　２）運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

　３）知覚神経、運動神経に作用する代表的な薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能）

　４）以下の疾患について説明できる。
　　　進行性筋ジストロフィー、Guillain-Barré（ギラン・バレー）症候群、重症筋無力症（重複）

病態学A

【③中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

  １）全身麻酔薬、催眠薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

  ２）麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用（WHO
　　　三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

薬物治療学C

  ３）中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

  ４）統合失調症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

  ５）うつ病、躁うつ病（双極性障害）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

  ６）不安神経症（パニック障害と全般性不安障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理
　　　（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の
　　　選択等）を説明できる。

  ７）てんかんについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

  ８）脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、
　　　治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療
　　　（医薬品の 選択等）を説明できる。

薬物治療学A 医療栄養学

  ９）Parkinson（パーキンソン）病について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

  10）認知症（Alzheimer（アルツハイマー）型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の薬理
　　　（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択
　　　等）を説明できる。

  11）片頭痛について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
　　　等）・薬物治療（医薬品の選択等）について説明できる。

  12）中枢神経系に作用する薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能）

  13）中枢神経系疾患の社会生活への影響および薬物治療の重要性について討議する。（態度）

  14）以下の疾患について説明できる。
　　　脳炎・髄膜炎（重複）、多発性硬化症（重複）、筋萎縮性側索硬化症、Narcolepsy
　　　（ナルコレプシー）、薬物依存症、アルコール依存症

病態学A
病態学B、薬物治療学
A

基礎薬理学

基礎薬理学

薬理学A

薬理学A、病態学A

薬物治療学C、薬物治
療演習

薬物治療学C

薬物治療学C

薬学実習E

病態学B、薬物治療学
A
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

【④化学構造と薬効】

　１）神経系の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説できる。 基礎薬理学、薬理学A

（２）免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と薬

【①抗炎症薬】

　１）抗炎症薬（ステロイド性および非ステロイド性）および解熱性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、
　　　主な副作用）および臨床適用を説明できる。

　２）抗炎症薬の作用機序に基づいて炎症について説明できる。 薬物治療学B

　３）創傷治癒の過程について説明できる。 薬理学A、病態学A

【②免疫・炎症・アレルギー疾患の薬、病態、治療】

　１）アレルギー治療薬（抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬等）の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）
　　　および臨床適用を説明できる。

薬物治療学A、薬物治
療学B

　２）免疫抑制薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 薬物治療学B

　３）以下のアレルギー疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
　　　（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、接触性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、花粉症、
　　　消化管アレルギー、気管支喘息（重複）

薬理学C、薬物治療学
A、薬物治療学B

　４）以下の薬物アレルギーについて、原因薬物、病態（病態生理、症状等）および対処法を説明
　　　できる。
　　　Stevens-Johnson（スティーブンス-ジョンソン）症候群、中毒性表皮壊死症（重複）、薬剤性
　　　過敏症症候群、薬疹

薬理学C

　５）アナフィラキシーショックについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
　　　病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学C、薬物治療学
B

　６）以下の疾患について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　尋常性乾癬、水疱症、光線過敏症、ベーチェット病

薬理学C 薬物治療演習

　７）以下の臓器特異的自己免疫疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　バセドウ病（重複）、橋本病（重複）、悪性貧血(重複）、アジソン病、1型糖尿病（重複）、
　　　重症筋無力症、多発性硬化症、特発性血小板減少性紫斑病、自己免疫性溶血性貧血（重複）、
　　　シェーグレン症候群

薬理学C、病態学B、
病態学C

　８）以下の全身性自己免疫疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
　　　病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　全身性エリテマトーデス、強皮症、多発筋炎／皮膚筋炎、関節リウマチ（重複）

薬理学C、薬物治療学
B

　９）臓器移植（腎臓、肝臓、骨髄、臍帯血、輸血）について、拒絶反応および移植片対宿主病（GVHD）
　　　の病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学A 病態学B

【③骨・関節・カルシウム代謝疾患の薬、病態、治療】

　１）関節リウマチについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　２）骨粗鬆症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　３）変形性関節症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　４）カルシウム代謝の異常を伴う疾患（副甲状腺機能亢進（低下）症、骨軟化症（くる病を含む）、
　　　悪性腫瘍に伴う高カルシウム血症）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および 病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

【④化学構造と薬効】

薬理学A

薬理学A、病態学A

薬理学C、病態学C、
薬物治療学B

薬物治療演習

（選）医療栄養学演
習
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　１）免疫・炎症・アレルギー疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）
　　　の関連を概説できる。

薬理学A 薬物治療学B

（３）循環器系・血液系・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬

【①循環器系疾患の薬、病態、治療】

　１）以下の不整脈および関連疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
　　　病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC）、心室性期外収縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性上室
　　　頻拍（PSVT)、WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細動（Vf）、房室ブロック、QT延長症候群

薬物治療演習、
（選）医療栄養学演
習

　２）急性および慢性心不全について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
　　　（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　３）虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学B、薬物治療学
A

　４）以下の高血圧症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
　　　生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
　　　本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、腎血管性高血圧症を含む）

薬物治療学A、薬学実
習E

　５）以下の疾患について概説できる。
　　　閉塞性動脈硬化症（ASO）、心原性ショック、弁膜症、先天性心疾患

医療栄養学

　６）循環器系に作用する薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） 薬学実習E

【②血液・造血器系疾患の薬、病態、治療】

　１）止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

　２）抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用
　　　を説明できる。

　３）以下の貧血について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血(悪性貧血等）、再生不良性貧血、自己免疫性溶血性貧血（AIHA）、
　　　腎性貧血、鉄芽球性貧血

医療栄養学

　４）播種性血管内凝固症候群（DIC）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　５）以下の疾患について治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
　　　血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、白血球減少症、血栓塞栓症、白血病（重複）、
　　　悪性リンパ腫（重複）
　　　（E2（7）【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】参照）

【③泌尿器系、生殖器系疾患の薬、病態、薬物治療】

　１）利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 薬理学B

　２）急性および慢性腎不全について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
　　　（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　３）ネフローゼ症候群について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
　　　生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　４）過活動膀胱および低活動膀胱について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
　　　病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　５）以下の泌尿器系疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
　　　（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　慢性腎臓病（CKD）、糸球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症（重複）、薬剤性腎症（重複）、腎盂
　　　腎炎（重複）、膀胱炎（重複）、尿路感染症（重複）、尿路結石

医療栄養学

薬理学A、病態学A

病態学A

薬理学B

薬理学B、薬学実習E

薬理学B、病態学B、
薬物治療学A

薬理学B、病態学B

医療栄養学、薬物治
療演習、（選）医療
栄養学演習

医療栄養学、薬物治
療学C、薬物治療演
習、（選）医療栄養
学演習
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　６）以下の生殖器系疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
　　　（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
　　　前立腺肥大症、子宮内膜症、子宮筋腫

薬理学B、病態学B、
薬物治療学B

　７）妊娠・分娩・避妊に関連して用いられる薬物について、薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学B

　８）以下の生殖器系疾患について説明できる。 
　　　異常妊娠、異常分娩、不妊症

薬理学B、病態学B

【④化学構造と薬効】

　１）循環系・泌尿器系・生殖器系疾患の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効
　　　（薬理・薬物動態）の関連を概説できる。

薬理学B

（４）呼吸器系・消化器系の疾患と薬

【①呼吸器系疾患の薬、病態、治療】

　１）気管支喘息について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　２）慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する疾患（ニコチン依存症を含む）について、治療薬の
　　　薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品
　　　の選択等）を説明できる。

　３）間質性肺炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学B、病態学B

　４）鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明
　　　できる。

薬理学B 薬物治療演習

【②消化器系疾患の薬、病態、治療】

　１）以下の上部消化器疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
　　　病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
　　　胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、消化性潰瘍、胃炎

　２）炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、
　　　主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　３）肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を含む）、薬剤性肝障害）について、治療薬の薬理（薬理
　　　作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
　　　を説明できる。

　４）膵炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
　　　等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　５）胆道疾患（胆石症、胆道炎）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

医療栄養学

　６）機能性消化管障害（過敏性腸症候群を含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な
　　　副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　７）便秘・下痢について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　８）悪心・嘔吐について、治療薬および関連薬物（催吐薬）の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

病態学A
薬理学B、薬理学C、
薬物治療学A

　９）痔について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・
　　　薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学B、薬物治療学
A

【③化学構造と薬効】

　１）呼吸器系・消化器系の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）
　　　の関連を概説できる。

薬理学B

薬理学B、病態学B、
薬物治療学B

薬理学B、薬物治療学
A

薬物治療演習、
（選）医療栄養学演
習

医療栄養学、薬物治
療演習、（選）医療
栄養学演習

病態学A

医療栄養学、
（選）医療栄養学演
習
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（５）代謝系・内分泌系の疾患と薬

【①代謝系疾患の薬、病態、治療】

　１）糖尿病とその合併症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
　　　病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学C、病態学B、
薬物治療学A

製剤学、医療栄養
学、薬物治療学C、薬
物治療演習、（選）
医療栄養学演習

　２）脂質異常症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
　　　生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

医療栄養学、薬物治
療学C、薬物治療演
習、（選）医療栄養
学演習

　３）高尿酸血症・痛風について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
　　　（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

医療栄養学、薬物治
療学C、（選）医療栄
養学演習

【②内分泌系疾患の薬、病態、治療】

　１）性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 薬理学B、薬学実習E

　２）Basedow（バセドウ）病について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
　　　病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　３）甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　４）尿崩症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学B、薬理学C、
病態学C

　５）以下の疾患について説明できる。
　　　先端巨大症、高プロラクチン血症、下垂体機能低下症、ADH不適合分泌症候群（SIADH）、副
　　　甲状腺機能亢進症•低下症、Cushing（クッシング）症候群、アルドステロン症、褐色細胞腫、
　　　副腎不全（急性、慢性）、子宮内膜症（重複）、アジソン病（重複）

薬理学C、病態学C、
薬物治療学B

【③化学構造と薬効】

　１）代謝系・内分布系の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の
　　　関連を概説できる。

薬理学C

（６）感覚器・皮膚の疾患と薬

【①眼疾患の薬、病態、治療】

　１）緑内障について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　２）白内障について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　３）加齢性黄斑変性について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
　　　（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　４）以下の疾患について概説できる。 
　　　結膜炎（重複）、網膜症、ぶどう膜炎、網膜色素変性症

【②耳鼻咽喉疾患の薬、病態、治療】

　１）めまい（動揺病、Meniere（メニエール）病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、
　　　主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学C、病態学B、
薬物治療学A

　２）以下の疾患について概説できる。 
　　　アレルギー性鼻炎（重複）、花粉症（重複）、副鼻腔炎（重複）、中耳炎（重複）、口内炎・
　　　咽頭炎・扁桃腺炎(重複)、喉頭蓋炎

薬理学C、薬物治療学
A

【③皮膚疾患の薬、病態、治療】

薬理学C、病態学B

薬理学C、病態学B、
薬物治療学A

薬理学C、病態学B

薬理学C、病態学C 薬物治療学C

薬物治療演習

薬物治療演習
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　１）アトピー性皮膚炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
　　　（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　 （E2（2）【②免疫・炎症・アレルギーの薬、病態、治療】参照）

病態学A
薬理学C、薬物治療学
A

　２）皮膚真菌症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　 （E2（7）【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】 参照）

薬理学C、病態学C、
薬物治療学A、薬物治
療学B

　３）褥瘡について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
　　　等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

病態学A 薬理学C 医療栄養学

　４）以下の疾患について概説できる。
　　　蕁麻疹（重複）、薬疹（重複）、水疱症（重複）、乾癬(重複）、接触性皮膚炎（重複）、光線
　　　過敏症（重複)

薬物治療学A 薬物治療演習

【④化学構造と薬効】

　１）感覚器・皮膚の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を
　　　概説できる。

薬理学C

（７）病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

【①抗菌薬】

　１）以下の抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、抗菌スペクトル、主な副作用、相互作用、組織移行性）
　　　および臨床適用を説明できる。
　　　β-ラクタム系、テトラサイクリン系、マクロライド系、アミノ配糖体（アミノグリコシド）系、
　　　キノロン系、グリコペプチド系、抗結核薬、サルファ剤（ST合剤を含む）、その他の抗菌薬

薬理学C、薬物治療学
B

　２）細菌感染症に関係する代表的な生物学的製剤（ワクチン等）を挙げ、その作用機序を説明
　　　できる。

病原微生物学 薬物治療学B

【②抗菌薬の耐性】

　１）主要な抗菌薬の耐性獲得機構および耐性菌出現への対応を説明できる。 薬物治療学B 臨床実習前講義B

【③細菌感染症の薬、病態、治療】

　１）以下の呼吸器感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法および薬物
　　　治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
　　　上気道炎（かぜ症候群（大部分がウイルス感染症）を含む）、気管支炎、扁桃炎、細菌性肺炎、
　　　肺結核、レジオネラ感染症、百日咳、マイコプラズマ肺炎

病態学B、薬物治療学
B

薬物治療演習

　２）以下の消化器感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）
　　　を説明できる。
　　　急性虫垂炎、胆囊炎、胆管炎、病原性大腸菌感染症、食中毒、ヘリコバクター・ピロリ感染症、
　　　赤痢、コレラ、腸チフス、パラチフス、偽膜性大腸炎

病態学A
病態学C、薬物治療学
A

　３）以下の感覚器感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）
　　　を説明できる。
　　　副鼻腔炎、中耳炎、結膜炎

　４）以下の尿路感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）
　　　を説明できる。
　　　腎盂腎炎、膀胱炎、尿道炎

　５）以下の性感染症について、病態（病態生理、症状等）、予防方法および薬物治療（医薬品の
　　　選択等）を説明できる。
　　　梅毒、淋病、クラミジア症等

　６）脳炎、髄膜炎について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を
　　　説明できる。

病態学A

　７）以下の皮膚細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択
　　　等）を説明できる。
　　　伝染性膿痂疹、丹毒、癰、毛囊炎、ハンセン病

病態学C 薬物治療演習

病態学C

薬物治療演習
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　８）感染性心内膜炎、胸膜炎について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の
　　　選択等） を説明できる。

病態学A

　９）以下の薬剤耐性菌による院内感染について、感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状
　　　等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　MRSA、VRE、セラチア、緑膿菌等

病態学C、薬物治療学
B

　10）以下の全身性細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法および
　　　薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　ジフテリア、劇症型A群β溶血性連鎖球菌感染症、新生児B群連鎖球菌感染症、破傷風、敗血症

病態学C

【④ウイルス感染症およびプリオン病の薬、病態、治療】

　１）ヘルペスウイルス感染症（単純ヘルペス、水痘・帯状疱疹）について、治療薬の薬理
　　　（薬理作用、機序、主な副作用）、予防方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療
　　　（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学C、病態学C

　２）サイトメガロウイルス感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学C、病態学C、
薬物治療学B

　３）インフルエンザについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経路と
　　　予防方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学C、病態学B、
薬物治療学B

　４）ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　感染経路と予防方法および病態（病態生理（急性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞がん）、
　　　症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。（重複）

薬理学C

　５）後天性免疫不全症候群（AIDS）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
　　　感染経路と予防方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を
　　　説明できる。

薬理学C、病態学C、
薬物治療学B

　６）以下のウイルス感染症（プリオン病を含む）について、感染経路と予防方法および病態
　　　（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　伝染性紅斑（リンゴ病）、手足口病、伝染性単核球症、突発性発疹、咽頭結膜熱、ウイルス
　　　性下痢症、麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、風邪症候群、Creutzfeldt-Jakob（クロイツフェルト-
　　　ヤコブ）病

病原微生物学 薬理学C、病態学C 公衆衛生学B

【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】

　１）抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。
薬理学C、薬物治療学
B

　２）以下の真菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を
　　　説明できる。 
　　　皮膚真菌症、カンジダ症、ニューモシスチス肺炎、肺アスペルギルス症、クリプトコックス症

薬理学C、病態学B、
病態学C、薬物治療学
B

薬物治療演習

【⑥原虫・寄生虫感染症の薬、病態、治療】

　１）以下の原虫感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
　　　（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
　　　マラリア、トキソプラズマ症、トリコモナス症、アメーバ赤痢

　２）以下の寄生虫感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
　　　病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　回虫症、蟯虫症、アニサキス症

病原微生物学

【⑦悪性腫瘍】

　１）腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の違い）を説明できる。
薬物治療学C、（選）
医療栄養学演習

　２）悪性腫瘍について、以下の項目を概説できる。
　　　組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査（細胞診、組織診、画像診断、腫瘍マーカー
　　　（腫瘍関連の変異遺伝子、遺伝子産物を含む））、悪性腫瘍の疫学（がん罹患の現状および
　　　がん死亡の現状）、悪性腫瘍のリスクおよび予防要因

薬理学C、病態学C

薬理学C、病態学C、
薬物治療学B

薬物治療演習

薬物治療学C、薬物治
療演習（選）医療栄
養学演習
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　３）悪性腫瘍の治療における薬物治療の位置づけを概説できる。

【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】

　１）以下の抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用、相互作用、組織移行性）および
　　　臨床適用を説明できる。
　　　アルキル化薬、代謝拮抗薬、抗腫瘍抗生物質、微小管阻害薬、トポイソメラーゼ阻害薬、
　　　抗腫瘍ホルモン関連薬、白金製剤、分子標的治療薬、その他の抗悪性腫瘍薬

薬物治療学C、薬物治
療演習

　２）抗悪性腫瘍薬に対する耐性獲得機構を説明できる。 薬物治療学C

　３）抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む）、
　　　血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。

薬物治療学C、薬物治
療演習

　４）代表的ながん化学療法のレジメン（FOLFOX等）について、構成薬物およびその役割、副作用、
　　　対象疾患を概説できる。

薬物治療学C

　５）以下の白血病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　急性（慢性）骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ性白血病、成人T細胞白血病（ATL）

薬物治療演習

　６）悪性リンパ腫および多発性骨髄腫について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品
　　　の選択等）を説明できる。

　７）骨肉腫について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　８）以下の消化器系の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択
　　　等）を説明できる。
　　　胃癌、食道癌、肝癌、大腸癌、胆囊・胆管癌、膵癌

医療栄養学、薬物治
療学C、薬物治療演
習、（選）医療栄養
学演習

　９）肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
病態学C、薬物治療学
B

薬物治療演習

　10）以下の頭頸部および感覚器の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療
　　　（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　脳腫瘍、網膜芽細胞腫、喉頭、咽頭、鼻腔・副鼻腔、口腔の悪性腫瘍

病態学C

　11）以下の生殖器の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
　　　を説明できる。
　　　前立腺癌、子宮癌、卵巣癌

病態学C、薬物治療学
B

薬物治療学C

　12）腎・尿路系の悪性腫瘍（腎癌、膀胱癌）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療
　　　（医薬品の選択等）を説明できる。

病態学C

　13）乳癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
病態学C、薬物治療学
B

薬物治療学C

【⑨がん終末期医療と緩和ケア】

　１）がん終末期の病態（病態生理、症状等）と治療を説明できる。

　２）がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）と薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

【⑩化学構造と薬効】

　１）病原微生物・悪性新生物が関わる疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・
　　　薬物動態）の関連を概説できる。

薬理学C

（８）バイオ・細胞医薬品とゲノム情報

【①組換え体医薬品】

　１）組換え体医薬品の特色と有用性を説明できる。

　２）代表的な組換え体医薬品を列挙できる。

  ３）組換え体医薬品の安全性について概説できる。

【②遺伝子治療】

　１）遺伝子治療の原理、方法と手順、現状、および倫理的問題点を概説できる。（知識・態度） 生化学C、病態学B

薬理学A

薬理学C、病態学C、
薬物治療学B

薬理学C、薬物治療学
B

病態学B、薬物治療学
A

病態学C

病態学C

生化学C、病態学B

薬物治療学C、薬物治
療演習（選）医療栄
養学演習

医療栄養学、薬物治
療学C、（選）医療栄
養学演習
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【③細胞、組織を利用した移植医療】

　１）移植医療の原理、方法と手順、現状およびゲノム情報の取り扱いに関する倫理的問題点を概説
　　　できる。（知識・態度）

薬学実習C

　２）摘出および培養組織を用いた移植医療について説明できる。

　３）臍帯血、末梢血および骨髄に由来する血液幹細胞を用いた移植医療について説明できる。

　４）胚性幹細胞（ES細胞）、人工多能性幹細胞（iPS細胞）を用いた細胞移植医療について概説できる。

（９）要指導医薬品・一般用医薬品とセルフメディケーション

　１）地域における疾病予防、健康維持増進、セルフメディケーションのために薬剤師が果たす役割を
　　　概説できる。

　２）要指導医薬品および一般用医薬品（リスクの程度に応じた区分（第一類、第二類、第三類）も
　　　含む）について説明し、各分類に含まれる代表的な製剤を列挙できる。

　３）代表的な症候について、関連する頻度の高い疾患、見逃してはいけない疾患を列挙できる。

　４）要指導医薬品・一般用医薬品の選択、受診勧奨の要否を判断するために必要な患者情報を収集
　　　できる。（技能）

　５）以下の疾患・症候に対するセルフメディケーションに用いる要指導医薬品・一般用医薬品等に
　　　含まれる成分・作用・副作用を列挙できる。
　　　発熱、痛み、かゆみ、消化器症状、呼吸器症状、アレルギー、細菌・真菌感染症、生活習慣病　等

　６）主な養生法（運動・食事療法、サプリメント、保健機能食品を含む）とその健康の保持・促進
　　　における意義を説明できる。

医療栄養学

　７）要指導医薬品・一般用医薬品と医療用医薬品、サプリメント、保健機能食品等との代表的な
　　　相互作用を説明できる。

　８）要指導医薬品・一般用医薬品等による治療効果と副作用を判定するための情報を収集し評価
　　　できる。（技能）

（10）医療の中の漢方薬

【①漢方薬の基礎】

　１）漢方の特徴について概説できる。

　２）以下の漢方の基本用語を説明できる。 
　　　陰陽、虚実、寒熱、表裏、気血水、証

  ３）配合生薬の組み合わせによる漢方薬の系統的な分類が説明できる。

　４）漢方薬と西洋薬、民間薬、サプリメント、保健機能食品などとの相違について説明できる。

【②漢方薬の応用】

　１）漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、治療法について概説できる。

　２）日本薬局方に収載される漢方薬の適応となる証、症状や疾患について例示して説明できる。

　３）現代医療における漢方薬の役割について説明できる。

【③漢方薬の注意点】

　１）漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して説明できる。 漢方薬

（11）薬物治療の最適化

【①総合演習】

　１）代表的な疾患の症例について、患者情報および医薬品情報などの情報に基づいて薬物治療の
　　　最適化を討議する。（知識・態度）

　２）過剰量の医薬品による副作用への対応（解毒薬を含む）を討議する。（知識・態度） 毒性学B

漢方薬

漢方薬

生化学C、病態学B
薬物治療学C
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  ３）長期療養に付随する合併症を列挙し、その薬物治療について討議する。（知識・態度） 医療栄養学

E3 薬物治療に役立つ情報

（１）医薬品情報

【①情報】

　１）医薬品を使用したり取り扱う上で、必須の医薬品情報を列挙できる。

　２）医薬品情報に関わっている職種を列挙し、その役割について概説できる。

　３）医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程で行われる試験（非臨床試験、臨床試験、安定性
　　　試験等）と得られる医薬品情報について概説できる。

　４）医薬品の市販後に行われる調査・試験と得られる医薬品情報について概説できる。

　５）医薬品情報に関係する代表的な法律・制度（「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性
　　　の確保等に関する法律」、GCP、GVP、GPSP、RMP など）とレギュラトリーサイエンスについて
　　　概説できる。

【②情報源】

　１）医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類について概説できる。

　２）医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙し、それらの特徴について説明できる。

　３）厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業などの発行する資料を列挙し、概説できる。
医薬品情報学、医薬
品開発・治験論

医薬品開発・治験論

　４）医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけについて説明できる。 医薬品情報学

　５）医薬品添付文書（医療用、一般用）の記載項目（警告、禁忌、効能・効果、用法・用量、使用
　　　上の注意など）を列挙し、それらの意味や記載すべき内容について説明できる。

医薬品情報学、医薬
品開発・治験論

医薬品開発・治験論

　６）医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いについて説明できる。 医薬品情報学

【③収集・評価・加工・提供・管理】

　１）目的（効能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、妊婦への投与、中毒など）に合った適切な
　　　情報源を選択し、必要な情報を検索、収集できる。（技能）

　２）MEDLINEなどの医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を
　　　理解し、検索できる。（知識・技能）

医薬品情報学

　３）医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評価する際に必要な基本的項目を列挙できる。
医薬品情報学、医薬
品開発・治験論

　４）臨床試験などの原著論文および三次資料について医薬品情報の質を評価できる。（技能） 医薬品開発・治験論

　５）医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し管理する際の方法と注意点（知的所有権、守秘
　　　義務など）について説明できる。

医薬品情報学

【④EBM（Evidence-based Medicine）】

  １）EBMの基本概念と実践のプロセスについて説明できる。 医薬品情報学

  ２）代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研究、ケースコントロール研究など）
　　　の長所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概説できる。

医薬品情報学、医薬
品開発・治験論

医薬品開発・治験論

  ３）臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や
　　　再現性）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）について概説できる。
　　 （E3（1）【③収集・評価・加 工・提供・管理】参照）

  ４）メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。

【⑤生物統計】

　１）臨床研究における基本的な統計量（平均値、中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間など）
　　　の意味と違いを説明できる。

生物統計学演習

医薬品情報学

医薬品情報学

医薬品情報学

医薬品情報学

医薬品情報学、医薬
品開発・治験論

医薬品開発・治験論

医薬品開発・治験論
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　２）帰無仮説の概念および検定と推定の違いを説明できる。

　３）代表的な分布（正規分布、ｔ分布、二項分布、ポアソン分布、χ2分布、F分布）について
　　　概説できる。

　４）主なパラメトリック検定とノンパラメトリック検定を列挙し、それらの使い分けを説明できる。

　５）二群間の差の検定（ｔ検定、χ2検定など）を実施できる。（技能）

　６）主な回帰分析（直線回帰、ロジスティック回帰など）と相関係数の検定について概説できる。

　７）基本的な生存時間解析法（カプラン・マイヤー曲線など）について概説できる。

【⑥臨床研究デザインと解析】

　１）臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴を
　　　概説できる。

　２）臨床研究におけるバイアス・交絡について概説できる。

　３）観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集積、コホート研究、ケースコントロール
　　　研究、ネステッドケースコントロール研究、ケースコホート研究など）について概説できる。

　４）副作用の因果関係を評価するための方法（副作用判定アルゴリズムなど）について概説できる。

　５）優越性試験と非劣性試験の違いについて説明できる。

　６）介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検化など）について概説できる。

　７）統計解析時の注意点について概説できる。

　８）介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエンドポイント、主要エンドポイントと
　　　副次的エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明できる。

　９）臨床研究の結果（有効性、安全性）の主なパラメータ（相対リスク、相対リスク減少、絶対
　　　リスク、絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生率、発生割合）を説明し、計算できる。
　　　（知識・技能）

【⑦医薬品の比較・評価】

　１）病院や薬局において医薬品を採用・選択する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明できる。 医薬品情報学

　２）医薬品情報にもとづいて、代表的な同種同効薬の有効性や安全性について比較・評価できる。
　　　（技能）

　３）医薬品情報にもとづいて、先発医薬品と後発医薬品の品質、安全性、経済性などについて、
　　　比較・評価できる。（技能）

（２）患者情報

【①情報と情報源】

　１）薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。

　２）患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明できる。

【②収集・評価・管理】

　１）問題志向型システム（POS）を説明できる。

　２）SOAP形式などの患者情報の記録方法について説明できる。

　３）医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報について概説できる。

　４）患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説明できる。
　　 （A（2）【③患者の権利】参照）

医薬品情報学、臨床
実習前講義B

（３）個別化医療

【①遺伝的素因】

生物統計学演習

医薬品情報学

医薬品情報学

医薬品情報学

医薬品情報学

医薬品情報学

医薬品情報学、医薬
品開発・治験論

医薬品開発・治験論

生物統計学演習
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　１）薬物の主作用および副作用に影響する代表的な遺伝的素因について、例を挙げて説明できる。

　２）薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素・トランスポーターの遺伝子変異など）
　　　について、例を挙げて説明できる。

　３）遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて説明できる。
生物薬剤学、薬物動
態学

【②年齢的要因】

　１）低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を
　　　説明できる。

　２）高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明できる。

【③臓器機能低下】

　１）腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。
生物薬剤学、薬物動
態学

　２）肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。
毒性学A、生物薬剤
学、薬物動態学

　３）心臓疾患を伴った患者における薬物動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。
生物薬剤学、薬物動
態学

【④その他の要因】

　１）薬物の効果に影響する生理的要因（性差、閉経、日内変動など）を列挙できる。

　２）妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

　３）栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミン血症、腹水など）における薬物動態と、薬物治療で
　　　注意すべき点を説明できる。

（選）医療栄養学演
習

【⑤個別化医療の計画・立案】

　１）個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能など）と医薬品情報をもとに、薬物治療を
　　　計画・立案できる。（技能）

薬物動態学、薬学実
習F

（選）医療栄養学演
習

　２）コンパニオン診断にもとづく薬物治療について、例を挙げて説明できる。

E4 薬の生体内運命

（１）薬物の体内動態

【①生体膜透過】

　１）薬物の生体膜透過における単純拡散、促進拡散および能動輸送の特徴を説明できる。

　２）薬物の生体膜透過に関わるトランスポーターの例を挙げ、その特徴と薬物動態における役割を
　　　説明できる。

【②吸収】

　１）経口投与された薬物の吸収について説明できる。 生物薬剤学

　２）非経口的に投与される薬物の吸収について説明できる。

　３）薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的要因など）を列挙し、説明できる。

　４）薬物の吸収過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。

　５）初回通過効果について説明できる。 生物薬剤学

【③分布】

　１）薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タンパク結合の強い薬物を列挙できる。

　２）薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結合ならびに組織結合との関係を、定量的
　　　に説明できる。

　３）薬物のタンパク結合および結合阻害の測定・解析方法を説明できる。

毒性学A、生物薬剤学

生物薬剤学、薬学実
習F

毒性学A、生物薬剤
学、薬物動態学

毒性学A、生物薬剤
学、薬物動態学

薬物動態学

毒性学A、生物薬剤学

（選）医療栄養学演
習

（選）医療栄養学演
習
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平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　４）血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等への移行について説明できる。 毒性学A、生物薬剤学

　５）薬物のリンパおよび乳汁中への移行について説明できる。 生物薬剤学

　６）薬物の分布過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。 毒性学A、生物薬剤学

【④代謝】

　１）代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式
　　　について説明できる。

　２）薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて
　　　説明できる。

　３）代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される薬物を列挙できる。 毒性学A、生物薬剤学

　４）プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説明できる。 生物薬剤学 製剤学

　５）薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズムと、それらに関連して起こる相互作用について、
　　　例を挙げ、説明できる。

毒性学A、生物薬剤学

【⑤排泄】

　１）薬物の尿中排泄機構について説明できる。 毒性学A、生物薬剤学

　２）腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再吸収の関係を定量的に説明できる。

　３）代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

　４）薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

　５）薬物の排泄過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。

（２）薬物動態の解析

【①薬物速度論】

　１）線形コンパートメントモデルと、関連する薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容積、
　　　消失半減期、生物学的利用能など）の概念を説明できる。

　２）線形１－コンパートメントモデルに基づいた解析ができる（急速静注・経口投与［単回および
　　　反復 投与］、定速静注）。（知識、技能）

　３）体内動態が非線形性を示す薬物の例を挙げ、非線形モデルに基づいた解析ができる。（知識、
　　　技能）

　４）モーメント解析の意味と、関連するパラメータの計算法について説明できる。

　５）組織クリアランス（肝、腎）および固有クリアランスの意味と、それらの関係について、数式
　　　を使って説明できる。

　６）薬物動態学－薬力学解析（PK-PD解析）について概説できる。

【②TDM (Therapeutic Drug Monitoring)と投与設計】

　１）治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し、TDMが有効な薬物を列挙できる。

　２）TDMを行う際の採血ポイント、試料の取り扱い、測定法について説明できる。

　３）薬物動態パラメータを用いて患者ごとの薬物投与設計ができる。（知識、技能）
薬物動態学、薬学実
習F

　４）ポピュレーションファーマコキネティクスの概念と応用について概説できる。 薬物動態学

E5 製剤化のサイエンス

（１）製剤の性質

【①固形材料】

生物薬剤学

毒性学A、生物薬剤学

薬物動態学、薬学実
習F

薬物動態学

薬物動態学

毒性学A、生物薬剤
学、薬学実習F
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該　当　科　目

　１）粉体の性質について説明できる。
物理薬剤学B、薬学実
習D

　２）結晶（安定形および準安定形）や非晶質、無水物や水和物の性質について説明できる。
物理薬剤学A、物理薬
剤学B

　３）固形材料の溶解現象（溶解度、溶解平衡など）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明
　　　できる。
　　　（C2（2）【①酸・塩基平衡】1.及び【②各種の化学平衡】2.参照）

　４）固形材料の溶解に影響を及ぼす因子（pHや温度など）について説明できる。

　５）固形材料の溶解度や溶解速度を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

【②半固形・液状材料】

　１）流動と変形（レオロジー）について説明できる。

　２）高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度など）について説明できる。

【③分散系材料】

　１）界面の性質（界面張力、分配平衡、吸着など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について
　　　説明できる。
　　　（C2（2）【②各種の化学平衡】4.参照）

物理薬剤学A

　２）代表的な分散系（分子集合体、コロイド、乳剤、懸濁剤など）を列挙し、その性質について
　　　説明できる。

物理薬剤学A、物理薬
剤学B

　３）分散した粒子の安定性と分離現象（沈降など）について説明できる。 物理薬剤学B

  ４）分散安定性を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。 物理薬剤学B

【④薬物及び製剤材料の物性】

　１）製剤分野で汎用される高分子の構造を理解し、その物性について説明できる。 製剤学

　２）薬物の安定性（反応速度、複合反応など）や安定性に影響を及ぼす因子（pH、温度など）
　　　について説明できる。
　　　（C1（3）【①反応速度】1.～7.参照）

　３）薬物の安定性を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

（２）製剤設計

【①代表的な製剤】

　１）製剤化の概要と意義について説明できる。

　２）経口投与する製剤の種類とその特性について説明できる。

　３）粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入剤など）の種類とその特性について説明できる。

　４）注射により投与する製剤の種類とその特性について説明できる。

　５）皮膚に適用する製剤の種類とその特性について説明できる。

　６）その他の製剤（生薬関連製剤、透析に用いる製剤など）の種類と特性について説明できる。

【②製剤化と製剤試験法】

　１）代表的な医薬品添加物の種類・用途・性質について説明できる。

　２）製剤化の単位操作、汎用される製剤機械および代表的な製剤の具体的な製造工程について
　　　説明できる。

　３）汎用される容器、包装の種類や特徴について説明できる。

　４）製剤に関連する試験法を列挙し、説明できる。

【③生物学的同等性】

物理薬剤学B

物理薬剤学A

物理薬剤学B

製剤学

製剤学、（選）物理
化学演習

製剤学
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該　当　科　目

　１）製剤の特性（適用部位、製剤からの薬物の放出性など）を理解した上で、生物学的同等性に
　　　ついて説明できる。

薬物動態学

（３）DDS（Drug Delivery System：薬物送達システム）

【①DDS の必要性】

　１）DDSの概念と有用性について説明できる。

　２）代表的なDDS技術を列挙し、説明できる。
　　　（プロドラッグについては、E4(1)【④代謝】4.も参照）

【②コントロールドリリース（放出制御）】

　１）コントロールドリリースの概要と意義について説明できる。

　２）投与部位ごとに、代表的なコントロールドリリース技術を列挙し、その特性について説明
　　　できる。

　３）コントロールドリリース技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。

【③ターゲティング（標的指向化）】

　１）ターゲティングの概要と意義について説明できる。

　２）投与部位ごとに、代表的なターゲティング技術を列挙し、その特性について説明できる。

　３）ターゲティング技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。

【④吸収改善】

　１）吸収改善の概要と意義について説明できる。

　２）投与部位ごとに、代表的な吸収改善技術を列挙し、その特性について説明できる。

　３）吸収改善技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。

F　薬学臨床

　　　前）：病院・薬局での実務実習履修前に修得すべき事項

（１）薬学臨床の基礎

【①早期臨床体験】 ※原則として 2年次修了までに学習する事項

　１）患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤師の業務を見聞し、その体験から薬剤師業務の
　　　重要性について討議する。（知識・態度）

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論

　２）地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に基づきその重要性や課題を討議する。（知識・態度）
フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B

　３）一次救命処置（心肺蘇生、外傷対応等）を説明し、シミュレータを用いて実施できる。
　　　（知識・技能）

【②臨床における心構え】〔Ａ（１）、（２）参照〕

　１）前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。（態度）

　２）前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき
　　　個々の対応ができる。（態度）

　３）前）患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの
　　　重要性を討議する。（態度）

　４）医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動する。（態度）

　５）患者・生活者の基本的権利、自己決定権について配慮する。（態度）

　６）薬学的管理を実施する際に、インフォームド・コンセントを得ることができる。（態度）

　７）職務上知り得た情報について守秘義務を遵守する。（態度）

製剤学

製剤学

製剤学

製剤学
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該　当　科　目

【③臨床実習の基礎】

　１）前）病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概説できる。 臨床実習前講義B

　２）前）病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について説明できる。 調剤処方演習

　３）前）病院薬剤部門を構成する各セクションの業務を列挙し、その内容と関連を概説できる。

　４）前）病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明
　　　できる。

　５）前）薬剤師の関わる社会保障制度（医療、福祉、介護）の概略を説明できる。
　　　〔Ｂ（３）①参照〕

社会と薬学

　６）病院における薬剤部門の位置づけと業務の流れについて他部門と関連付けて説明できる。

　７）代表的な疾患の入院治療における適切な薬学的管理について説明できる。

　８）入院から退院に至るまで入院患者の医療に継続して関わることができる。（態度）

　９）急性期医療（救急医療・集中治療・外傷治療等）や周術期医療における適切な薬学的管理に
　　　ついて説明できる。

（選）看護・介護・
社会福祉演習

医療栄養学

　10）周産期医療や小児医療における適切な薬学的管理について説明できる。

　11）終末期医療や緩和ケアにおける適切な薬学的管理について説明できる。
（選）看護・介護・
社会福祉演習

医療栄養学

　12）外来化学療法における適切な薬学的管理について説明できる。

　13）保険評価要件を薬剤師業務と関連付けて概説することができる。

　14）薬局における薬剤師業務の流れを相互に関連付けて説明できる。

　15）来局者の調剤に対して、処方せんの受付から薬剤の交付に至るまで継続して関わることが
　　　できる。（知識・態度）

（２）処方せんに基づく調剤

【①法令・規則等の理解と遵守】〔Ｂ（２）、（３）参照〕

　１）前）調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、疑義照会等）の意義や取り扱いを法的根拠
　　　に基づいて説明できる。

調剤処方学 調剤処方演習

　２）調剤業務に関わる法的文書（処方せん、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。
　　　（知識・技能）

　３）法的根拠に基づき、一連の調剤業務を適正に実施する。（技能・態度）

　４）保険薬局として必要な条件や設備等を具体的に関連付けて説明できる。

【②処方せんと疑義照会】

　１）前）代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、
　　　相互作用を列挙できる。

　２）前）処方オーダリングシステムおよび電子カルテについて概説できる。

　３）前）処方せんの様式と必要記載事項、記載方法について説明できる。

　４）前）処方せんの監査の意義、その必要性と注意点について説明できる。

　５）前）処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説明できる。 調剤処方学

　６）前）処方せん等に基づき疑義照会ができる。（技能・態度）

　７）処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。
　　　（知識・技能）

　８）注射薬処方せんの記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認
　　　できる。（知識・技能）

調剤処方学 調剤処方演習

臨床実習前講義B
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　９）処方せんの正しい記載方法を例示できる。（技能）

　10）薬歴、診療録、患者の状態から処方が妥当であるか判断できる。（知識・技能）

　11）薬歴、診療録、患者の状態から判断して適切に疑義照会ができる。（技能・態度）

【③処方せんに基づく医薬品の調製】

　１）前）薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を適切に記入できる。（技能）

　２）前）主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤形、規格等を列挙できる。 調剤処方演習

　３）前）処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。（技能）

　４）前）後発医薬品選択の手順を説明できる。
調剤処方演習、臨床
実習前講義A

　５）前）代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化のある組合せとその理由を説明できる。 調剤処方学 製剤学

　６）前）無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。（知識・技能） 薬学実習B

　７）前）抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる。
　　　（技能）

　８）前）処方せんに基づき調剤された薬剤の監査ができる。（知識・技能）

　９）主な医薬品の一般名・剤形・規格から該当する製品を選択できる。（技能）

　10）適切な手順で後発医薬品を選択できる。（知識・技能）

　11）処方せんに従って計数・計量調剤ができる。（技能）

　12）錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）

　13）一回量(一包化）調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能）

　14）注射処方せんに従って注射薬調剤ができる。（技能）

　15）注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。

　16）注射剤（高カロリー輸液等）の無菌的混合操作を実施できる。（技能）

　17）抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の手技を実施できる。
　　　（知識・技能）

　18）特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な
　　　取扱いができる。（知識・技能）

　19）調製された薬剤に対して、監査が実施できる。（知識・技能）

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

  １）前）適切な態度で、患者・来局者と応対できる。（態度）

　２）前）妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指導において、配慮すべき事項を
　　　具体的に列挙できる。

臨床実習前講義A

　３）前）患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、
　　　副作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（知識・態度）

　４）前）患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用、
　　　保管方法等について適切に説明できる。（技能・態度）

　５）前）代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。 臨床実習前講義A

　６）前）患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い
　　　方法を説明できる。（技能・態度）

　７）前）薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重要性について説明できる。 臨床実習前講義B

　８）前）代表的な疾患の症例についての患者応対の内容を適切に記録できる。（技能）

　９）患者・来局者に合わせて適切な応対ができる。（態度）

調剤処方学
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　10）患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、
　　　副作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（知識・態度）

　11）医師の治療方針を理解した上で、患者への適切な服薬指導を実施する。（知識・態度）

　12）患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や
　　　患者教育ができる。（知識・態度）

　13）妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対
　　　ができる。（知識・態度）

　14）お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を使用した服薬指導ができる。（態度）

　15）収集した患者情報を薬歴や診療録に適切に記録することができる。（知識・技能）

【⑤医薬品の供給と管理】

　１）前）医薬品管理の意義と必要性について説明できる。 調剤処方学

　２）前）医薬品管理の流れを概説できる。

　３）前）劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤原料等の管理と取り扱いについて説明できる。 臨床実習前講義B

　４）前）特定生物由来製品の管理と取り扱いについて説明できる。

　５）前）代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる。 毒性学B

　６）前）院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。

　７）前）薬局製剤・漢方製剤について概説できる。

　８）前）医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。

　９）医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施できる。（知識・技能）

　10）医薬品の適切な在庫管理を実施する。（知識・技能） 医薬品開発・治験論 医薬品開発・治験論

　11）医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説明できる。

　12）劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および覚醒剤原料の適切な管理と取り扱いができる。
　　　（知識・技能）

　13）特定生物由来製品の適切な管理と取り扱いを体験する。（知識・技能）

【⑥安全管理】

　１）前）処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙できる。

　２）前）特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）
　　　の特徴と注意点を列挙できる。

　３）前）代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシデント事例を解析し、その原因、リスク
　　　を回避するための具体策と発生後の適切な対処法を討議する。（知識・態度）

　４）前）感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。 臨床実習前講義A

　５）前）衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる。（技能）

　６）前）代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時の注意点を説明できる。

　７）前）医薬品のリスクマネジメントプランを概説できる。

　８）特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の
　　　安全管理を体験する。（知識・技能・態度）

　９）調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。

　10）施設内のインシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避する
　　　ための具体策と発生後の適切な対処法を提案することができる。（知識・態度）

　11）施設内の安全管理指針を遵守する。（態度）

薬学実習B

医薬品開発・治験論
医薬品開発・治験
論、臨床実習前講義B

臨床実習前講義A

臨床実習前講義A

製剤学
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　12）施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施する。（技能）

　13）臨床検体・感染性廃棄物を適切に取り扱うことができる。（技能・態度）

　14）院内での感染対策（予防、蔓延防止など）について具体的な提案ができる。（知識・態度）

（３）薬物療法の実践

【①患者情報の把握】

　１）前）基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。 臨床実習前講義A

　２）前）患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）
　　　から、薬物療法に必要な情報を収集できる。（技能・態度）
　　　〔Ｅ３（２）①参照〕

　３）前）身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見の薬学的管理
　　　への活用について説明できる。

臨床実習前講義B

　４）前）基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。（知識・技能）

　５）基本的な医療用語、略語を適切に使用できる。（知識・態度）

　６）患者・来局者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬
　　　等）から、薬物療法に必要な情報を収集できる。（技能・態度）

　７）患者の身体所見を薬学的管理に活かすことができる。（技能・態度）

【②医薬品情報の収集と活用】〔Ｅ３（１）参照〕

　１）前）薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工できる。（知識・技能）

　２）施設内において使用できる医薬品の情報源を把握し、利用することができる。（知識・技能）

　３）薬物療法に対する問い合わせに対し、根拠に基づいた報告書を作成できる。（知識・技能）

　４）医療スタッフおよび患者のニーズに合った医薬品情報提供を体験する。（知識・態度）

　５）安全で有効な薬物療法に必要な医薬品情報の評価、加工を体験する。（知識・技能）

　６）緊急安全性情報、安全性速報、不良品回収、製造中止などの緊急情報を施設内で適切に取扱う
　　　ことができる。（知識・態度）

【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】

　１）前）代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

　２）前）病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、
　　　薬剤の選択や用法・用量設定を立案できる。

　３）前）患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とその対処法を説明
　　　できる。

　４）前）皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明できる。 医療栄養学

　５）前）代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

　６）前）患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる。

　７）代表的な疾患の患者について、診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

　８）治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。

　９）患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）
　　　や薬剤の特徴（作用機序や製剤的性質等）に基づき、適切な処方を提案できる。（知識・態度）

　10）処方設計の提案に際し、薬物投与プロトコールやクリニカルパスを活用できる。（知識・態度）

　11）入院患者の持参薬について、継続・変更・中止の提案ができる。（知識・態度）

　12）アドヒアランス向上のために、処方変更、調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）

調剤処方学

調剤処方演習

製剤学、医療栄養学
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

　13）処方提案に際して、医薬品の経済性等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。

　14）処方提案に際し、薬剤の選択理由、投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師
　　　等に判りやすく説明できる。（知識・態度）

【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作用の評価）】

　１）前）代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニタリングすべき症状と検査
　　　所見等を具体的に説明できる。

調剤処方演習

　２）前）代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患者情報収集ができる。（知識・技能）

　３）前）代表的な疾患の症例における薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の
　　　立案を行い、SOAP形式等で記録できる。（知識・技能）

　４）医薬品の効果と副作用をモニタリングするための検査項目とその実施を提案できる。
　　　（知識・態度）

　５）薬物血中濃度モニタリングが必要な医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の
　　　提案ができる。（知識・態度）

　６）薬物血中濃度の推移から薬物療法の効果および副作用について予測できる。（知識・技能）

　７）臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。

　８）薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見などから評価できる。

　９）副作用の発現について、患者の症状や検査所見などから評価できる。

　10）薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、
　　　投与方法、投与期間等の変更を提案できる。（知識・態度）

　11）報告に必要な要素（5W1H）に留意して、収集した患者情報を正確に記載できる。（技能）

　12）患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP形式等で
　　　適切に記録する。（知識・技能）

　13）医薬品・医療機器等安全性情報報告用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能）

（４）チーム医療への参画 〔Ａ（４）参照〕

【①医療機関におけるチーム医療】

　１）前）チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。

　２）前）多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。

　３）前）病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・
　　　薬局連携、関連施設との連携等）を説明できる。

医療栄養学、臨床実
習前講義A

　４）薬物療法上の問題点を解決するために、他の薬剤師および医師・看護師等の医療スタッフ
　　　と連携できる。（態度）

　５）医師・看護師等の他職種と患者の状態（病状、検査値、アレルギー歴、心理、生活環境等）、
　　　治療 開始後の変化（治療効果、副作用、心理状態、QOL等）の情報を共有する。（知識・態度）

　６）医療チームの一員として、医師・看護師等の医療スタッフと患者の治療目標と治療方針に
　　　ついて討議（カンファレンスや患者回診への参加等）する。（知識・態度）

　７）医師・看護師等の医療スタッフと連携・協力して、患者の最善の治療・ケア提案を体験する。
　　　（知識・態度）

　８）医師・看護師等の医療スタッフと連携して退院後の治療・ケアの計画を検討できる。（知識・態度）

　９）病院内の多様な医療チーム（ICT、NST、緩和ケアチーム、褥瘡チーム等）の活動に薬剤師の立場
　　　で参加できる。（知識・態度）

【②地域におけるチーム医療】

　１）前）地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）およびその意義に
　　　ついて説明できる。

（選）看護・介護・
社会福祉演習

医療栄養学、臨床実
習前講義A

医療栄養学、臨床実
習前講義B

（選）看護・介護・
社会福祉演習
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

  ２）前）地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の重要性を討議する。（知識・態度）

  ３）地域における医療機関と薬局薬剤師の連携を体験する。（知識・態度）

  ４）地域医療を担う職種間で地域住民に関する情報共有を体験する。（技能・態度）

（５）地域の保健・医療・福祉への参画 〔Ｂ（４）参照〕

【①在宅（訪問）医療・介護への参画】

　１）前）在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体的に説明できる。

　２）前）在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる。

　３）前）在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性について説明できる。

　４）在宅医療・介護に関する薬剤師の管理業務（訪問薬剤管理指導業務、居宅療養管理指導業務）
　　　を体験する。（知識・態度）

５）地域における介護サービスや介護支援専門員等の活動と薬剤師との関わりを体験する。（知識・
　　　態度）

　６）在宅患者の病状（症状、疾患と重症度、栄養状態等）とその変化、生活環境等の情報収集と
　　　報告を体験する。（知識・態度）

【②地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動）への参画】

　１）前）地域保健における薬剤師の役割と代表的な活動（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、
　　　アンチドーピング活動等）について説明できる。

　２）前）公衆衛生に求められる具体的な感染防止対策を説明できる。

　３）学校薬剤師の業務を体験する。（知識・技能）

　４）地域住民の衛生管理（消毒、食中毒の予防、日用品に含まれる化学物質の誤嚥誤飲の予防
　　　等）にお ける薬剤師活動を体験する。（知識・技能）

【③プライマリケア、セルフメディケーションの実践】〔Ｅ２（９）参照〕

  １）前）現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーションの重要性を討議
　　　する。（態度）

  ２）前）代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱等）を示す来局者について、適切な情報収集と疾患
　　　の推測、適切な対応の選択ができる。（知識・態度）

  ３）前）代表的な症候に対する薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品の適切
　　　な取り扱いと説明ができる。（技能・態度）

  ４）前）代表的な生活習慣の改善に対するアドバイスができる。（知識・態度）

  ５）薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療
　　　機器等をリスクに応じ適切に取り扱い、管理できる。（技能・態度）

  ６）来局者から収集した情報や身体所見などに基づき、来局者の病状（疾患、重症度等）や体調
　　　を推測できる。（知識・態度）

  ７）来局者に対して、病状に合わせた適切な対応（医師への受診勧奨、救急対応、要指導医薬品・
　　　一般用医薬品および検査薬などの推奨、生活指導等）を選択できる。（知識・態度）

  ８）選択した薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、
　　　医療機器等の使用方法や注意点などを来局者に適切に判りやすく説明できる。（知識・態度）

  ９）疾病の予防および健康管理についてのアドバイスを体験する。（知識・態度）

【④災害時医療と薬剤師】

　１）前）災害時医療について概説できる。 臨床実習前講義B

　２）災害時における地域の医薬品供給体制・医療救護体制について説明できる。

　３）災害時における病院・薬局と薬剤師の役割について討議する。（態度）

社会と薬学
臨床実習前講義B

臨床実習前講義A
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該　当　科　目

G　薬学研究

（１）薬学における研究の位置づけ

　１）基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。

  ２）研究には自立性と独創性が求められていることを知る。

　３）現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・態度）

　４）新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度）

（２）研究に必要な法規範と倫理

  １）自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。

　２）研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明できる。

  ３）正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。（態度）A-(2)-④-3再掲

（３）研究の実践

　１）研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、読解、評価できる。（知識・技能）

  ２）課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、研究計画を立案する。（知識・技能）

  ３）研究計画に沿って、意欲的に研究を実施できる。（技能・態度）

　４）研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考察する。（知識・技能・態度）

　５）研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができる。（知識・技能・態度）

　６）研究成果を報告書や論文としてまとめることができる。（技能）

卒業研究

卒業研究

卒業研究卒業研究 卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

50



（基礎資料２−２）令和４年度改訂版 薬学教育モデル・コア・カリキュラムの小項目を実施する科目

2025 2024

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

Ａ　薬剤師として求められる基本的な資質・能力

　1. プロフェッショナリズム

　2. 総合的に患者・生活者をみる姿勢

　3. 生涯にわたって共に学ぶ姿勢

　4. 科学的探究

　5. 専門知識に基づいた問題解決能力

　6. 情報・科学技術を活かす能力

　7. 薬物治療の実践的能力

　8. コミュニケーション能力

　9. 多職種連携能力

　10. 社会における医療の役割の理解

Ｂ　社会と薬学

B-1 薬剤師の責務

　B-1-1 薬剤師に求められる倫理観とプロフェッショナリズム 薬学総合演習A

　B-1-2 患者中心の医療

　B-1-3 薬剤師の社会的使命と法的責任

B-2 薬剤師に求められる社会性

　B-2-1 対人援助のためのコミュニケーション

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A、フ
レッシュマンセミ
ナー（薬学）B、
（選）医療における
栄養

薬学英語入門

　B-2-2 多職種連携

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論、（選）医療に
おける栄養

薬学総合演習A、薬学
実習C

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論

[注] １　令和４年度改訂版 薬学教育モデル・コア・カリキュラムに該当する内容の科目名を（シラバスの名称、選択科目の場合（選）をつける）実施学年の欄に記入してください。

 　  ３　同じ科目名が連続する場合は、セルを結合して記入することもできます。

令和４年度改訂版・薬学教育モデル・コア・カリキュラム
該　当　科　目

　　 ２　大項目Ａについては、実施する科目の記入は不要です。
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
令和４年度改訂版・薬学教育モデル・コア・カリキュラム

該　当　科　目

B-3 社会・地域における薬剤師の活動

　B-3-1 地域の保健・医療

フレッシュマンセミ
ナー（薬学）B、薬学
概論、（選）医療に
おける栄養

　B-3-2 医療・介護・福祉の制度

　B-3-3 医療資源の有効利用

B-4 医薬品等の規制

　B-4-1 医薬品開発を取り巻く環境

　B-4-2 医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保と薬害の防止

　B-4-3 医薬品等の供給

　B-4-4 特別な管理を要する医薬品等

B-5 情報・科学技術の活用

　B-5-1 保健医療統計

　B-5-2 デジタル技術・データサイエンス
フレッシュマンセミ
ナー（薬学）A

　B-5-3 アウトカムの可視化

Ｃ　基礎薬学

C-1 化学物質の物理化学的性質

　C-1-1 化学結合と化学物質・生体高分子間相互作用
無機化学、有機化学
A、微生物学、薬学実
習B

物理薬剤学A、分析化
学B、有機化学B、生
化学A、薬学実習D

　C-1-2 電磁波、放射線
物理化学B、薬学実習
B

分析化学B、薬学実習
D

　C-1-3 エネルギーと熱力学
物理化学A、物理化学
B、薬学実習B

物理薬剤学A、物理薬
剤学B、分析化学A、
分析化学B

　C-1-4 反応速度
物理薬剤学B、生化学
B、薬学実習D

C-2 医薬品及び化学物質の分析法と医療現場における分析法

　C-2-1 分析方法の基礎 薬学実習B
分析化学A、分析化学
B、薬学実習D

　C-2-2 溶液の化学平衡と容量分析法
物理化学B、薬学実習
B

　C-2-3 定性分析、日本薬局方試験法 薬学実習B

　C-2-4 電磁波を用いる分析法
物理化学B、薬学実習
B

分析化学A、分析化学
B、薬学実習D

　C-2-5 有機化合物の特性に基づく構造解析-原理-

分析化学A、薬学実習
D

分析化学B、薬学実習
D
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
令和４年度改訂版・薬学教育モデル・コア・カリキュラム

該　当　科　目

　C-2-6 分離分析法

　C-2-7 医療現場における分析法

　C-2-8 生体に用いる分析技術・医療機器

C-3 薬学の中の有機化学

　C-3-1 物質の基本的性質
無機化学、基礎有機
化学、有機化学A

物理薬剤学B、有機化
学B、有機化学C

　C-3-2 有機化合物の立体化学

　C-3-3 有機化合物の基本構造と反応性

　C-3-4 有機化合物の特性に基づく構造解析

　C-3-5 無機化合物・錯体 無機化学

C-4 薬学の中の医薬品化学

　C-4-1 医薬品に含まれる官能基の特性 生化学B

　C-4-2 生体分子とその反応

　C-4-3 医薬品のコンポーネント

　C-4-4 標的分子に基づく医薬品の分類

　C-4-5 代表的疾患の治療薬とその作用機序

C-5 薬学の中の生薬学・天然物化学

　C-5-1 生薬学・天然物化学の基礎 生薬学

　C-5-2 天然由来医薬品各論

C-6 生命現象の基礎

　C-6-1 生命の最小単位としての細胞
生物学A、生物学B、
細胞生理学、生理学
A、微生物学

生化学A、生化学B、
免疫学

　C-6-2 生命情報を担う遺伝子 生物学B
病原微生物学、薬学
実習C、（選）総合生
物

　C-6-3 微生物の分類、構造、生活環 生物学B、薬学実習B
免疫学、病原微生物
学、（選）総合生物

　C-6-4 生命活動を担うタンパク質
生化学A、生化学B、
基礎薬理学、薬理学
A、薬学実習C

　C-6-5 生体エネルギーと代謝 生化学B、基礎栄養学

　C-6-6 細胞内情報伝達及び細胞間コミュニケーション 細胞生理学
基礎薬理学、薬理学
A、（選）総合生物

　C-6-7 細胞周期と細胞死 生物学B （選）総合生物

有機化学A

分析化学B、薬学実習
D

有機化学B、有機化学
C

53



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
令和４年度改訂版・薬学教育モデル・コア・カリキュラム

該　当　科　目

C-7 人体の構造と機能及びその調節

　C-7-1 器官系概論 解剖学

　C-7-2 神経系 生理学A
基礎薬理学、薬理学
A、病態学A

　C-7-3 内分泌系

　C-7-4 外皮系

　C-7-5 感覚器系 生理学B、基礎薬理学

　C-7-6 骨格系

　C-7-7 筋系
生理学B、基礎薬理
学、病態学A

　C-7-8 循環器系 生理学B、病態学A

　C-7-9 リンパ系と免疫
免疫学、病原微生物
学、病態学A

　C-7-10 消化器系 病態学A

　C-7-11 呼吸器系 生理学B、基礎栄養学

　C-7-12 泌尿器系

　C-7-13 体液

　C-7-14 生殖器系

　C-7-15 ヒトの発生

Ｄ　 医療薬学

D-1 薬物の作用と生体の変化

　D-1-1 薬の作用のメカニズム 基礎薬理学、薬理学A

　D-1-2 身体の病的変化

　D-1-3 医薬品の安全性 基礎薬理学

D-2 薬物治療につながる薬理・病態

　D-2-1 自律神経系に作用する薬

　D-2-2 鎮痛作用を有する薬物

　D-2-3 麻酔薬 薬理学A

　D-2-4 運動神経系や骨格筋に作用する薬 基礎薬理学

　D-2-5 中枢神経系、精神系の疾患と治療薬 薬理学A、病態学A

　D-2-6 代謝系・内分泌系及び骨の疾患と治療薬

　D-2-7 皮膚・感覚器系の疾患と治療薬 薬理学A

生理学B

生理学B

基礎薬理学
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
令和４年度改訂版・薬学教育モデル・コア・カリキュラム

該　当　科　目

　D-2-8 循環器系の疾患と治療薬 病態学A

　D-2-9 血液・造血器系の疾患と治療薬

　D-2-10 免疫・炎症・アレルギー系の疾患と治療薬 薬理学A、病態学A

　D-2-11 消化器系の疾患と治療薬 病態学A

　D-2-12 呼吸器系の疾患と治療薬

　D-2-13 泌尿器系の疾患と治療薬

　D-2-14 生殖器系の疾患と治療薬

　D-2-15 感染症と治療薬

　D-2-16 悪性腫瘍(がん)と治療薬

　D-2-17 緩和医療と治療薬

　D-2-18 遺伝子治療、移植医療、遺伝子組換え医薬品

　D-2-19 漢方療法

　D-2-20 セルフケア、セルフメディケーション

D-3 医療における意思決定に必要な医薬品情報

　D-3-1 医薬品のライフサイクルと医薬品情報

　D-3-2 医薬品情報の情報源と収集

　D-3-3 医薬品情報の解析と評価

　D-3-4 医薬品情報の応用と創生

　D-3-5 患者情報

D-4 薬の生体内運命

　D-4-1 薬物の体内動態

　D-4-2 薬物動態の解析

D-5 製剤化のサイエンス

　D-5-1 薬物と製剤の性質
物理薬剤学A、物理薬
剤学B、薬学実習D

　D-5-2 製剤設計
物理薬剤学A、薬学実
習D

　D-5-3 Drug Delivery System(DDS：薬物送達システム)

D-6 個別最適化の基本となる調剤

　D-6-1 処方箋に基づいた調剤

Ｅ　衛生薬学
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
令和４年度改訂版・薬学教育モデル・コア・カリキュラム

該　当　科　目

E-1 健康の維持・増進をはかる公衆衛生

　E-1-1 環境要因によって起こる疾病の予防と健康被害の防止

　E-1-2 人の健康を脅かす感染症の予防とまん延防止 病原微生物学

E-2 健康の維持・増進につながる栄養と食品衛生

　E-2-1 食品機能と疾病の予防・治療における栄養

基礎栄養学、（選）
医療における栄養、
（選）医療における
食品学

　E-2-2 健康をまもる食品衛生
（選）医療における
食品学

E-3 化学物質の管理と環境衛生

　E-3-1 人の健康に影響を及ぼす化学物質の管理と使用

　E-3-2 生活環境・自然環境の保全

Ｆ　臨床薬学

F-1 薬物治療の実践

　F-1-1 薬物治療の個別最適化

F-2 多職種連携における薬剤師の貢献

　F-2-1 多職種連携への参画・薬剤師の職能発揮

F-3 医療マネジメント・医療安全の実践

　F-3-1 医薬品の供給と管理

　F-3-2 医薬品情報の管理と活用

　F-3-3 医療安全の実践

　F-3-4 医療現場での感染制御

F-4 地域医療・公衆衛生への貢献

F-4-1 地域住民の疾病予防・健康維持・増進の推進、介護・福祉への
貢献

　F-4-2 地域での公衆衛生、災害対応への貢献

F-5 臨床で求められる基本的な能力

　F-5-1 医療・福祉・公衆衛生の現場で活動するための基本姿勢

Ｇ　 薬学研究

G-1 薬学的課題の探究と薬学研究に取り組む姿勢

　G-1-1 薬学的課題発見に向けた批判的思考と俯瞰的思考

　G-1-2 薬学研究に取り組む姿勢
（選）選択実験
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
令和４年度改訂版・薬学教育モデル・コア・カリキュラム

該　当　科　目

G-2 研究の実践

　G-2-1 研究課題の設定と研究計画の立案

　G-2-2 研究の実施と成果の解析・考察
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2025 2024 2023 2022 2021 2020
1年 2年 3年 4年 5年 6年

250 250 250 250 250 250

A 120 173 194 246 199 175

B 151 183 207 202 132 201

留年による者 C 31 44 74 59 34 106

休学による者 D 0 0 0 0 0 0

E 0 1 0 1 0 1

F 120 138 133 142 98 94

F/A 100% 79.8% 68.6% 57.7% 49.2% 53.7%

(C+D)/B 20.5% 24.0% 35.7% 29.2% 25.8% 52.7%

6）F/A の値を％で記入してください（小数点以下第１位まで表示）。

3）評価実施年度の５月１日現在における各学年の在籍学生数を記入してください。

4）過年度在籍者数を「留年による者」と「休学による者」に分けて記入してください。休学と留年が重複する学生は留年者に算入してください。

5）（在籍学生数）－｛（過年度在籍者数）＋（編入学などによる在籍者数）｝を記入してください。　F＝ B −（C＋D＋E） となります。

7） （C+D）/B の値を％で記入してください（小数点以下第１位まで表示）。

ストレート在籍率（％）6）

1）各学年が入学した年度の入学者選抜で設定されていた入学定員を記入してください。

2）当該学年が入学した時点での実入学者数を記入してください。

  過年度在籍率（％）7）

過年度在籍者数 4）

編入学などによる在籍者数

ストレート在籍者数 5）

在籍学生数 3）

（基礎資料３－１）　評価対象年度における学年別在籍状況

学年

入学年度の入学定員 1)

入学時の学生数 2）
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（基礎資料３－２） 　評価対象年度の直近５年間における６年制学科の学年別進級状況

 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

在籍者数 1) 237 264 211 203 151

休学者数 2) 4 6 5 9 2

退学者数 2) 11 26 15 14 17

留年者数 2) 16 16 26 31 23

進級率（％）3) 86.9% 81.8% 78.2% 73.4% 72.2%

在籍者数 1) 180 230 263 199 183

休学者数 2) 3 7 5 9 3

退学者数 2) 10 9 25 13 18

留年者数 2) 22 44 33 31 31

進級率（％）3) 80.6% 73.9% 76.0% 73.4% 71.6%

在籍者数 1) 239 176 198 257 207

休学者数 2) 4 3 3 6 7

退学者数 2) 9 5 11 18 14

留年者数 2) 28 26 53 55 33

進級率（％）3) 82.8% 80.7% 66.2% 69.3% 73.9%

在籍者数 1) 225 210 155 151 202

休学者数 2) 0 0 0 3 5

退学者数 2) 3 2 1 7 4

留年者数 2) 13 13 21 23 34

進級率（％）3) 92.9% 92.9% 85.8% 78.1% 78.7%

在籍者数 1) 199 215 204 151 132

休学者数 2) 4 6 14 10 5

退学者数 2) 0 1 3 0 1

留年者数 2) 2 4 4 4 2

進級率（％）3) 97.0% 94.9% 89.7% 90.7% 93.9%

１）各年度の５月１日における各学年の在籍者数を記入してください。ただし、
2024年度のデータは、草案提出時には空欄でかまいません。調書提出時に、その
時点でのデータを記入して提出してください。

２）各年度末に在学年から上級学年に進級出来なかった学生数を、休学、退学、
留年に分けて記入してください。

３）各年度の各学年について、｛（在籍者数）－（休学者数＋退学者数＋留年者
数）｝/在籍者数の値を％で記入してください（小数点以下第１位まで表示）。

1年次

2年次

3年次

4年次

5年次

59



（基礎資料３－３）　評価対象年度の直近５年間における学士課程修了（卒業）状況の実態

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

A 221 193 206 184 137

B 171 140 152 120 84

B/A 77.4% 72.5% 73.8% 65.2% 61.3%

６年　    　 C 147 120 121 98 71

７年 18 18 25 15 10

８年 4 1 4 5 1

９年以上 2 1 2 2 2

D 311 277 255 227 175

C/D 47.3% 43.3% 47.5% 43.2% 40.6%

卒業までに要した
在学期間別の

内訳 3)

卒業判定時（年度末）の在籍学生数 1)

学士課程修了（卒業）者数 1）

卒業率 （％）2)

5） C/Dの値を％で記入してください（小数点以下第１位まで表示）。

入学時の学生数（実入学者数）4)

ストレート卒業率（％） 5)

1)　年度途中に卒業した学生（秋卒者など）の数は除いてください。

2） B/Aの値を％で記入してください（小数点以下第１位まで表示）。

3)  Bの人数（編入学者があれば除く）の卒業までに要した在学期間別の内訳を記入してください。

4） 各年度の正規卒業学生が入学した年度の実入学者数（編入学者を除く）を記入してください。
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2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 平均値 5)

250 250 250 250 250 250

174 199 245 194 173 120 184.5

69.6% 79.6% 98.0% 77.6% 69.2% 48.0% 73.8%

若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

0 1 1 0 0 0 1

２年次  C 0 0 0 0 0 0 0

３年次  D 0 0 1 0 0 0 1

４年次  E 0 1 0 0 0 0 1

（基礎資料３－４）　 評価対象年度の直近６年間における定員充足状況と編入学者の動向

5） 人数は整数（端数は四捨五入）で、入学定員充足率については％（小数点以下第１位まで表示）で記入してください。

編入学者数 3）　　  　C+D+E

編入学した学年

別の内数 4)

1） 各年度の５月１日において1年次に在籍していた新入生数を記入してください。

2） 各年度のB/Aの値を％で記入してください（小数点以下第１位まで表示）。

3） 各年度に受け入れた編入学者（転学部、転学科などを含む）の合計数を記入してください。

4） 編入学者の受け入れ学年別の内数を記入してください。

編入学定員　　　　　　 　

入学年度

入学定員　　　　　    　 A

実入学者数 1)　　  　  　 B

入学定員充足率（％）2)  B/A
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（基礎資料４）評価対象年度の直近６年間における学生受入れ状況 (入学試験種類別)

学科名 入試の種類
2020年度入試

（2019年度実施）
2021年度入試

（2020年度実施）
2022年度入試

（2021年度実施）
2023年度入試

（2022年度実施）
2024年度入試

（2023年度実施）
2025年度入試

（2024年度実施）
2026年度入試

（2025年度実施）

募集定員数に対す
る入学者数の比率
（６年間の平均）

受験者数 420 330 300 246 219 156 153

合格者数 303 269 259 214 174 110 130

入学者数(A) 105 85 93 68 59 40 40

募集定員数(B) 125 100 87 80 80 82 65

充足率(A/B)(%) 84.0% 85.0% 106.9% 85.0% 73.8% 48.8% 61.5%

受験者数 388 334 336 276 259 199 159

合格者数 225 254 222 221 216 107 104

入学者数(A) 21 17 21 21 27 6 16

募集定員数(B) 52 35 29 27 27 22 30

充足率(A/B)(%) 40.4% 48.6% 72.4% 77.8% 100.0% 27.3% 53.3%

受験者数 10 48 63 69 71 61 31

合格者数 7 46 61 55 58 54 29

入学者数(A) 6 30 41 42 31 38 22

募集定員数(B) 8 20 40 50 50 48 50

充足率(A/B)(%) 75.0% 150.0% 102.5% 84.0% 62.0% 79.2% 44.0%

受験者数 3 2 2 0 5 2 6

合格者数 3 2 2 0 5 2 6

入学者数(A) 3 2 2 0 4 0 1

薬 募集定員数(B) 15 15 10 10 10 10 若干名

充足率(A/B)(%) 20.0% 13.3% 20.0% 0.0% 40.0% 0%

受験者数 37 65 88 63 53 34 40

薬 合格者数 37 65 88 63 53 34 40

入学者数(A) 37 65 88 63 52 34 40

募集定員数(B) 50 80 84 83 83 83 45

充足率(A/B)(%) 74.0% 81.3% 104.8% 75.9% 62.7% 41.0% 88.9%

受験者数 0 0 0 0 0 6 7

学 学 合格者数 - - - - - 6 7

入学者数(A) - - - - - 2 4

募集定員数(B) - - - - - 5 10

充足率(A/B)(%) - - - - - 40.0% 40.0%

受験者数 0 0 0 0 0 0 0

科 合格者数 - - - - - - -

入学者数(A) - - - - - - -

募集定員数(B) - - - - - - -

部 充足率(A/B)(%) - - - - - - -

受験者数 1 0 1 1 1 2 1

合格者数 1 0 1 1 1 0 0

入学者数(A) 0 0 0 0 0 0 0

募集定員数(B) 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

充足率(A/B)(%)

受験者数 0 0 0 0 0 0 0

合格者数 - - - - - - -

入学者数(A) - - - - - - -

募集定員数(B) - - - - - - -

充足率(A/B)(%) - - - - - - -

受験者数 859 779 654 654 608 460 397

合格者数 578 636 553 553 507 313 316

入学者数(A) 175 199 194 194 173 120 123

募集定員数(B) 250 250 250 250 250 250 200

充足率(A/B)(%) 70.0% 79.6% 77.6% 77.6% 69.2% 48.0% 61.5%

受験者数 0 1 4 1 2 1 2

合格者数 0 1 4 1 0 0 2

入学者数(A) 0 1 2 1 0 0 2

募集定員数(B) 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

充足率(A/B)(%)

[注]

　

７　「募集定員数（B）」には、各年度の募集要項に記載した人数を記入してください。

一般入試

大学入学共通テス
ト利用入試

総合型選抜
(ＡＯ入試)

附属校推薦

学校推薦型選抜
(指定校推薦)

公募推薦入試

社会人入試

留学生入試

帰国生徒入試

８　充足率は募集定員に対する入学者の割合（A/B）を％で記入してください（小数点以下第１位まで表示）。ただし、募集定員が「若干名」の場合は「―」とします。

学　科　計

編（転）入試験

１　入試の種類は例示です。受審大学の実態に即した名称を記入してください。

２　６年制課程が複数学科あるが入試は学部一括で行っている場合は、「学科名」欄に連記して「学科計」欄を「学部計」としてください。

３　６年制課程が複数学科あり入試を学科別に行っている場合は、学科毎に欄を設けた上で、末尾に「学部合計」欄も設けてください。

４　４年制学科を併設するが入試は学部一括で行っている場合は、「学科名」欄に４年制学科名も記入し、「学科計」欄を「学部計」とした上で、欄外に
　　『（備考）○年次進級時に６年制学科と４年制学科に分割する。なお、薬学科（6年制）の定員は△△△名である。』という「注」を記載してください。

５　「入試の種類」が対象年度の間に変更されている場合は、すべての種類を記入した上で、対応のない年度の欄に斜線を入れてください。

６　「入学者数（A)」には、各年度の５月１日に在籍した新入学者を構成する入試の種類ごとの入学者数を記入してください。
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※ 薬学部に複数の６年制学科がある場合は、学科ごとに別シートを追加して集計してください。

合計

51

0

0

0

3

54

１）薬剤師としての臨床実務経験（５年以上）を有する基幹教員。
２）区分Ａ〜Ｄ全てが対象です。
３）表２.基準数の６分の１に相当する数（文部科学省告示第175号）（小数点以下切り上
げ）。

4名 1名 0名 2名 7名 6名

必要数3）

基準数1),2) 34名 必要数3） 26名

１）大学設置基準第十条別表第１イ（１）、その備考四および備考九に基づく数
　（小数点以下切り上げ）
２）基準数の過半数は原則として教授であること（別表第一イ（１）備考一）。
３）区分Ａ＋Ｂの必要数＝基準数の３/４に相当する数（小数点以下切り上げ）。

表３．実務家教員1), 2)

教授 准教授 講師 助教 合計

１）令和４年10月改正の大学設置基準に基づき、基幹教員の区分（Ａ～Ｄ）および職位ごとの
教員数を記入してください。基幹教員となるためには、下記３）〜６）の要件以外に、「教育
課程の編成その他の学部の運営について責任を担う」ことが必要です。

２）専ら当該大学薬学部の６年制学科の教育研究に従事する（専従）教員で、当該６年制学科
の主要授業科目を担当する者。

３）専ら当該大学薬学部の６年制学科の教育研究に従事する（専従）教員で、当該６年制学科
の授業科目（主要授業科目以外）を年間８単位以上担当する者（上記２）に該当する者を除
く）。

合計 22 11 0 18 3

４）当該薬学部内に併設する他学科あるいは当該大学の他学部の教員で、当該６年制学科の授
業科目を年間８単位以上担当する者。

５）他大学の教員、あるいはクロスアポイントメント制度等により企業等に専従する者で、当
該６年制学科の授業科目を年間８単位以上担当する者。

６）基幹教員Ａ〜Ｄに該当しない教員。

７）大学設置基準第十七条に定める者。

表２．収容定員に対する基幹教員の基準数および区分Ａ＋Ｂの基幹教員の必要数

上記以外の教員
6) 0 0 0 0 3

0 0 0

Ｄ5) 0 0 0 0

基
幹
教
員

Ｂ3) 0 0 0 0

Ｃ4) 0

1)
Ａ2) 22 11 0 18

（基礎資料５−１）薬学部６年制学科の教員

表１．薬学部６年制学科の教員数

薬学科 教授 准教授 講師 助教 助手7)

※ 薬学教育評価ハンドブック【資料９-２】を参照
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指導補助者
2)

その他
3)

0名 12名

事務職員 技能職員2） その他3） 合計

9名 0名 0名 9名

　　　　
 １）薬学部の業務を専門に行う職員（非常勤を含む。ただし非常勤数は（　）に内数で記入
　　（複数学部を担当する者は除く）

 ２）薬用植物園や実験動物の管理、電気施設など保守管理に携わる職員

 ３）司書、保健師・看護師など

３）研修を受けていないＳＡ・ＴＡ、実習等の補助を担当する臨時職員など（無給の者は除く）			

（基礎資料５−２）指導補助者等および職員

表１. 指導補助者等
1)

２）令和４年10月改正の大学設置基準第八条３に該当する学生その他の大学が定める者（教員以外）。
　　指導補助者には適切な研修を行うことが必要です（第十一条）。

１）自己点検・評価を実施した年度の実績について、延べ人数ではなく正味の人数を記入してください。　 

表２．薬学部を担当する職員1)
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表１. 基幹教員の年齢構成

７０代 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0.0 ％

６０代 8 名 1 名 0 名 1 名 10 名 19.6 ％

５０代 13 名 2 名 0 名 0 名 15 名 29.4 ％

４０代 1 名 7 名 0 名 6 名 14 名 27.5 ％

３０代 0 名 1 名 0 名 11 名 12 名 23.5 ％

２０代 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0.0 ％

合計 22 名 11 名 0 名 18 名 51 名

男性 17 名 8 名 0 名 13 名 38 名 74.5 ％

女性 5 名 3 名 0 名 5 名 13 名 25.5 ％

（基礎資料６）教員の年齢構成および男女構成 1),2)

教授 准教授 講師 助教 合計 比率（％）

１）基礎資料５−１ 表１の基幹教員Ａ〜Ｄが対象です。

２）薬学部に複数の６年制学科がある場合は、学科ごとに別シートを追加して集計してください。

基幹教員の定年年齢：（　　65　　歳）

表２．基幹教員の男女構成（参考）

教授 准教授 講師 助教 合計 比率（％）
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単位の計算方法 6)

科目名4) 種類5) コマ数 単位 コマ数 単位

有機化学B（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

医薬品化学（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

医薬品化学演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.6

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

薬探索特論 院 13 2 2 0.3

薬探索特論演習 院 13 3 7 1.6

医薬品化学演習 院 13 3 13 3

博士論文研究 院 13 12 26 24

ドライリサーチ特論 院 13 2 1 0.2

合計 160 48.6

生物薬剤学（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

物理薬剤学B（２クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 140 45.5

基礎栄養学（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

毒性学A（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

毒性学B（２クラス担当） ☆ 13 2 14 2.2

中毒学（旧カリ） ☆ 13 2 - -

公衆衛生学B（２クラス担当） ☆ 13 2 3 0.5

製剤管理学 ☆ 13 2 2 0.3

栄養・薬学マネジメント論 13 2 5 0.8

食品医薬品相互作用論（旧カリ） 13 2 - -

薬毒物分析（演習を含む） 13 2 2 0.3

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

放射化学実習 ◎ 13 1 10 0.8

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

生体防御特論 院 13 2 3 0.5

生体防御特論演習 院 13 3 9 2.1

論文作成法特論 院 13 2 1 0.2

合計 190 53.0

協創力体験演習Ⅰ △ 7

協創力体験演習Ⅱ △ 7

物理化学A（２クラス担当） ☆ 13 1 26 2

物理薬剤学A（２クラス担当） ☆ 13 2 8 1.2

臨床後演習 ☆ 13 1 13 1

統合演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

物理化学演習 13 1 9 0.7

薬学実習D ◎☆ 13 2 42 6.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

薬剤学演習 院 13 3 20 4.6

博士論文研究 院 13 12 26 24

論文作成法特論 院 13 2 1 0.2

合計 176 47.0

薬学概論 ☆ 13 1 1 0.1

生理学B（２クラス担当） ☆ 13 2 16 2.5

基礎薬理学（２クラス担当） ☆ 13 2 14 2.2

薬理学A（２クラス担当） ☆ 13 2 18 2.8

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.6

食品調理加工学実習 ◎ 13 1 20 1.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

生体防御特論 院 13 2 2 0.3

生体防御特論演習 院 13 3 6 1.4

博士論文研究 院 13 12 26 24

薬品作用学演習 院 13 3 20 4.6

先端医療薬学特論 院 13 2 1 0.2

合計 177 49.7

協創力体験演習Ⅰ △ 7 1 7 1

協創力体験演習Ⅱ △ 7 1 7 1

分析化学A（２クラス担当） ☆ 13 2 18 2.8

分析化学B（２クラス担当） ☆ 13 2 8 1.2

生化学C（２クラス担当） ☆ 13 2 6 0.9

薬学実習D ◎☆ 13 2 42 6.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 152 47.4

協創力体験演習Ⅰ △ 7 1 7 1

協創力体験演習Ⅱ △ 7 1 7 1

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 13 1

物理薬剤学A（２クラス担当） ☆ 13 2 14 2.2

製剤学（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

製剤材料学（２クラス担当）（旧カリ） ☆ 13 2 - -

コミュニケーション体験演習 ☆ 13 1 13 1

医薬品開発・治験論（２クラス担当） ☆ 13 1 4 0.3

医薬品開発論（薬科学科） △ 13 2 - -

薬学概論 ☆ 13 1 1 0.1

コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー イ ン タ ー ン シ ッ プ 13 1 7 0.5

薬学実習D ◎☆ 13 2 42 6.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 182 49.0

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 3 0.2

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 1 0.1

薬学概論 ☆ 13 1 1 0.1

生化学A（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

生化学B（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

薬学総合演習C ☆ 13 1 26 2

薬学実習C ◎☆ 13 2 40 6.2

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

生体防御特論 院 13 2 1 0.2

生体防御特論演習 院 13 3 3 0.7

生化学演習 院 13 3 13 3

博士論文研究 院 13 12 26 24

合計 201 52.6

公衆衛生学A（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

公衆衛生学B（２クラス担当） ☆ 13 2 13 2

毒性学B（２クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

中毒学（旧カリ） ☆ 13 2 - -

薬毒物分析（演習を含む） 13 2 7 1.1

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

放射化学実習 ◎ 13 1 10 0.8

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

生体防御特論 院 13 2 3 0.5

生体防御特論演習 院 13 3 9 2.1

合計 170 49.4

薬学概論 ☆ 13 1 1 0.1

コミュニティーファーマシー論 ☆ 13 1 7 0.5

社会と薬学（３クラス担当） ☆ 13 2 15 2.3

臨床後演習 ☆ 13 1 13 1

統合演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

臨床実習前講義B ☆ 13 2 5 0.8

臨床前演習B（旧カリ） ☆ 13 1 - -

導入講義・演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

地域医療論 13 2 6 0.9

臨床前実習A ◎☆ 13 1 39 3

薬学総合実習・演習B（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 39 3

薬学総合実習・演習C（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

病院実習 ◎☆ 13 10 26 20

薬局実習 ◎☆ 13 10 26 20

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 255 87.6

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 7 0.5

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 4 0.3

薬学概論 ☆ 13 1 7 0.5

総合生物 13 1 13 1

病原微生物学（２クラス担当） ☆ 13 2 26 2

薬理学C（２クラス担当） ☆ 13 2 4 0.6

薬学実習B ◎☆ 13 2 48 7.4

薬学実習C ◎☆ 13 2 8 1.2

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 195 49.5

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 13 1

薬学概論 ☆ 13 1 1 0.1

生物学A（２クラス担当） ☆ 13 1 14 1.1

薬理学C（２クラス担当） ☆ 13 2 14 2.2

基礎薬理学（２クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

薬理学B（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

薬学総合演習A（２クラス担当） ☆ 13 1 6 0.5

薬学総合演習B（２クラス担当） ☆ 13 1 6 0.5

選択実験 13 1 13 1

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.6

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 213 52.8

薬事法制度概論演習 ☆ 13 1 13 1

薬剤師関係法制度概論（２クラス担当） ☆ 13 2 14 2.2

薬事・食品衛生関連法規（薬科学科） △ 13 2 - -

社 会 保 険 制 度 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー 論 ☆ 13 1 5 0.4

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

先端医療薬科学特論 院 13 2 1 0.2

合計 134 43.3

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 13 1

薬学概論 ☆ 13 1 1 0.1

薬物治療学A（２クラス担当） ☆ 13 2 16 4.0

薬物治療学B（２クラス担当） ☆ 13 2 14 2.2

薬物治療演習（２クラス担当） ☆ 13 1 10 0.8

薬学総合演習D（２クラス担当） ☆ 13 1 6 0.5

薬学総合演習Ⅳ（旧カリ） ☆ 13 1 - -

コミュニケーション体験演習 ☆ 13 1 13 1

医療における栄養 13 2 2 0.3

医療栄養学演習 13 1 7 0.5

臨床前実習A ◎☆ 13 1 39 3

薬学総合実習・演習B（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 39 3

薬学総合実習・演習C（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

食品調理加工学実習 ◎ 13 1 40 3.1

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

臨床治療学特論演習 院 13 3 1 0.2

合計 278 55.5

薬学総合演習B（２クラス担当） ☆ 13 1 4 0.3

薬物治療学C（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

薬物治療演習（２クラス担当） ☆ 13 1 16 1.2

コミュニケーション体験演習 ☆ 13 1 13 1

薬学実習C ◎☆ 13 2 15 2.3

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

臨床治療学特論演習 院 13 3 7 1.6

合計 152 44.8

物理化学B（２クラス担当） ☆ 13 2 8 1.2

分析化学B（２クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

薬学総合演習A（２クラス担当） ☆ 13 1 6 0.5

薬学総合演習B（２クラス担当） ☆ 13 1 6 0.5

物理化学演習 13 1 4 0.3

選択実験 13 1 13 1

薬学実習B ◎☆ 13 2 48 7.4

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

薬探索特論 院 13 2 2 0.3

薬探索特論演習 院 13 3 6 1.4

博士論文研究 院 13 12 26 24

先端生命科学特論 院 13 2 1 0.2

合計 175 48.7

生理学B（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

薬理学A（２クラス担当） ☆ 13 2 8 1.2

薬理学C（２クラス担当） ☆ 13 2 8 6.5

薬学総合演習B（２クラス担当） ☆ 13 1 16 1.2

薬学総合演習C ☆ 13 1 13 1

学内実務実習演習 ☆ 13 2 13 2

薬学総合演習D ☆ 13 1 5 0.4

薬学総合演習Ⅳ（旧カリ） ☆ 13 1 - -

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

生体防御特論 院 13 2 1 0.2

生体防御特論演習 院 13 3 3 0.7

合計 205 58.1

病態学A（２クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

病態学（旧カリ） ☆ 13 2 - -

病態学B（２クラス担当） ☆ 13 2 6 0.9

病態学演習A（旧カリ） ☆ 13 1 - -

病態学C（２クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

病態学演習B（旧カリ） ☆ 13 1 - -

医療栄養学（２クラス担当） ☆ 13 2 6 0.9

医療薬学論 13 2 3 0.5

スポーツ医学 13 2 2 0.3

運 動 障 害 と 予 防 （ 現 代 政 策 学 部 ・ 経 営 学 部 ） △ 13 2 - -

選択実験 13 1 13 1

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

臨床前実習A ◎☆ 13 1 2 0.2

薬学総合実習・演習B（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 2 0.2

薬学総合実習・演習C（旧カリ ◎☆ 13 1 - -

食品調理加工学実習 ◎ 13 1 20 1.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

博士論文研究 院 13 12 26 24

臨床治療学特論演習 院 13 3 5 1.2

合計 186 49.7

医薬品情報学（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

製剤学（２クラス担当） ☆ 13 2 6 0.9

製剤材料学（旧カリ） ☆ 13 2 - -

製剤管理学 ☆ 13 2 4 0.6

医薬品開発・治験論（２クラス担当） ☆ 13 1 14 1.1

医薬品開発論（薬科学科） △ 13 2 - -

臨床前実習A ◎☆ 13 1 29 2.2

薬学総合実習・演習B（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 29 2.2

薬学総合実習・演習C（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

ドライリサーチ特論 院 13 2 1 0.2

合計 186 47.0

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 7 0.5

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 13 1

薬学概論 ☆ 13 1 7 0.5

実用薬学英語 ☆ 13 1 13 1

物理薬剤学B（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

学内実務実習演習 ☆ 13 2 13 2

薬学総合演習D ☆ 13 1 5 0.4

薬学実習D ◎☆ 13 2 36 5.5

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

ドライリサーチ特論 院 13 2 1 0.2

合計 206 52.1

協創力体験演習Ⅰ △ 7 1 7 1

協創力体験演習Ⅱ △ 7 1 7 1

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 7 0.5

薬学概論 ☆ 13 1 7 0.5

解剖学（２クラス担当） ☆ 13 2 26 2

生理学A（２クラス担当） ☆ 13 2 14 2.2

細胞生理学（２クラス担当） ☆ 13 2 14 2.2

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

博士(薬学) 2025.4.1

Ａ 薬学科 教授 大竹　一男 53 男 博士(薬学) 2025.4.1

Ａ 薬学科 教授
(実務)

内田　昌希 50 男

博士(医学) 2023.4.1

Ａ 薬学科
教授

(実務)
大島　新司 50 男 博士(薬学) 2024.4.1

Ａ 薬学科 教授 渡辺　知恵 51 女

博士(薬学) 2022.4.1

Ａ 薬学科 教授 袁　博 54 男 博士(薬学) 2022.10.1

Ａ 薬学科 教授 江川　祐哉 49 男

博士(薬学) 2020.4.1

Ａ 薬学科 教授 宮本　嘉明 53 男 博士(医学) 2020.4.1

Ａ 薬学科 教授
(実務)

井上　裕 52 男

Ａ 薬学科 教授 畑中　朋美 62 女 博士(薬学) 2017.4.1

Ａ 薬学科 教授 河合　洋 53 男

Ａ 薬学科 教授 上田　秀雄 56

2019.4.1

Ａ 薬学科 教授 沼尻　幸彦 63 男 博士(薬学)

2019.4.1

Ａ

Ａ

Ａ 薬学科 教授 古地　壯光 58 男

薬学科
教授

(実務)
大嶋　繁 65 男 博士(薬学) 2019.4.1

Ａ 薬学科 教授 一色　恭徳 58 男

博士(薬学) 2017.4.1

2019.4.1

薬学科 教授 木村　光利 60 男 博士(薬学)

博士(薬学)

博士(薬学) 2008.4.1

博士(薬学) 2013.9.1

男 博士(薬学) 2015.4.1

Ａ 薬学科 教授 岡﨑　真理 58 女 博士(薬学) 2013.4.1

Ａ 薬学科 教授 関　俊暢 63 男

博士(薬学) 2006.4.1

Ａ 薬学科 教授 工藤　なをみ 64 女 博士(薬学) 2011.4.1

Ａ 薬学科 教授 夏目　秀視 66 男

Ａ 薬学科 教授 坂本　武史 62 男 博士(薬学) 2012.4.1

（基礎資料７）教員の教育担当状況（例示）

 講義・演習・実習：
　１コマ105分で13コマとする。
　単位は各科目ごと異なる。

表１．薬学部６年制学科の教員が担当する授業科目と担当単位数

区分1) 所属2) 職名3) 氏  　　名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日

授業科目 6) 担当 7）

66



薬学実習D ◎☆ 13 2 36 5.5

食品調理加工学実習 ◎ 13 1 20 1.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

臨床治療学特論演習 院 13 2 4 0.6

生理学演習 院 13 3 26 6

博士論文研究 院 13 12 26 24

合計 232 55.0

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 10 0.8

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 10 0.8

薬学総合演習C ☆ 13 1 4 0.3

薬学実習C ◎☆ 13 2 15 2.3

臨床前実習A ◎☆ 13 1 39 3

薬学総合実習・演習B（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 39 3

薬学総合実習・演習C（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

合計 117 10.2

協創力体験演習Ⅰ △ 7 1 7 1

協創力体験演習Ⅱ △ 7 1 7 1

生物学B（２クラス担当） ☆ 13 1 26 2

免疫学（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

生化学C（２クラス担当） ☆ 13 2 8 1.2

薬学実習B ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習C ◎☆ 13 2 40 6.2

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

生体防御特論 院 13 2 1 0.2

生体防御特論演習 院 13 3 3 0.7

生化学演習 院 13 3 13 3

博士論文研究 院 13 12 26 24

合計 208 54.0

薬学概論 ☆ 13 1 1 0.1

薬剤師関係法制度概論（２クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

薬事・食品衛生関連法規（薬科学科） △ 13 2 - -

社会と薬学（３クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

臨床後演習 ☆ 13 1 13 1

統合演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

社 会 保 険 制 度 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー 論 ☆ 13 1 3 0.2

医薬品開発・治験論（２クラス担当） ☆ 13 1 4 0.3

医薬品開発論（薬科学科） △ 13 2 - -

医療における栄養 13 2 2 0.3

臨床前実習A ◎☆ 13 1 30 2.3

薬学総合実習・演習B（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 30 2.3

薬学総合実習・演習C（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

食品調理加工学実習 ◎ 13 1 40 3.1

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

臨床治療学特論演習 院 13 3 4 0.9

合計 225 49.2

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 13 1

薬学概論 ☆ 13 1 2 0.2

実用薬学英語 ☆ 13 1 13 1

薬物動態学（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

薬学実習D ◎☆ 13 2 36 5.5

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 192 51.4

生薬学（２クラス担当） ☆ 13 1 14 1.1

漢方薬（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

天然物化学 13 1 7 0.5

法医薬学実務論 13 2 6 0.9

薬学実習B ◎☆ 13 2 48 7.4

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.6

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

薬探索特論 院 13 2 2 0.3

薬探索特論演習 院 13 3 5 1.2

生薬学演習 院 13 3 20 4.6

博士論文研究 院 13 12 26 24

合計 193 52.0

無機化学（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

基礎有機化学（２クラス担当） ☆ 13 1 14 1.1

有機化学演習（２クラス担当） 13 1 10 0.8

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習B ◎☆ 13 2 48 7.4

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 206 53.9

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 7 0.5

薬学概論 ☆ 13 1 7 0.5

基礎有機化学（２クラス担当） ☆ 13 1 12 0.9

有機化学C（３クラス担当） ☆ 13 2 39 6

有機化学演習（２クラス担当） 13 1 10 0.8

薬学実習D ◎☆ 13 2 36 5.5

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.7

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

薬探索特論 院 13 2 2 0.3

薬探索特論演習 院 13 3 6 1.4

医薬品化学演習 院 13 3 13 3

博士論文研究 院 13 12 26 24

合計 219 54.9

薬学英語入門 ☆ 13 1 13 1

分析化学A（２クラス担当） ☆ 13 2 8 1.2

分析化学B（２クラス担当） ☆ 13 2 6 0.9

物理化学B（２クラス担当） ☆ 13 2 8 1.2

コミュニケーション体験演習 ☆ 13 1 13 1

基礎化学計算 13 2 5 0.8

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習D ◎☆ 13 2 42 6.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 203 53.2

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 6 0.5

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 6 0.5

臨床実習前講義A ☆ 13 2 8

臨床前演習A（旧カリ） ☆ 13 1 - 1.2

薬学総合実習・演習A（旧カリ） ☆ 13 1 - -

臨床実習前講義B ☆ 13 2 4 0.6

臨床前演習B（旧カリ） ☆ 13 1 - -

導入講義・演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

薬局実習 ◎☆ 13 10 13 10

病院実習 ◎☆ 13 10 13 10

食品調理加工学実習 ◎ 13 1 40 3.1

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

臨床治療学特論演習 院 13 3 4 0.9

合計 168 61.9

細胞生理学（２クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

薬学総合演習A（２クラス担当） ☆ 13 1 16 1.2

臨床後演習 ☆ 13 1 13 1

統合演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

地域医療論 13 2 7 1.1

薬学実習B ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.6

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 186 50.3

医療栄養学（２クラス担当） ☆ 13 2 20 3.1

臨床後演習 ☆ 13 1 13 1

統合演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

コミュニケーション体験演習 ☆ 13 1 13 1

ライフステージ栄養学 13 2 9 1.4

栄養学（旧カリ） 13 2 - -

医療栄養学演習 13 1 6 0.5

スポーツ医学 13 2 1 0.2

運 動 障 害 と 予 防 （ 現 代 政 策 学 部 ・ 経 営 学 部 ） △ 13 2 - -

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

食品調理加工学実習 ◎ 13 1 20 1.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

臨床治療学特論演習 院 13 3 4 0.9

生理学演習 院 13 3 13 3

論文作成法特論 院 13 12 1 0.9

合計 214 53.0

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 7 0.5

薬学概論 ☆ 13 1 7 0.5

物理化学A（２クラス担当） ☆ 13 1 26 2

コミュニケーション体験演習 ☆ 13 1 13 1

臨床後演習 ☆ 13 1 13 1

統合演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

基礎物理学 13 1 13 1

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習D ◎☆ 13 2 36 5.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

薬剤学演習 院 13 3 19 4.4

合計 223 52.1

薬学総合演習D ☆ 13 1 5 0.4

薬学総合演習Ⅳ ☆ 13 1 - -

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習D ◎☆ 13 2 42 6.5

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.6

合計 107 16.1

生理学A（２クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

薬学総合演習A（２クラス担当） ☆ 13 1 16 1.2

臨床後演習 ☆ 13 1 13 1

統合演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.6

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

生体防御特論 院 13 2 1 0.2

生体防御特論演習 院 13 3 3 0.7

薬品作用学演習 院 13 3 19 4.4

合計 179 49.2

微生物学（２クラス担当） ☆ 13 2 26 2

薬学総合演習A（２クラス担当） ☆ 13 1 16 1.2

薬学実習B ◎☆ 13 2 42 6.5

薬学実習C ◎☆ 13 2 40 6.2

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 202 51.9

協創力体験演習Ⅰ △ 7 1 7 1

協創力体験演習Ⅱ △ 7 1 7 1

調剤処方学（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

調剤処方演習（２クラス担当） ☆ 13 1 10 0.8

製剤管理学 ☆ 13 2 4 0.6

社会と薬学（３クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

臨床実習前講義B ☆ 13 2 4 0.6

臨床前演習B（旧カリ） ☆ 13 1 - -

導入講義・演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

臨床後演習 ☆ 13 1 13 1

統合演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

臨床前実習A ◎☆ 13 1 39 3

薬学総合実習・演習A（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 39 3

薬学総合実習・演習C（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

病院実習 ◎☆ 13 10 13 10

薬局実習 ◎☆ 13 10 13 10

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 235 68.3

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 3 0.2

物理薬剤学A（２クラス担当） ☆ 13 2 4 0.6

薬学総合演習B（２クラス担当） ☆ 13 1 16 1.2

薬学総合演習D ☆ 13 1 5 0.4

薬学総合演習Ⅳ（旧カリ） ☆ 13 1 - -

薬学実習B ◎☆ 13 2 48 7.4

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

放射化学実習 ◎ 13 1 10 0.8

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 188 50.3

協創力体験演習Ⅰ △ 7 1 7 1

協創力体験演習Ⅱ △ 7 1 7 1

薬学概論 ☆ 13 1 1 0.1

薬物治療学A（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

薬学総合演習A（２クラス担当） ☆ 13 1 4 0.3

薬学総合演習B（２クラス担当） ☆ 13 1 4 0.3

コミュニケーション体験演習 ☆ 13 1 13 1

薬学総合演習D ☆ 13 1 5 0.4

薬学総合演習Ⅳ（旧カリ） ☆ 13 1 - -

情報科学（演習含む） 13 2 7 1.1

コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー イ ン タ ー ン シ ッ プ 13 1 6 0.5

薬学実習C ◎☆ 13 2 15 2.3

臨床前実習A ◎☆ 13 1 34 2.6

薬学総合実習・演習B（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 34 2.6

薬学総合実習・演習C（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

臨床治療学特論演習 院 13 3 3 0.7

合計 214 49.4

臨床後演習 ☆ 13 1 13 1

統合演習（旧カリ） ☆ 13 1 - -

薬学総合演習D ☆ 13 1 5 0.4

薬学総合演習Ⅳ（旧カリ） ☆ 13 1 - -

基礎化学計算 13 1 8 0.6

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習B ◎☆ 13 2 78 36

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 236 82.3

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 7 0.5

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 1 0.1

薬学概論 ☆ 13 1 7 0.5

生物学A（２クラス担当） ☆ 13 1 12 0.9

生化学C（２クラス担当） ☆ 13 2 12 1.8

薬学実習C ◎☆ 13 2 48 7.4

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

情報科学（演習含む） 13 2 7 1.1

放射化学実習 ◎ 13 1 10 0.8

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

生体防御特論 院 13 2 1 0.2

生体防御特論演習 院 13 3 3 0.7

生化学演習 院 13 3 13 3

合計 206 52.8

調剤処方学（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

調剤処方演習（２クラス担当） ☆ 13 1 10 0.8

コミュニケーション体験演習 ☆ 13 1 13 1

臨床後演習 ☆ 13 1 - -

統合演習（旧カリ） ☆ 13 1 13 1

薬学実習C ◎☆ 13 2 15 2.3

薬学実習D ◎☆ 13 2 36 5.5

臨床前実習A ◎☆ 13 1 37 2.8

薬学総合実習・演習B（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 37 2.8

薬学総合実習・演習C（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

食品調理加工学実習 ◎ 13 1 40 3.1

合計 211 20.8

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 6 0.5

フレッシュマンセミナー（薬学）B ☆ 13 1 6 0.5

実用薬学英語 ☆ 13 1 13 1

薬学総合演習A（２クラス担当） ☆ 13 1 16 1.2

物理薬剤学B（２クラス担当） ☆ 13 2 4 0.6

製剤学（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

製剤材料学（旧カリ） ☆ 13 2 - -

2019.4.1博士(医学)女37大山　翠助教薬学科Ａ

修士(薬学) 2019.4.1

Ａ 薬学科 助教 間　祐太朗 37 男 博士(薬学) 2019.4.1

Ａ 薬学科
助教

(実務)
髙橋　直仁 43 男

博士(薬学) 2019.4.1Ａ 薬学科 助教 小島　裕 36 男

博士(薬学) 2019.4.1

Ａ 薬学科 助教 村田　勇 41 男 博士(薬学) 2019.4.1

Ａ 薬学科 助教 八巻　努 39 男

博士
(薬科学)

2018.4.1

Ａ 薬学科 助教
(実務)

堀井　徳光 44 男
修士

(医療栄養
学)

2018.4.1

Ａ 薬学科 助教 野村　陽恵 42 女

博士(工学) 2007.5.1

Ａ 薬学科 助教 松崎　広和 44 男 博士(医学) 2018.4.1

Ａ 薬学科 助教 中山　光治 68 男

博士(薬学) 2024.4.1

Ａ 薬学科 准教授 関　智宏 37 男 博士(薬学) 2024.4.1

Ａ 薬学科 准教授 柴　祥子 42 女

博士(薬学) 2023.4.1

Ａ 薬学科 准教授 茂木　肇 43 男 博士(薬学) 2024.4.1

Ａ 薬学科 准教授 武藤　香絵 49 女

博士(薬学) 2019.4.1

Ａ 薬学科 准教授 植村　武史 47 男 博士
(医薬学)

2021.4.1

Ａ 薬学科 准教授 高山　淳 52 男

博士
(創薬科学)

2021.4.1

Ａ 薬学科 准教授 吉田　彰宏 55 男 博士(工学) 2018.4.1

Ａ 薬学科 准教授 北村　雅史 44 男

博士(薬学) 2015.4.1

Ａ 薬学科 准教授 木村　聡一郎 46 男 博士(薬学) 2018.4.1

Ａ 薬学科
准教授
(実務)

井上　直子 60 女

博士(医学) 2025.4.1

Ａ 薬学科 准教授 谷川　尚 45 男 博士(薬学) 2018.4.1

Ａ 薬学科
特任教

授
長井　麻希江 57 女

Ａ 薬学科 教授 大竹　一男 53 男 博士(薬学) 2025.4.1
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製剤管理学 ☆ 13 2 3 0.5

薬学実習D ◎☆ 13 2 36 5.5

薬学実習F ◎☆ 13 2 24 3.7

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 196 51.0

生物統計学演習（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4.0

データ・リサーチリテラシー論 13 2 13 2.0

薬学実習D ◎☆ 13 2 36 5.5

臨床前実習A ◎☆ 13 1 29 2.2

薬学総合実習・演習B（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 29 2.2

薬学総合実習・演習C（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

ドライリサーチ特論 院 13 2 1 0.2

合計 211 51.9

実用薬学英語 ☆ 13 1 13 1

薬学総合演習B（２クラス担当） ☆ 13 1 16 1.2

病態学A（２クラス担当） ☆ 13 2 6 0.9

病態学（旧カリ） ☆ 13 2 - -

病態学B（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

病態学演習A（旧カリ） ☆ 13 2 - -

病態学C（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

病態学演習B（旧カリ） ☆ 13 2 - -

医療薬学論 13 2 7 1.1

スポーツ医学 13 2 1 0.2

運 動 障 害 と 予 防 （ 現 代 政 策 学 部 ・ 経 営 学 部 ） △ 13 2 - -

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習D ◎☆ 13 2 36 5.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

臨床治療学特論演習 院 13 3 3 0.7

合計 207 54.0

薬学英語入門 ☆ 13 1 13 1

生物有機化学演習（２クラス担当） ☆ 13 1 26 2

有機化学A（２クラス担当） ☆ 13 2 26 4

有機化学演習（２クラス担当） 13 1 6 0.5

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習D ◎☆ 13 2 36 5.5

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

薬探索特論 院 13 2 2 0.3

薬探索特論演習 院 13 3 6 1.4

合計 215 54.0

生薬学（２クラス担当） ☆ 13 1 12 0.9

漢方薬（２クラス担当） ☆ 13 2 8 1.2

薬学総合演習C ☆ 13 1 10 0.8

天然物化学 13 1 6 0.5

法医薬学実務論 13 2 7 1.1

薬学実習A ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.6

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

薬探索特論 院 13 2 1 0.2

薬探索特論演習 院 13 3 3 0.7

生薬学演習 院 13 3 19 4.4

合計 181 49.7

漢方薬（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

薬学英語入門 ☆ 13 1 13 1

薬学実習B ◎☆ 13 2 30 4.6

薬学実習E ◎☆ 13 2 30 4.6

食品調理加工学実習 ◎ 13 1 40 3.1

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

薬探索特論 院 13 2 1 0.2

薬探索特論演習 院 13 3 3 0.7

医薬品化学演習 院 13 3 13 3

合計 201 50.8

物理化学B（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

薬学英語入門 ☆ 13 1 13 1

薬学総合演習B（２クラス担当） ☆ 13 1 16 1.2

薬学実習B ◎☆ 13 2 48 7.4

薬学実習C ◎☆ 13 2 40 6.2

放射化学実習 ◎ 13 1 10 0.8

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

薬探索特論 院 13 2 1 0.2

薬探索特論演習 院 13 3 3 0.7

合計 215 54.1

フレッシュマンセミナー（薬学）A ☆ 13 1 7 0.5

薬学概論 ☆ 13 1 7 0.5

医療における栄養 13 2 1 0.2

ライフステージ栄養学 13 2 4 0.6

栄養学（旧カリ） 13 2 - -

薬学実習C ◎☆ 13 2 15 2.3

臨床前実習A ◎☆ 13 1 32 2.5

薬学総合実習・演習B（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

臨床前実習B ◎☆ 13 1 32 2.5

薬学総合実習・演習C（旧カリ） ◎☆ 13 1 - -

食品調理加工学実習 ◎ 13 1 40 3.1

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

臨床治療学特論演習 院 13 3 1 0.2

合計 216 48.2

公衆衛生学B（２クラス担当） ☆ 13 2 10 1.5

薬毒物分析（演習を含む） 13 2 2 0.3

薬学実習E ◎☆ 13 2 24 3.7

薬学実習F ◎☆ 13 2 30 4.6

放射化学実習 ◎ 13 1 10 0.8

卒業研究 ☆ 13 6 78 36

合計 154 46.9

　４）「科目名」欄には、教員が担当する全ての授業科目（卒業研究を含む）を記入してください。ただし、６年制学科と同一内容の授業を他学科の授業として別クラスで行う場合は、開講学科を（　）
内に付記した別科目とし

３）実務家教員（基礎資料５−１ 表３）は、「職名」欄に（実務）と付記してください。

２）「所属」欄には、担当する授業科目を開講する学科名または所属機関等をすべて記入してください。専従（専ら従事）していない学科は（　）内に記入してください。

　１）「区分」欄には、当該６年制学科における基幹教員の区分（基礎資料５−１ 表１）を記入してください。基幹教員以外の教員には、斜線を入れてください。

博士(薬学) 2024.4.1

Ａ 薬学科 助教 根岸　彰生 37 男 博士(薬学) 2025.4.1

Ａ 薬学科 助教 小玉　菜央 38 女

博士(薬学) 2022.4.1

Ａ 薬学科 助教 北岡　諭 36 男 博士(薬学) 2022.4.1

Ａ 薬学科 助教 玄　美燕 41 女

博士(薬学) 2020.4.1

Ａ 薬学科 助教 横川　貴美 37 女 博士
(創薬科学)

2021.4.1

Ａ 薬学科 助教 阿久津　裕士 37 男

博士(文学) 2020.4.1

Ａ 薬学科 助教 安藤　祐介 37 男 博士
(薬科学)

2020.4.1

Ａ 薬学科 助教 吉田　暁 38 男

Ａ 薬学科 助教 間　祐太朗 37 男 博士(薬学) 2019.4.1

　　　③ 同一内容の授業を複数のクラスで異なる学生に反復して行う場合、反復回数を乗じたコマ数と単位数を記入してください。

　　　④ 「担当単位の合計」欄には、「種類」欄が「△」または「院」の科目の単位数を加算しないでください。

[注] 基礎資料７に記載の氏名・年齢・性別・学位称号・現職就任年月日は、個人情報保護の観点から、公表時には黒塗りにして当機構WEBページに掲載いたします。						

　５) 「種類」欄は、以下の点に留意して記入してください。　		

　　　① ６年制学科の「主要授業科目」には「☆」を、実習科目には「◎」を、当該６年制学科以外の学部・学科の科目（６年制学科と同一内容の授業を他学科の授業として別クラスで行う場合を含
む）には「△」を、大学院

　　　② 区分Ｃの基幹教員が専従する学部・学科の学生を対象として担当する授業科目には「△」を記入してください。

　　　③ 複数の種類に該当する場合は、それらをすべて記入してください。	

６）授業科目の単位の計算方法（授業時間・コマ数との関係）を、履修規定等に基づいて表の右上欄外に示してください。

　７）「担当」欄は、以下の点に留意して記入してください。

　　　① 複数教員で１科目を オムニバス形式で分担している場合は、分担コマ数分の単位数を記入してください。

　　　② 実習科目については、同一科目を複数教員が担当していても、常時共同で指導している場合は分担担当としません。
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4 年生の在籍学生数 201 名

5 年生の在籍学生数 132 名

6 年生の在籍学生数 137 名　※秋卒対象者除く（卒業研究単位修得済のため）

4年生 5年生 6年生

配属学生数 配属学生数 配属学生数

1 生体分析化学 2 10 5 7 22 215.7

2 生化学 3 15 8 9 32 206.3

3 生理学 2 10 8 8 26 221.6

4 病原微生物学 2 10 6 7 23 222.2

5 衛生化学 2 4 5 3 12 221.6

6 公衆衛生学 1 5 6 4 15 174.2

7 臨床薬理学 2 9 5 6 20 215.7

8 臨床病理学 2 11 5 5 21 104.7

9 薬品作用学 3 15 10 10 35 221.6

10 製剤学 2 10 8 10 28 221.6

11 病院薬剤学 3 14 9 9 32 225.7

12 薬物治療学 2 9 6 5 20 221.6

13 薬剤作用解析学 2 9 6 7 22 225.7

14 医薬品化学 3 14 7 12 33 206.3

15 薬剤学 2 5 6 5 16 215.7

16 薬品物理化学 2 10 6 3 19 206.3

17 有機薬化学 2 10 7 7 24 221.6

18 薬局管理学 3 13 8 8 29 164.5

19 生薬学 2 9 6 7 22 173.2

20 栄養治療学 2 9 5 5 19 173.9

44 201 132 137 470

[注]

　２　指導教員数には担当する教員（助手を含む）の数を記入してください。

　４　隣接する複数の講座などで共有して使用する実験室などは、基礎資料11-２に記載してください。

卒業研究を実施す
る研究室の面積

（m2）

合　計

　１　卒業研究を実施している学年にあわせ、欄を増減して作成してください。

　３　講座制をとっていない大学は、配属講座名を適宜変更して作成してください。

（基礎資料８）卒業研究の学生配属状況および研究室の広さ

配属講座など 指導教員数 合計
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医薬品化学研究室 

教 授  坂本 武史 

准教授  髙山 淳 

助 教  玄 美燕 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

薬学学習者は基礎薬学から臨床薬学に及ぶ広範な知識を習得する必要がある。そのため学習意義

と内容が不明瞭になり、記憶力にたよる暗記型の学習方法に偏ってしまう場合がある。そこで、到

達目標を明確にし、理解力、思考力、想像力を養いながら体系的に基礎知識を習得できるように心

がけている。 

 

2）担当科目 

坂本：有機化学 B、医薬品化学、学内実務実習演習、薬学総合演習 D、薬学実習 E、卒業研究 

髙山：有機化学 C、有機化学演習、基礎有機化学演習、生物有機化学演習、薬学総合演習 A、薬学

総合演習 C、薬学総合演習 D、薬学実習 D、薬学実習 E、フレッシュマンセミナー（薬学）

A、薬学概論、卒業研究 

玄 ：薬学英語入門、漢方薬、薬学実習 B、薬学実習 E、食品調理加工学実習、卒業研究 

 

3）その他の特記事項（卒業研究の課題名） 

・2 位置換アリールスルホキシド類のエナンチオ選択的不斉合成の検討と応用  

・クルクミン誘導体の合成及び細胞保護作用の評価 

・プロテオーム解析用 MALDI Matrix の開発:新規フェルラ酸誘導体の合成と評価 

・p-ヒドロキシベンズアニリド誘導体の脱芳香化型酸化反応におけるアミド窒素原子上の置換基効

果 

・ビシクロ環構造を有する 2-アザスピロ環化合物の合成 

・1,3-ベンゾチアゾール環を有する HIV-1 逆転写酵素阻害剤 ADAM の合成および評価 

・特異的 RIP1 キナーゼ阻害剤ネクロスタチン類の理論的解析及び FMO 法の応用 

・MALDI マトリックス機能性 ２位置換フェルラ酸のデザイン及び効率的な合成 

・SR121463 の形式的全合成 

・フェルラ酸を基盤とした抗酸化剤 FAD012 の効率的な合成法の開発 

・電子求引性基を含むベンズアニリド誘導体の環化反応  

・抗酸化型 RIP1 キナーゼ阻害剤の分子設計と合成 

・クロロ基を有するスピロオキシインドール環合成 

・スペルミンオキシダーゼ阻害活性を有する誘導体の合成  

・チロシナーゼ阻害活性を有する誘導体の合成 

・セラミダーゼ阻害による肌質改善を目的とした誘導体の合成  

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

実験事実から得られた問題点に焦点を当て、観察力、評価能力、実験立案能力を養い、総合的な

問題解決能力の修得を目的とする。 

 

2）担当科目 

坂本：薬探索特論、薬探索特論演習、医薬品化学演習、  

ドライリサーチ特論 
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髙山：薬探索特論演習 

玄：薬探索特論演習 

 

3）修士論文研究指導 

4）博士論文研究指導 

・フラグメント分子軌道法に基づく HIV-1 逆転写酵素阻害剤アルケニルジアリールメタン類の分子

設計・合成・活性評価 

・超原子価ヨウ素化合物を用いたフェノール類の脱芳香化型酸化反応によるスピロシクロヘキサジ

エノン―ラクタム環の合成と応用 

・新規フェルラ酸誘導体の合成と MALDI Matrix への応用 

・抗ネクロトーシス作用を持ち合わせた抗酸化物の探索と脳血管障害の新規治療の検討  

・チロシナーゼ活性及びセラミド関連酵素への作用を有する新規化合物の合成と構造活性相関の検

討 

・SMOX（スペルミンオキシダーゼ）選択的阻害作用を有するポリアミン誘導体の探索  

 

2．研究課題 

1）非核酸系逆転写酵素阻害剤の合成と抗 HIV 活性の評価 

2）超原子価ヨウ素化合物を用いる新規環化反応の開発及び生理活性物質の合成研究への応用  

3）ケイ皮酸誘導体の効率的合成法の確立と抗酸化作用の評価  

4）MALDI-TOFMS マトリックスの開発 

5）チロシナーゼ活性及びセラミド関連酵素への作用を有する新規化合物の合成と構造活性相関  

6）SMOX（スペルミンオキシダーゼ）選択的阻害作用を有するポリアミン誘導体の探索  

 

3．研究業績 

1）著書 

 

2） 原著論文 

・Shikama K., Takayama J., Xuan M., Matsuzaki H., Yuan B., Teramae H., Okazaki M., Sakamoto 

T. Design and Synthesis of Ferulic Acid Derivatives with Enhanced Antioxidant and 

Neuroprotective Activities: Discovery of Dual Antioxidant Agent. AppliedChem. 5 (4), 1-

15, 2025-02. 

・Sugoh H., Matsuzaki H., Takayama J., Iwata N., Xuan M., Yuan B., Sakamoto T., Okazaki 

M. FAD012, a Ferulic Acid Derivative, Preserves Cerebral Blood Flow and Blood-Brain 

Barrier Integrity in the Rat Photothrombotic Stroke Model. Biomedicines. 2025 Sep 

30;13(10):2403. 

・Matsuzaki H., Arai A., Xuan M., Yuan B., Takayama J., Sakamoto T., Okazaki M. CUD003, 

a Novel Curcumin Derivative, Ameliorates LPS-Induced Impairment of Endothelium-Dependent 

Relaxation and Vascular Inflammation in Mice. Int J Mol Sci. 2025 Sep 11;26(18):8850.  

・Iwata N., Ogawa N., Imai T., Ridzuan SSB., Kamiuchi S., Matsuzaki H., Xuan M., Yuan B., 

Okazaki M., Hibino Y. Administration of Ascorbic Acid Alleviates Neuronal Damage After 

Cerebral Ischemia in ODS Rats. Antioxidants (Basel). 2025 Jun 23;14(7):773. 

・Asano T., Matsuzaki H., Xuan M., Yuan B., Takayama J., Sakamoto T., Okazaki M. Chronic 

Administration with FAD012 (3,5-Dimethyl-4-hydroxycinnamic Acid) Maintains Cerebral 

Blood Flow and Ameliorates Swallowing Dysfunction After Chronic Cerebral Hypoperfusion 

in Rats. Int J Mol Sci. 2025 Apr 1;26(7):3277. 

 

3） 総説 
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4） 症例・事例報告 

 

5） 学会発表 

・色摩 光一，高山 淳，玄 美燕，松崎 広和，袁 博，岡崎 真理，坂本 武史：フェルラ酸誘導体 FAN003

の酸化反応に伴うクマリン誘導体生成と抗酸化・細胞保護作用の解析，日本薬学会 第 146 年会，

2026 年 3 月（大阪） 

・奥澤 拓真,色摩 光一,高山 淳,玄 美燕,加藤 敦,坂本 武史: チロシナーゼおよびセラミダーゼ

阻害作用を併せ持つクマリン誘導体の研究, 本薬学会 第 146 年会，2026 年 3 月（大阪） 

・村岡 優太,高山 淳,植村 武史,坂本 武史：SMOX 選択的阻害作用を有するポリアミン誘導体の探

索, 本薬学会 第 146 年会，2026 年 3 月（大阪） 

・青山 隼也，北岡 聡，玄 美燕，高山 淳，松﨑 広和，袁 博，江川 祐哉，坂本 武史，岡﨑 真理：

bEnd.3 細胞における OGD/R 誘発酸化ストレスに対するフェルラ酸誘導体 FAD012 の効果，日本薬

学会 第 146 年会，2026 年 3 月（大阪） 

・松﨑 広和, 中嶋 龍之介, 安 信基, 島根 美奈子, 萩原 万結, 矢澤 ひより, 玄 美燕, 髙山 

淳, 坂本 武史, 岡﨑 真理：クルクミン誘導体 CUD002 のマウス LPS 誘発うつ様行動に対する

予防効果，日本薬学会 第 146 年会，2026 年 3 月（大阪） 

・周郷 広史，松﨑 広和，岩田 直洋，玄 美燕，髙山 淳，坂本 武史，袁 博，岡﨑 真理：光血栓

性モデルにおける FAD012予防投与による t-PA治療時間枠拡大の検討，日本薬学会 第 146年会，

2026 年 3 月（大阪） 

・松崎 広和，新井 杏奈，玄 美燕，袁 博，髙山 淳，坂本 武史，岡崎 真理：クルクミン誘導体

CUD0003 は LPS 誘発内皮依存性血管弛緩障害および血管炎症を抑制する，第 99 回日本薬理学会年

会, 2026 年 3 月（仙台） 

・青山 隼也，北岡 聡，高山 淳，松﨑 広和，袁 博，江川 祐哉，坂本 武史，岡﨑 真理：酸素・

グルコース欠乏／再酸素化処理における脳内皮細胞の回復過程と VEGF シグナルの関与，第 99 回

日本薬理学会年会, 2026 年 3 月（仙台） 

・周郷 広史，松﨑 広和，岩田 直洋，玄 美燕，髙山 淳，坂本 武史，袁 博，岡﨑 真理：光血栓

性脳梗塞モデルにおけるフェルラ酸誘導体 FAD012 による NO 依存的脳血流維持効果，第 99 回日

本薬理学会年会, 2026 年 3 月（仙台） 

 

6）助成金、補助金等 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：松﨑、分担：玄、坂本） 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：玄 美燕、分担：坂本、髙山） 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：袁、分担：玄、髙山、坂本） 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：岡﨑、分担：玄、髙山） 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：植村、分担：髙山） 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・埼玉県薬事審議会小委員会委員（坂本） 

・東洋大学バイオ・ナノエレクトロニクスセンター協議会委員（坂本）  

・鶴ヶ島市国際交流協会外国籍会員（玄） 
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有機薬化学研究室 

准教授  吉田 彰宏 

助 教  阿久津 裕士 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

選択的な有機合成反応の開発研究を通じて、自ら問題提起，考察，さらに次の課題発見につなが

る能力を醸成させ，物事をただ暗記するのではなく，なぜそうなるのかを考える習慣を身に付けさ

せる。併せて、医療人としての自覚を持たせる。 

 

2）担当科目 

吉 田：無機化学，化学 A，基礎有機化学，基礎有機化学演習，有機化学演習、有機化学 A、学内実

務実習演習，薬学総合演習 A，薬学総合演習 C，薬学総合演習 D，薬学実習 A，薬学実習 B，

卒業研究 

阿久津：有機化学 A，生物有機化学演習，有機化学演習，薬学英語入門，薬学実習 A，薬学実習 D，

卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

卒業研究課題 

・一般的なルイス酸触媒による 1,6-アンヒドロ糖の環開裂反応の検討 

・チオウレア型第一級アミン触媒を用いた α位選択的不斉反応 

・フェナシルフラン誘導体の不斉共役付加反応 

・リボフラビンのフルオラス化研究 

・ラン科の植物「OdontoglossumHarvengtense "Tutu"」より単離された新規化合物の合成研究 

・フラン及びチオフェン誘導体を用いた位置選択的不斉反応 

・フルオラス触媒による 1,6-アンヒドロ糖のグリコシル化反応と触媒のリサイクル 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

高度な専門知識と技能を持ち合わせ、広い視野と深い観察力で的確に研究を遂行できる人材の育

成を目指す。データの解析や結果の議論が十分に行えて、研究成果をわかり易くプレゼンテーショ

ンができ、論文として纏めることができる能力を身に付けさせる。 

 

2）担当科目 

阿久津：薬探索特論，薬探索特論演習 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

 

 

2．研究課題 

創薬研究を行うにあたり，複数の生成物が得られる反応において，「欲しいものだけをつくる」こ

とが全合成の効率性を高めるのに重要になってくる。この目的を達成するために，高い立体選択性

を示す反応，なかでもキラルな機能性有機触媒設計による光学活性化合物を得るための反応や、触

媒効率やリサイクル性に優れた触媒的有機合成反応の開発を行っている。 
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3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

・T. Koda, H. Akutsu, M. Suzuki, K. Nakashima, S. Hirashima, A. Yoshida, T. Miura, T. 

Yamanoi, “ Regiodivergent Asymmetric Conjugate Addition of 2-Furfuryl Ketones to 

Nitroalkenes Using Thiourea Organocatalysts” Synlett. 36 3245-3249 (2025). 

・T. Koda, H. Akutsu, M. Suzuki, K. Nakashima, S. Hirashima, A. Yoshida, T. Miura, T. 

Yamanoi, “Asymmetric Conjugate Addition of Thiophene Derivative to Nitrostyrenes Using 

Thiourea Organocatalysts” Chem. Pharm. Bull. 74 247-252 (2025). 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

 

5）学会発表 

・Yoshida, A.; Ohtaka, S.; Fujino, M.; Kubota, S.; Sagara, R.; Namiki, M.; Takahashi, C.; 

Akutsu, H. Fluorous Lewis Acid-catalyzed Ring-opening Reactions of 1,6-Anhydro-β-D-

glucopyranose Derivative, 22nd International Symposium on Organometallic Chemistry 

Directed Towards Organic Synthesis, Kyoto, Japan (OMCOS-22), 2025 年 9 月、京都 

・吉田彰宏，大髙秀斗，藤野桃佳，久保田紗加，並木美樹，相楽 亮，阿久津裕士、酸無水物共存下での

1,6-アンヒドログルコピラノース誘導体のルイス酸触媒環開裂反応、第 51 回反応と合成の進歩シンポジウム、

2025 年 11 月、広島 

・吉田彰宏，大髙秀斗，藤野桃佳，久保田紗加，並木美樹，相楽 亮，阿久津裕士、酸無水物共存下での

1,6-アンヒドログルコピラノース誘導体のルイス酸触媒環開裂反応の開発、日本薬学会第 146 年会、2026

年 3 月、大阪 

 

6）助成金、補助金等 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・日本薬学会代議員（吉田） 
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薬品物理化学研究室 

教 授  江川 祐哉 

助 教  北岡 諭 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

物理化学的薬学研究を通して、自身が薬学を協創する一員であることを実感し、薬を手渡すアン

カーとしての責任を担える薬剤師など、薬に関わる様々な場面で活躍できるファーマシスト・サイ

エンティストとなることを支援する。 

 

2）担当科目 

江川：物理化学 B、分析化学 B、物理化学演習、薬学実習 B、薬学総合演習 A・B、卒業研究 

北岡：物理化学 B、薬学英語入門、薬学実習 A、薬学実習 B、薬学総合演習 B、卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

卒業研究課題名 

・がん細胞特異的に活性化するボリン酸を用いた抗がん剤プロドラッグ 

・ボリン酸含有インスリンプロドラッグを用いた糖応答性製剤の開発 

・ICP‐OES を用いた元素分析及び統計学的手法による変形性膝関節症病期分類の構築 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

物理化学的薬学研究に主体的に取り組むことで、自身が薬学を協創する重要な担い手であること

を実感し、新たな薬を作り出す研究者や、後進を育てる薬学教育者など、薬に関わる様々な場面で

高いレベルで活躍できるファーマシスト・サイエンティストとなることを支援する。 

 

2）担当科目 

江川：薬探索特論、薬探索特論演習 

北岡：薬探索特論、薬探索特論演習 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

当研究室では有機化学的手法で新規化合物を作り出し、物理化学的および薬物動態学的アプロー

チでその性能を評価している。血糖値に応答してインスリンを放出する糖応答性製剤、分子間相互

作用を利用した化学センサー、ホウ素を用いた次世代のがん治療薬、誘導体化および分離技術を活

用したキラル薬物開発などの開発に取り組んでいる。 

 

3．研究業績 

1）著書 

・江川祐哉 (分担執筆), PRACTICAL 基礎化学 第 3 版 高校化学から大学専門化学へ、関俊暢編著、

京都廣川出版 (2025) 
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2）原著論文 

・Satoshi Kitaoka, Minori Kojima, Miho Koita, Hiroki Koyama, Chisato Mori, Mako Okabe, 

Ryusei Ando, Kaede Kobayashi, Ryo Watanabe, Yuki Takano, Tony D. James, Yuya Egawa Fully 

dissolved glucose-responsive insulin delivery system based on a self-immolative insulin 

prodrug and glucose oxidase, Chem. Sci., 16: 16645-16658 (2025).  

・Yuji Higashira, Daigo Wakana, Yuji Doi, Hisashi Takeda, Nobutomo Ikarashi,Satoshi Kitaoka, 

Fumiaki Sato, Hiyori Itagaki, Tsuyoshi Hosoya, Tomoo Hosoe Cytotoxic and Cell 

Proliferation Activities of Isocoumarin Derivatives Isolated from Phialocephala 

scopiformis FC-1873, Adv. Microbiol., 15(5): 284-295 (2025). 

・Yoshiki Kusunoki, Satoshi Kitaoka, Yuya Egawa, Kiyoshi Sugiyama Sasa veitchii extract 

improves renal dysfunction and anorexia caused by cisplatin, Tradit. Kampo Med., 12(2): 

89-160 (2025). 

 

3）総説 

・江川祐哉, ホウ素を含むケモセンサーによる糖類の測定, ファルマシア, 61 (4): 335-339 

(2025) 

・北岡諭, 薬物動態学が育んだジェネラリスト ─ ホウ素 DDS 研究への挑戦, 薬物動態学会

NEWSLETTER, 40 (5) (2025). 

・江川祐哉, 北岡諭, ホウ素薬剤研究のハブを目指して, 薬剤学, 85 (3): 141-145 (2025) 

 

4）症例•事例報告 

 

5）学会発表 

・北岡 諭、渡邉 亮、児島 みのり、小板 未歩、小山 大稀、森 千聡、岡部 真子、安藤 竜生、小

林 楓、鷹野 佑樹、江川 祐哉 自己脱離型インスリンプロドラッグとグルコースオキシダーゼに

基づく完全溶解型糖応答性インスリン送達システム、日本薬学会第 146 年会、2026 年 3 月 26 日

～29 日、大阪 

・岡部 真子、北岡 諭、北澤 佐衣子、久保 里美、中島 駿輔、湯原 栞、渡邉 亮、鷹野 佑樹、江

川 祐哉、切迫早産治療薬リトドリンのキラル薬物動態解析とエナンチオマー合成、日本薬学会第

146 年会、2026 年 3 月 26 日～29 日、大阪 

・津久井 優希、北岡 諭、岡部 真子、奥 輝明、江川 祐哉、渡辺 知恵、松田 芳和、安藤 祐介 変

形性膝関節症発症時の滑膜細胞における ACOD1 発現誘導とイタコン酸産生の亢進、日本薬学会第

146 年会、2026 年 3 月 26 日～29 日、大阪 

・青山 隼也、北岡 諭、玄 美燕、高山 淳、松﨑 広和、袁 博、江川 祐哉、坂本 武史、岡﨑 真理 

bEnd.3 細胞における OGD/R 誘発酸化ストレスに対するフェルラ酸誘導体 FAD012 の効果、日本薬

学会第 146 年会、2026 年 3 月 26 日～29 日、大阪 

・北岡 諭、児島 みのり、小板 未歩、小山 大稀、森 千聡、岡部 真子、安藤 竜生、小林 楓、渡

邉 亮、江川 祐哉 低血糖症発症リスク軽減を目的とした糖応答性インスリン製剤の開発、第 41

回日本 DDS 学会学術集会、2025 年 6 月 17 日～18 日、東京 

 

6）助成金、補助金等 

・文部科学省科学研究費助成事業、基盤研究（C）（代表：北岡、分担：江川） 

・学長所管研究奨励金 2 件（代表：江川、分担：北岡）、（代表：安藤、分担：江川、北岡） 

 

7）特許 
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4．社会活動 

・薬学共用試験センター 試験統括委員（江川） 

・シクロデキストリン学会 評議員（江川）  

77



17 

 

生体分析化学研究室 

教 授  古地 壯光 

准教授  植村 武史 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

医療の分野で活躍するためには、専門性ばかりでなく、他者への配慮やコミュニケーション力が

重要であることを強調するとともに、意志や達成感を重視することで学生が学習に対するモチベー

ションを高く維持できるように心がけている。また、研究室の配属学生に対しては、ゼミナールで

の発表等を通して、目標、計画、実施、評価のプロセスを常に意識して課題に取り組むことができ

るようになることを教育目標として訓練を行っている。 

 

2）担当科目 

古地：生化学 C、分析化学 A、分析化学 B、競争力体験演習Ⅰ、競争力体験演習Ⅱ、学内実務実習演

習、薬学実習 D、卒業研究 

植村：分析化学 A、分析化学 B、基礎化学計算、薬学英語入門、物理化学 B、薬学実習 A、薬学実習

D、薬学実習 F、コミュニケーション体験演習、卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

卒業研究課題 

・D-アミノ酸の新規分析法の開発 

・D-アミノ酸の細胞内濃度調節機構とその生理学的機能の解析 

・異性化タンパク質修復酵素の発現調節機構の解析 

・食品中 D-アミノ酸およびポリアミンの包括的解析 

・細胞老化における D-アミノ酸ならびにポリアミンの役割 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

講座研究のテーマである D-アミノ酸ならびにポリアミンの分析化学的研究および関連疾患にお

ける病態の解明に関する研究結果等を、ゼミナールや学会などで発表、論議する。これらを通じ

て、実験計画の立案、遂行、結果に対する評価ならびに発表に必要とされる能力を養い、問題発見

ならびに解決能力を養う。さらに研究室での活動を通して、医療人としての心構えを身につけ、自

覚と責任ある行動がとれるようになることを期待している。 

 

2）担当科目 

古地：臨床生命科学特論  

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

当講座では、分析技術の発展に伴い哺乳類などの高等動物においてもその存在が見出されつつあ

る D-アミノ酸や、細胞増殖や分化に必須なポリアミンなど、各種生体内低分子生理活性物質に着

目し研究を進めている。主な研究課題として、（1）D-アミノ酸の分析法の開発とその細胞内濃度調
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節機構の解析（2）ポリアミンやその関連化合物の分析法の開発（3）D-アミノ酸ならびにポリアミ

ン関連酵素の活性測定法の確立などを行っている。 

 

3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

Oguro A, Uemura T, Machida K, Kitajiri K, Tajima A, Furuchi T, Kawai G, Imataka H.  

Polyamines enhance repeat-associated non-AUG translation from CCUG repeats by stabilizing the tertiary 

structure of RNA. 

J Biol Chem. 2025, 301(3): 108251 

 

Miki T, Kurihara S, Uemura T, Ami Y, Ito M, Haneda T, Furuchi T, Okada N, Minamino T, Kim YG.  

Intestinal luminal polyamines support the gut colonization of enteric bacterial pathogens by modulating 

flagellar motility and nitrate respiration.  

mBio. 2025 Sep 10;16(9):e0178625. 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

 

5）学会発表 

紫外線暴露による皮膚障害に対するスペルミジンおよび D-アミノ酸の保護効果 

関口 睦樹、上坂 茉莉、植村 武史、古地 壯光 

日本薬学会第 146 年会 

 

6）助成金、補助金等 

・基盤研究 C（代表・古地）継続 

・基盤研究 C（代表・植村）新規 

・基盤研究 C（分担・植村）新規 

 

7）特許 

 

 

4．社会活動 

・生化学会関東支部幹事（古地） 

・薬学会関東支部会選挙管理委員会委員（古地） 

・バイオメディカル分析科学シンポジウム世話人（古地） 

・日本ポリアミン学会 企画運営委員（植村） 

・日本ポリアミン学会 評議員（植村） 

・一般財団法人博慈会 老人病研究所 客員研究員（植村） 
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生薬学研究室 

准教授  北村 雅史 

助 教  横川 貴美 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

薬用植物・生薬・漢方薬に精通した人材の育成を目指しています。また、社会人として必要な人

間力・品格・協調性を備えた人材を育成するとともに、研究や勉強会を通じ「自分の目指す大人像」

が見つかる環境を提供します。理論的な思考能力や高い問題解決能力を養うことで、時代の変化に

対応できる薬剤師の育成を支援していきます。 

 

2）担当科目 

北村：天然物化学、生薬学、漢方薬、法医薬学実務論、薬学実習 B、薬学実習 E、薬学総合演習 D、

卒業研究 

横川：天然物化学、生薬学、漢方薬、法医薬学実務論、薬学実習 A、薬学実習 E、薬学総合演習 C、

卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

・第 42 回 和漢医薬学会学術大会, 優秀発表賞 

・日本薬学会第第 146 年会, 学生優秀発表賞 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

薬学は科学を基盤にして、関連する多様な専門領域の学問体系を統合して薬を理解する応用領域

の学問です。本講座では、薬用植物学・生薬学・分子生物学を軸として、様々な分野の知識を普遍

的事実を解明する個々の事象に適用し、その理解を突起させるため、科学する能力を学修すること

を目的としています。 

 

2）担当科目 

薬探索特論、薬探索特論演習、博士論文研究 

 

3）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

研究内容：生薬・漢方分野における課題や分子生物学的知見の解明に取り組みます。1) 生薬、薬

用植物の機能解析に関する研究、2) インドの伝統医学、アーユルヴェーダ薬物の薬効に関する研

究、3) 生薬の国産化へ向けた育種探索及び栽培研究 4) 食物アレルギー診断デバイスの開発、を行

っています。教育方針：研究室活動や課外活動を通じて人間力を養い、研究活動を通じ確かな課題

解決能力を養うことを目指しています。 

 

3．研究業績 

1）著書 

北村雅史（分担）, 基礎薬学Ⅵ. 生薬学・天然物化学・漢方療法（新スタンダード薬学シリーズ 第

３巻）, 東京化学同人, 2025 
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2) 原著論文 

・ Y Fukada, H Ando, H Onuma, M Kojoma, K Saeki, T Onuma, T Yokogawa, M Ota, K Nozaki, 

T Atsumi, Y Sasaki, Chemical Characteristics Associated With Traditional Quality 

Evaluation in Schizonepeta Spikes: Localization of Constituents in Florets and 

Rachises. Trad Kampo Med. 2026;13(1):e70046. doi:10.1002/tkm2.70046 

・ H Kamauchi, M Kuroda, M Suzuki, K Usui, Y Yatsui, Y Kiba, M Kitamura, Y Sugita, 

Hexacyclic 6/6/6/5/6/6 Spirosteroids Produced by a Marine-Derived Fungus Galactomyces 

pseudocandidus and Antifungal Activity against Candida Species. J Nat Prod. 2026. 

doi:10.1021/acs.jnatprod.6c00038 

・ T Tanikawa, J Yu, K Hsu, S Chen, A Ishii, M Kitamura, Nattokinase Attenuates Acute 

Cerebral Infarction in a Rat Model of Middle Cerebral Artery Occlusion. In Vivo. 

2026;40(2):865-877. doi:10.21873/invivo.14243 

・ R Kanai, T Seki, T Yukimura, S Komatsu, S Itakura, F Jr Arce, G L See, Y Kiba, M 

Kitamura, N Kodama, Y Inoue, T Oshizaka, H Todo, Potential Enhancement of Topical 

Drug Delivery Using Grapefruit-derived Nanoparticles Modified Using TAT Peptide. Pharm 

Res. 2026;43(2):495-507. doi:10.1007/s11095-026-04014-6 

・ K Usui, H Kamauchi, Y Yatsui, M Kuroda, Y Kiba, M Kitamura, Y Sugita, Guanacastane-

type diterpenoids with antifungal activity against Candida auris isolated from a 

Marine-derived fungus Coprinellus Xanthothrix. J Nat Med. 2025;80(1):207-214. doi: 

10.1007/s11418-025-01975-7  

・ T Tanikawa, T Hayashi, Y Kiba, H Kamauchi, Y Someya, M Kitamura, Correction: Inhibitory 

effect of [6]-shogaol against 3CLpro activity and SARS-CoV-2 infection. BMC complement 

Med Ther. 2025;25(1):415-415. doi:10.1186/s12906-025-05164-7 

・ T Tanikawa, T Hayashi, Y Kiba, H Kamauchi, Y Someya, M Kitamura, Inhibitory effect of 

[6]-shogaol against 3CLpro activity and SARS-CoV-2 infection. BMC complement Med Ther. 

2025;25(1): 385-385. doi:10.1186/s12906-025-05094-4 

・ T Hayashi, J Hirano, K Murakami, Y Fujii, S Kobayashi, T Tanikawa, M Kitamura, Y 

Someya, Identification of FDA-Approved Drugs That Inhibit SARS-CoV-2 and Human 

Norovirus Replication. Biol Pharm Bull. 2025;48(7):994-1000. doi:10.1248/bpb.b25-

00236.  

・ R Honda, T Saruwatari, D Natsuhara, Y Kiba, S Okamoto, M Nagai, M Kitamura, T Shibata, 

A high-speed sequential liquid compartmentalization method for digital loop-mediated 

isothermal amplification in a microfluidic device. Lab Chip. 2025;25(18):4787-4799. 

doi:10.1039/D5LC00486A  

・ A Miyajima, F Nishimura, D Natsuhara, Y Kiba, S Okamoto, M Nagai, T Yamamuro, M 

Kitamura, T Shibata, Parallel dilution microfluidic device for enabling logarithmic 

concentration generation in molecular diagnostics. Lab Chip. 2025;25(13):3242-3253. 

doi:10.1039/D5LC00356C  

・ K Tanigawa, T Tanikawa, M Kitamura, Y Hayashi, M Kiriya, Y Nakamura, A Kawashima, Y 

Fujiwara, R Morimoto-Kamata, N Ohkura, S Yui, K Karasawa, R Nakamura, K Suzuki, 

Fenugreek inhibits cathepsin G activity and suppresses the progression of malignant 

phenotypes in MCF-7 cells. Biochem Biophys Rep. 2025;42:102021. 

doi:10.1016/j.bbrep.2025.102021 

 

3) 総説 

 

4）症例•事例報告 
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5）学会発表 

・ 騎馬由佳, 谷川尚, 横川貴美, 北村雅史（ポスター）ペオニフロリンは furin 依存的な SARS-

CoV-2 S タンパク質のプロセシングと合胞体形成を抑制する, 日本薬学会第 146 年会, 2026 年 3

月, 大阪 

・ 金澤由紀, 騎馬由佳, 田窪詠子, 横川貴美, 鈴木龍一郎, 佐井賢太郎, 北村雅史（ポスター）ロ

ーズマリー芳香蒸留水の酸化ストレス保護作用の評価, 日本薬学会第 146 年会, 2026 年 3 月, 

大阪 

・ 騎馬由佳，鎌内等，谷川尚，高山淳，北村雅史（ポスター）ブクリョウ成分の SARS-CoV-2 パパ

イン様プロテアーゼ阻害活性およびタンパク質分解誘導化合物への応用, 日本生薬学会第 71 回

年会, 2025 年 9 月, 熊本 

・ 騎馬由佳, 谷川尚, 林 豪, 横川貴美, 北村雅史（ポスター）SARS-CoV-2 スパイクタンパク質に

よる合胞体形成におけるペオニフロリンの抑制効果, 第 42 回和漢医薬学会学術大会, 2025 年 8

月, 広島 

・ 北村雅史, 谷川尚, 林豪士, 騎馬由佳, 鎌内等, 鈴木龍一郎, 安藤広和（ポスター）麻黄湯構成

生薬エキスにおける SARS-CoV-2 由来酵素群の in vitro 阻害効果について, 第 42 回和漢医薬学

会学術大会, 2025 年 8 月, 広島 

・ 北村雅史，横川貴美，山室匡史 (シンポジウム) -違法植物の現状と地域連携型ワークショップ

に関する話題-, 第 42 回 和漢医薬学会学術大会, 2025 年 8 月, 広島 

・ 横川貴美, 山崎千晶, 坂下優香, 北村雅史（口頭）痔瘻モデルラットによる金沢糸の治療効果の

評価, 2025 年クシャ－ラ・スートラ研究会, 2025 年 4 月, 富山 

 

6）助成金、補助金等 

・ 日本学術振興会 科学研究費助成事業 若手研究 1 件、基盤 B (分担) 1 件 

・ 中小企業庁 成長型中小企業等研究開発支援事業(Go-Tech 事業) 2025 年 1 件 

・ 委託研究費 2 件 

・ 企業寄付研究費 3 件  

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・ 漢方薬・生薬認定薬剤師研修会 薬用植物園実習開催（5 月 17 日・9 月 6 日）（北村・横川） 

・ 坂戸市立千代田地域交流センター 千代田大学講座・講師（9 月 17 日）（横川） 

・ 早稲田大学エクステンションセンター   公開講座講師（9 月 25 日、10 月 2、9 日）（横川） 
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衛生化学研究室 

教 授  工藤 なをみ 

助 教  根岸 彰生 

 

1．教員の教育方針 

薬学部 

1）教員の教育方針 

学生が、健康の概念を理解し、人々のヘルスプロモーションを支援することができる薬剤師を目

指すことを支援し、そのために自己学習能力、問題発見能力、問題解決能力を身につけていくこと

教育の目標としている。 

 

2）担当科目 

工藤：毒性学 A・B、基礎栄養学、公衆衛生学 B、栄養・薬学マネジメント論、製剤管理学、薬毒物

分析（開講せず）、薬学実習 F、放射化学実習、卒業研究 

根岸：公衆衛生学 B、薬毒物分析（開講せず）、薬学実習 E、薬学実習 F、放射化学実習、卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

卒業研究テーマ 

・ペルフルオロカルボン酸による肝脂肪蓄積機構の検討-初代培養肝細胞を用いた解析 2- 

・Goto-Kakizaki ラットに対する高脂肪・高ショ糖食の影響-筋肉のトリグリセリド代謝への影響 

・Goto-Kakizaki ラットの脂質代謝に対する高脂肪・高ショ糖食の影響-脂肪組織の解析- 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

学部教育において基礎を修めた者が問題を発見し解決できる自立した技術者（修士課程）・研究者

（博士課程）として成長していくことを支援することを教育の基本とし、特に薬毒物および食品成

分の偏った摂取などの健康障害因子から人を衛る科学者・技術者として活躍できる人材の育成に力

を入れている。 

 

2）担当科目 

工藤：生体防御特論、生体防御特論演習、論文作成法特論、 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

生体異物による健康障害誘発の機序とその防御に関して毒性学、代謝生化学、細胞生物学、分子

生物学の手法を用いてアプローチを行っており、①生体異物の生体内での代謝及び体外排泄機序の

解析、②薬毒物による臓器障害の発生機序の解明と薬物・食物成分による防御、③薬毒物または栄

養摂取異常による脂質代謝異常の誘発とその防御、を研究課題としている。具体的には、１）フッ

素系界面活性剤の安全性評価に関する研究、２）フッ素系界面活性剤の体内動態および生体影響の

解析、３）肝臓におけるオレイン酸およびシスバクセン酸合成の調節機構の解析、４）メタボリッ

クシンドロームにおける異物代謝酵素の変動、である。 
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3．研究業績 

1）著書 

・浅野哲、阿部すみ子、荒田洋一郎、大塚文徳、加藤英明、川嶋洋一、工藤なをみ、杉山晶規、光

本篤史、吉成浩一、衛生化学詳解（上） 第４版、京都廣川書店、2026 年 

・浅野哲、阿部すみ子、荒田洋一郎、大塚文徳、加藤英明、川嶋洋一、工藤なをみ、杉山晶規、光

本篤史、吉成浩一、衛生化学詳解（下） 第４版、京都廣川書店、2026 年 

 

2）原著論文 

 

3）総説 

・PFAS の体内動態、組織分布における性差と動物種差、ファルマシア、67（12）、2025 

・Fujii, Y., Shibata, Y., Tokuda, Y., Ito, Y., Kudo, N., Harada, K., Human exposure and 

toxicity of per- and polyfluoroalkyl substances: Narrative review and perspectives, 

Chemosphere,285, 144508, 2025 

 

4）症例・事例報告 

 

5）学会発表 

・ 根岸彰生、横江祐太郎、市村成、冨田あさ美、市川幸穂、相馬由佳、永島明奈、小畑晴義、吉

木武児、笠井佑起、工藤なをみ、Goto-Kakizaki ラットの組織中トリグリセリド量に対する魚

油の影響 日本薬学会 第 146 年会（2026 年 3 月、大阪） 

 

6）助成金、補助金等 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・埼玉県地方薬事審議会委員（工藤） 

・日本中央競馬会 禁止薬物大検査制度立会人(工藤) 

・地方競馬全国協会 禁止薬物再検査制度 立会人（工藤） 

・厚生労働省薬事・食品衛生審議会専門委員（動物用医薬品残留問題調査会）(工藤) 

・厚生労働省薬事・食品衛生審議会専門委員（動物用医薬品等部会）(工藤) 
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公衆衛生学研究室 

教 授  河合 洋 

 

薬学部 

1）教員の教育方針 

深い知識や思考力、問題発見能力等を得る技能と態度を身につけることを目指し、自らのテーマ

に主体的に取り組み種々の活動を進めていくことを重視する。実験、データ解析、セミナー等、研

鑽する機会を提供して、各学生が能力を伸ばしていくことを支援する。 

 

2）担当科目 

河合：公衆衛生学 A、公衆衛生学 B、毒性学 B、薬毒物分析、薬学実習 F、放射化学実習、卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

卒業研究課題 

・肥満マウスにおける食餌によるレプチン抵抗性への影響 

・喘息の気道炎症における運動と曝露タイミングの影響 

・嗅覚刺激による血糖変動の日内変動 

・ストレス負荷によるうつ症状発症と概日リズム 

・SGLT2 阻害薬の薬効の日内変動 

・精神疾患治療薬による生体リズム変化 

・SNRI の薬効の日内変動 

・HIF1 阻害薬による血糖変動 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

自律した薬学研究者としての能力を養成するため、科学的知見の収集から計画の立案、実行、結

果の解析、考察まで主体的に実施することを支援する。研究活動を通して科学的な洞察力を磨き、

豊かな学識と思考力、真摯な姿勢をもって公衆衛生の向上に貢献できる人材を養成する。 

 

2）担当科目 

河合：生体防御特論、生体防御特論演習 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

生体リズムと病態の関連を解析し、病態の解明や時間治療法の開発につなげることを目指してい

る。うつ病や統合失調症、糖尿病について研究を進めており、各種治療薬の薬効発現の投与時刻依

存性、リズム異常動物における病態発現を観察している。 
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3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

・ Hiroshi Kawai, Naoki Takeda, Naoko Kojima, Reiko Iwadate, Naomi Kudo, Atsushi Mitsumoto. 

Effects of phenobarbital and dosing time on the plasma concentration and pharmacological 

activity of tadalafil in mice. BPB Reports, 8, 86-91, 2025 

・ 河合洋、大島新司、小島裕、高橋直仁、関俊暢. 薬剤師国家試験成績に対する相対的大学教育効

果指標の構築. 薬学教育, 10, e10004, 2026 

・ 河合洋、大島新司、小島裕、高橋直仁、関俊暢. 相対的大学教育効果指標による薬剤師国家試験

成績に関わる薬学教育要素の解析. 薬学教育, 10, e10005, 2026 

 

3）総説 

 

4）症例•事例報告 

 

5）学会発表 

・ 河合洋、阿久津裕士、古旗賢二、小島裕、高橋直仁、関俊暢、通常授業科目における演習導入が

薬学生の学習方略に与える影響、第 10 回日本薬学教育学会大会、2025 年 8 月、東京 

・ 本多沙由里、岩舘怜子、河合洋、環境光条件が抗うつ薬の薬効に及ぼす影響の解析、フォーラム

2025 衛生薬学・環境トキシコロジー、2025 年 9 月、名古屋 

・ 河合洋、山内彩華、中島みり、LPS 誘発うつモデル動物における症状発現およびサイトカイン産

生の日内変動の解析、日本薬学会第 146 年会、2026 年 3 月、大阪 

 

6）助成金、補助金等 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

日本時間生物学会評議員（河合） 

日本薬学会環境・衛生部会構造式小委員会委員（河合） 

日本薬学会代議員（河合） 
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病原微生物学研究室 

教 授  一色 恭徳 

助 教  野村 陽恵 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

社会人としての入り口と捕らえ、学修・生活習慣の改善を図ります。また、学生自身が自ら調べ、

工夫し、自ら実験研究を進めることで問題解決能力の向上を目指します。それらの達成に向け、学

生と教員間のコミュニケーションを重視します。 

 

2）担当科目 

一色：フレッシュマンセミナー（薬学）A、フレッシュマンセミナー（薬学）B、薬学概論、病原微

生物学、薬理学 C、総合生物、薬学総合演習 A、薬学総合演習 B、薬学総合演習 C、薬学総合

演習 D、学内実務実習演習、薬学実習 A、薬学実習 B、薬学実習 C、卒業研究 

野村：微生物学、薬学総合演習 A、薬学総合演習 B、薬学総合演習 D、学内実務実習演習、薬学実習

B、薬学実習 C 

 

3）その他の特記事項 

卒業研究課題 

・腸炎ビブリオ O 抗原に対するモノクローナル抗体の調製 

・腸炎ビブリオ O2、O5 および O11 抗原エピトープの解析 

・越辺川水系における薬剤耐性大腸菌の分布－処理水および支流河川水からの流入に関する考察－ 

・高麗川水系における薬剤耐性大腸菌の分布－降雨と季節変動に関する考察－ 

・-Caryophyllene の Legionella pneumophila に対する抗菌作用メカニズムの解析 

・黄色ブドウ球菌の薬剤耐性調節因子である BlaR1 と BlaI のリコンビナントタンパク質の発現・

精製 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

高度な専門性を養うことを目的として、学生自身が自ら調べ、工夫し、自ら実験研究を進めること

で問題解決能力の涵養を目指します。論理的思考の流れを丁寧に指示することに重点をおきます。 

 

2）担当科目 

一色：先端医療薬学特論 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

香料の持つレジオネラ属細菌に対する抗菌活性メカニズムならびにその寄生宿主であるプロトゾ

アに対する作用を明らかとした。さらに、河川水より分離した大腸菌の抗菌薬感受性を調査し、し

尿汚染指標細菌である大腸菌の抗菌薬耐性化動向を明らかとした。また、腸炎ビブリオリポ多糖分

子上の O 抗原エピトープを解明した。 
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3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

・ 野村陽恵、佐久間克也、一色恭徳 香料の緑膿菌の抗菌薬感受性増強効果、J. Jpn. Cosmet. Sci. 

Soc.、49（4）255－263（2025） 

・ 堀井徳光、木村聡一郎、野村陽恵、小玉菜央、高橋直仁、三ヶ田潤哉、大嶋繁、井上裕、岡﨑真

理 産学官連携による薬剤師職業体験への取り組み―現場で話して、感じて、学び取る！リア

ル薬剤師 職場体験を実施して―、城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要 第６号 96－

103（2026） 

 

3）総説 

 

4）症例•事例報告 

 

5）学会発表 

・ 堀井徳光、木村聡一郎、野村陽恵、小玉菜央、髙橋直仁、三ケ田潤哉、大嶋繁、井上裕、岡﨑真

理 産学官連携事業「現場で話して、感じて、学び取る！リアル薬剤師」が高校生の薬剤師イメ

ージに与える効果、埼玉県保健福祉研究会（埼玉）2026 年 2 月 20 日 

・ 野村陽恵、佐久間克也、一色恭徳 MRSA の抗菌薬感受性に対するβ-Caryophyllene の影響－Ⅱ、

第 99 回日本細菌学会総会（広島）2026 年 3 月 20-22 日 

・ 板倉明日望、野村陽恵、佐久間克也、一色恭徳 2,5,10-trimethyl-2,5,9-cyclododecatrien-1-

yl methyl ketone の MRSA 抗菌薬感受性に対する影響評価、日本薬学会第 146 年会（大阪）2026

年 3 月 26-29 日 

 

6）助成金、補助金等 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

野村陽恵：埼玉県衛生研究所 外部評価委員会委員 
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生化学研究室 

教 授  畑中 朋美 

准教授  谷川 尚 

助 教  大山 翠 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

・ 我々は学生一人一人が「広範な知識と正確な技術に裏打ちされた豊かな人間性と社会性を持つ薬

剤師」になれるよう全面的に支援していきます。 

・ 効率の良い学習方法で薬剤師に必要とされる知識を確実に身に着けるとともに、卒業研究やセミ

ナーによりライフサイエンスの先進的な研究に触れる機会を設けます。 

・ 卒業研究や研究室内イベントの遂行により、自ら率先して必要な情報を収集して問題点を整理し、

それを解決に導く高い問題解決能力を育みます。 

・ 研究室内での様々なプロセスを通じて、自分の個性に自信を持ちつつ、多様な価値観を認め、チ

ーム医療のメンバーに必要とされる高いコミュニケーション能力を持つ人材に育つことを望ん

でいます。 

 

2）担当科目 

畑中：生化学 A、生化学 B、フレッシュマンセミナー（薬学）A、フレッシュマンセミナー（薬学）

B、薬学総合演習 A、薬学総合演習 B、薬学総合演習 C、薬学総合演習 D、学内実務実習演習、

薬学実習 C、選択実験、卒業研究 

谷川：協創力体験演習 I、協創力体験演習Ⅱ、生物学 B、免疫学、生化学 C、薬学総合演習 A、薬学

総合演習 C、薬学総合演習 D、学内実務実習演習、薬学実習 B、薬学実習 C、選択実験、卒業

研究 

大山：生物学 A、生化学 C、薬学概論、フレッシュマンセミナー（薬学）A、フレッシュマンセミナ

ー（薬学）B、学内実務実習演習、情報科学、薬学実習 C、薬学実習 F、放射化学実習、薬毒

物分析、選択実験、卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

・フタル酸ジブチルのヒト皮膚内代謝と CES1A 遺伝子の関係 

・フタル酸ジブチルのヒト経皮吸収動態に及ぼすカルボキルエステラーゼの影響 

・ヒト皮膚におけるカルボキシルエステラーゼの特性評価 

・生分解性ポリマー含有スプレー型サンスクリーン剤による透明薄膜形成の試み 

・ヒト表皮角化細胞における IL-17 刺激による CCL20 放出に及ぼすガレクチン-7 の影響 

・ガレクチン 3 および 7 の併用添加によりヒト表皮角化細胞内のアクチンとコータクチンの共局在

する 

・ガレクチン-3 および 7 のヒト表皮角化細胞遊走促進効果に及ぼす糖添加の影響 

・Gal-3 もしくは-7 の単独添加が及ぼすヒト表皮角化細胞の遊走シグナルへの影響 

・香辛料抽出成分による抗炎症効果のスクリーニング 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

医学・薬学研究領域における生化学分野の自立した研究者としての能力を養うために 

・本課程で学んだ知識を体系的にまとめて自らの研究に応用するとともに、他者に説明する能力を

育む。 

・自ら率先して必要な情報を収集して問題点を整理し、それを解決に導く高い問題解決能力を育む。 
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・自らの個性を伸ばしつつ、多様な価値観を認め、国内外の研究者と対等に渡り合える高いコミュ

ニケーション能力を育む。 

広範な知識と正確な実験技術に裏打ちされた豊かな個性と社会性を持つ研究者になるよう全面的に

支援する。 

 

2）担当科目 

畑中：生体防御特論、生体防御特論演習、生化学演習、博士論文研究 

谷川：生体防御特論、生体防御特論演習、生化学演習、博士論文研究 

大山：生体防御特論、生体防御特論演習、生化学演習、博士論文研究 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

・ 慢性炎症性皮膚疾患である乾癬の増悪メカニズムに対する天然由来化合物の作用解析 

・ 天然由来成分を用いた筋萎縮の予防・改善に関する分子生物学的検討 

 

2．研究課題 

疾患や生命現象における特定の分子の役割や天然由来抽出物の作用を、患者および動物とその組

織や培養細胞を用いて生化学、遺伝子工学、細胞工学的手法で解析し、新たな疾患の診断法や治療

法を確立することを目指し、（１）ガレクチンの皮膚損傷治癒における役割の解明、（２）皮膚内代

謝を基盤とするシックハウス症候群診断基準の構築、（３）カルシニューリン阻害剤をリード化合物

とする円形脱毛症の新規治療薬の開発、（４）色素性乾皮症患者の QOL 改善を目的とする生分解性ポ

リマー薄膜を利用したサンスクリーン製剤の開発、（５）生薬および食成分の生体防御効果の評価を

行う。 

 

3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

・ Tanikawa T, Yu J, Hsu K, Chen S, Ishii A, Kitamura M., Nattokinase Attenuates Acute 

Cerebral Infarction in a Rat Model of Middle Cerebral Artery Occlusion, In Vivo, 40, 

865-877, 2026 

・ Tanikawa T, Hayashi T, Kiba Y, Kamauchi H, Someya Y, Kitamura M., Inhibitory effect of 

[6]-shogaol against 3CLpro activity and SARS-CoV-2 infection, BMC Complement Med Ther, 

25, 385.2025 

・ Hayashi T, Hirano J, Murakami K, Fujii Y, Kobayashi S, Tanikawa T, Kitamura M, Someya 

Y., Identification of FDA-Approved Drugs That Inhibit SARS-CoV-2 and Human Norovirus 

Replication, Biol Pharm Bull, 48, 994-1000, 2025 

・ Arai A, Oyama T, Nakajima T, Usui M, Sato E, Kamiya T, Oyama M, Tanikawa T, Takeuchi 

T, Abe T, Hatanaka T., Effects of betulinic acid and ursolic acid on IL-17-induced 

CCL20 release via the ERK1/2-C/EBPβ pathway in normal human epidermal keratinocytes, 

Life (Basel), 15, 1073, 2025  

・ Kuwashima R, Ishizuka M, Tanikawa T, Ishida Y, Nakata D, Terao K, Inoue Y., Evaluation 

of the effects of ursolic acid/γ‑cyclodextrin or cyclodextrin‑based metal‑organic 

framework‑1 complexes on reducing cytotoxicity and improving muscle atrophy in C2C12 

cells, Int J Fun Nutr, 6, 6, 2025 

・ Tanikawa T, Kiba Y, Ueno T, Kenmotsu H, Suzuki R, Kitamura M., Inhibitory of Perilla-

derived essential oil on SARS-CoV-2 activities in vitro. New food Indust, 67, 349-355, 
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2025 

・ Tanigawa K, Tanikawa T, Kitamura M, Hayashi Y, Kiriya M, Nakamura Y, Kawashima A, 

Fujiwara Y, Morimoto-Kamata R, Ohkura N, Yui S, Karasawa K, Nakamura R, Suzuki K., 

Fenugreek inhibits cathepsin G activity and suppresses the progression of malignant 

phenotypes in MCF-7 cells, Biochem Biophys Rep, 42, 102021 2025 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

 

5）学会発表 

・ 新井杏奈、大山貴央、中島豊彰、碓井みちる、佐藤恵名、神谷貴紀、大山翠、谷川尚、武内智春、

阿部武彦、畑中朋美、正常ヒト表皮角化細胞における IL-17 シグナル下流の ERK1/2-C/EBP 経路

依存性 CCL20 誘導に対するベツリン酸およびウルソール酸の影響、第 146 年会日本薬学会、2026

年 3 月、大阪 

・ 騎馬由佳、谷川尚、林豪士、北村雅史、ペオニフロリンは furin 依存的な SARS-CoV-2 S

タンパク質のプロセシングと合胞体形成を抑制する、第 146 年会日本薬学会、2026 年 3 月、

大阪 

・ 騎馬由佳，鎌内等，谷川尚，高山淳，北村雅史、ブクリョウ成分の SARS-CoV-2 パパイン様プロ

テアーゼ阻害活性およびタンパク質分解誘導化合物への応用、第 71 年会日本生薬学会、2025 年

9 月、熊本 

・ 騎馬由佳、谷川尚、林豪士、横川貴美、北村雅史、SARS-CoV-2 スパイクタンパク質によ

る合胞体形成におけるペオニフロリンの抑制効果、第 42 回和漢医薬学会学術大会、2025 年

8 月、広島 

・ 北村雅史、谷川尚、林豪士、騎馬由佳、鎌内等、鈴木龍一郎、安藤広和、麻黄湯構成生薬エキス

における SARS-CoV-2由来酵素群の in vitro 阻害効果について、第 42回和漢医薬学会学術大会、

2025 年 8 月、広島 

・ 阿部宏洸、大山翠、谷川尚、森川明希乃、西片百合、中島康友、上條北斗、岡村陽介、畑中朋美、

生分解性ポリマー含有スプレー型サンスクリーン剤による透明薄膜形成の試み、日本薬剤学会第

40 年会、2025 年 5 月、東京 

 

6）助成金、補助金等 

・科学研究費補助金 基盤研究（C) （一般）  23K11461  2023 年～2025 年度 研究代表者 

・寄付研究費 2 件 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・日本薬剤学会代議員（畑中） 

・生物系薬学部世話人会（畑中） 
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薬品作用学研究室 

教 授  岡﨑 真理 

教 授  袁  博 

助 教  松﨑 広和 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

薬学を学ぶことを通じて、学生自らが自己の能力向上に努め、将来、薬剤師として社会に貢献で

きる知識・技術および問題解決能力を養えるよう支援する。また、医療者としての倫理観を持ち、

かつ創造的で個性豊かな人材を育成することを教育目標としている。 

 

2）担当科目 

岡﨑：生理学 B、基礎薬理学、薬理学 A、薬学実習 E（薬理学系）、薬学総合演習 D、卒業研究、食品

調理加工学実習 

袁 ：薬理学 A、生理学 B、薬理学 C、薬学実習 C（生化・衛生系）、薬学実習 E（薬理学系）、薬学

総合演習 B、薬学総合演習 C、薬学総合演習 D、学内実務実習演習、卒業研究 

松﨑：生理学 A、薬学概論、統合演習、薬学総合演習 A、薬学実習 A（生物系）、薬学実習 E（薬理学

系）、卒業研究 

 

3）その他の特記事項（卒業研究の課題名） 

・脳梗塞モデル動物を用いた天然化合物およびその誘導体の脳保護効果に関する研究 

・学習・記憶障害モデル動物を用いた天然化合物およびその誘導体の効果に関する研究 

・うつ病モデル動物を用いた天然化合物およびその誘導体の抗うつ効果に関する研究 

・天然化合物およびその誘導体のマウス摘出血管平滑筋の弛緩作用に関する研究 

・培養細胞の酸化ストレス障害に対して保護作用を有する化合物の探索 

・天然化合物およびその誘導体による既存抗がん剤の殺細胞作用増強機構に関する研究 

・がん細胞対する新規有機ヒ素化合物ダリナパルシンの抗腫瘍活性に関する研究 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

本講座では、おもにフェルラ酸、クルクミンとその誘導体の作用解析を通じて、虚血性脳血管障

害、記憶学習障害、抑うつ・不安等の中枢神経系の機能障害の予防・改善に有効な新規化合物の探

索を行っている。また、培養神経細胞や血管内皮細胞を用いて、化合物の作用メカニズムについて

分子レベルの検討を行っている。講義・演習では、中枢神経薬理研究に取り組むことによって、大

学院生が高度な知識と技能を習得できることを目標とする。 

 

2）担当科目 

岡﨑：生体防御特論、先端医療薬学特論、生体防御特論演習、薬品作用学演習、博士論文研究 

袁 ：生体防御特論、生体防御特論演習 

松﨑：生体防御特論、生体防御特論演習、薬品作用学演習 

 

3）博士論文研究指導 

・光血栓性脳梗塞モデルにおけるフェルラ酸誘導体 FAD012 の神経血管保護作用に関する研究（博

士課程 4 年 周郷 広史） 

・虚血性脳血管障害における血管内皮の壊死性細胞死に対するフェルラ酸誘導体 FAD012 の保護作

用（博士課程 3 年 青山 隼也） 
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2．研究課題 

本研究室では、脳血管障害や記憶学習障害、ストレスによる抑うつ・不安等の中枢神経系疾患の

モデル動物を用いた神経薬理学研究により、これらの疾病の予防・治療に有効な薬物の探索とその

作用機序の解明を目指している。今年度は、フェルラ酸誘導体 FAD012 およびクルクミン誘導体

CUD003 について、上記の病態に対する予防・改善効果を実証し、その作用メカニズムの一端を明ら

かにした。今後、さらなる作用メカニズムの詳細な検討、および効力の強い新規化合物の探索を進

める。 

また、種々のがん細胞に対する薬物単独および併用効果を検討することにより、抗がん剤の効果

を維持・増強する一方、その投与量の減量により副作用を軽減できる可能性のある新規物質の探索

を行っている。さらに、白血病細胞に対する新規有機ヒ素化合物ダリナパルシンの抗腫瘍活性およ

び適用拡大に関する研究を進めている。 

 

3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

・Shikama K., Takayama J., Xuan M., Matsuzaki H., Yuan B., Teramae H., Okazaki M., Sakamoto 

T. Design and Synthesis of Ferulic Acid Derivatives with Enhanced Antioxidant and 

Neuroprotective Activities: Discovery of Dual Antioxidant Agent. AppliedChem. 5 (4), 1-

15, 2025-02. 

・Sugoh H., Matsuzaki H., Takayama J., Iwata N., Xuan M., Yuan B., Sakamoto T., Okazaki 

M. FAD012, a Ferulic Acid Derivative, Preserves Cerebral Blood Flow and Blood-Brain 

Barrier Integrity in the Rat Photothrombotic Stroke Model. Biomedicines. 2025 Sep 

30;13(10):2403. 

・Matsuzaki H., Arai A., Xuan M., Yuan B., Takayama J., Sakamoto T., Okazaki M. CUD003, 

a Novel Curcumin Derivative, Ameliorates LPS-Induced Impairment of Endothelium-Dependent 

Relaxation and Vascular Inflammation in Mice. Int J Mol Sci. 2025 Sep 11;26(18):8850.  

・Iwata N., Ogawa N., Imai T., Ridzuan SSB., Kamiuchi S., Matsuzaki H., Xuan M., Yuan B., 

Okazaki M., Hibino Y. Administration of Ascorbic Acid Alleviates Neuronal Damage After 

Cerebral Ischemia in ODS Rats. Antioxidants (Basel). 2025 Jun 23;14(7):773. 

・Asano T., Matsuzaki H., Xuan M., Yuan B., Takayama J., Sakamoto T., Okazaki M. Chronic 

Administration with FAD012 (3,5-Dimethyl-4-hydroxycinnamic Acid) Maintains Cerebral 

Blood Flow and Ameliorates Swallowing Dysfunction After Chronic Cerebral Hypoperfusion 

in Rats. Int J Mol Sci. 2025 Apr 1;26(7):3277. 

 

3）総説 

 

4）症例•事例報告 

 

5）学会発表 

・松﨑 広和, 中嶋 龍之介, 安 信基, 島根 美奈子, 萩原 万結, 矢澤 ひより, 玄 美燕, 髙山 

淳, 坂本 武史, 岡﨑 真理：クルクミン誘導体 CUD002 のマウス LPS 誘発うつ様行動に対する

予防効果，日本薬学会 第 146 年会，2026 年 3 月（大阪） 

・青山 隼也，北岡 聡，玄 美燕，高山 淳，松﨑 広和，袁 博，江川 祐哉，坂本 武史，岡﨑 真理：

bEnd.3 細胞における OGD/R 誘発酸化ストレスに対するフェルラ酸誘導体 FAD012 の効果，日本薬

学会 第 146 年会，2026 年 3 月（大阪） 
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・周郷 広史，松﨑 広和，岩田 直洋，玄 美燕，髙山 淳，坂本 武史，袁 博，岡﨑 真理：光血栓

性モデルにおける FAD012予防投与による t-PA治療時間枠拡大の検討，日本薬学会 第 146年会，

2026 年 3 月（大阪） 

・色摩 光一，高山 淳，玄 美燕，松崎 広和，袁 博，岡崎 真理，坂本 武史：フェルラ酸誘導体 FAN003

の酸化反応に伴うクマリン誘導体生成と抗酸化・細胞保護作用の解析，日本薬学会 第 146 年会，

2026 年 3 月（大阪） 

・今井 十夢，岩田 直洋，日比野 康英，岡崎 真理，神内 伸也：糖尿病ラットにおける脳虚血再灌

流障害に対する nNOS 阻害剤の効果，日本薬学会 第 146 年会，2026 年 3 月（大阪） 

・菊地 秀与, 渡口 由姫, 岩田 直洋, 新井 理絵, 西村 良夫, 袁 博, 力武 航大, 小野寺 惇, 櫻

井 裕之, 須永 克佳：新規合成 2-methylthio dihydropyrimidine, 2-MTDP 03 のマウスに対する

毒性試験，日本薬学会 第 146 年会，2026 年 3 月（大阪） 

・渡口 由姫, 菊地 秀与, 西村 良夫, 新井 理絵, 袁 博, 須永 克佳：カスパーゼおよびキナーゼ

シグナル伝達経路が 2-MTDP 03 に誘導される NB4 細胞のアポトーシスに関与する，日本薬学会 

第 146 年会，2026 年 3 月（大阪） 

・松崎 広和，新井 杏奈，玄 美燕，袁 博，髙山 淳，坂本 武史，岡崎 真理：クルクミン誘導体

CUD0003 は LPS 誘発内皮依存性血管弛緩障害および血管炎症を抑制する，第 99 回日本薬理学会年

会, 2026 年 3 月（仙台） 

・青山 隼也，北岡 聡，高山 淳，松﨑 広和，袁 博，江川 祐哉，坂本 武史，岡﨑 真理：酸素・

グルコース欠乏／再酸素化処理における脳内皮細胞の回復過程と VEGF シグナルの関与，第 99 回

日本薬理学会年会, 2026 年 3 月（仙台） 

・周郷 広史，松﨑 広和，岩田 直洋，玄 美燕，髙山 淳，坂本 武史，袁 博，岡﨑 真理：光血栓

性脳梗塞モデルにおけるフェルラ酸誘導体 FAD012 による NO 依存的脳血流維持効果，第 99 回日

本薬理学会年会, 2026 年 3 月（仙台） 

・菊地 秀与, 渡口 由姫, 王 榕檀, 宮下 振一, 矢尾 幸三, 高木 教夫, 岡﨑 真理, 須永 克佳, 

袁 博：EBV 陽性 B 細胞株に対するヒ素製剤の細胞毒性作用，第 99 回日本薬理学会年会, 2026 年

3 月（仙台） 

 

6）助成金、補助金等 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：岡﨑、分担：袁、松﨑） 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：袁、分担：岡﨑、松崎） 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：松﨑、分担：岡﨑、袁） 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：玄 美燕、分担：岡﨑、袁、松﨑） 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：岩田 直洋、分担：岡﨑） 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：菊地 秀与、分担：袁） 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）（代表：西村 良夫、分担：袁） 

・ソレイジア･ファーマ株式会社委託研究：（代表：袁） 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・日本薬理学会評議員（岡﨑） 

・毛呂山町教育委員（岡﨑） 

・東京薬科大学客員教授（袁） 

・公益財団法人・日中医学協会 広報委員会委員（袁） 

・世界中医薬学会連合会 血液学専門委員会（中国）理事兼副事務局長（袁） 

・東京都稲城市市民団体「アジア文化を学ぶ会」（「がん」の科学）講師（令和 8 年 3 月 2 日、袁） 

・幸手看護専門学校 非常勤講師【臨床薬理 I、臨床薬理 II】（松崎） 
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臨床薬理学研究室 

教 授  木村 光利 

准教授  茂木 肇 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

当研究室（講座）では、学生の自主性を重んじ、配属生が自ら企画運営するセミナー（薬理学を

中心とした生物系の科目を教員がサポートする）や研修会（ゼミ・教室旅行等）などを行っている。

6 年生に対しては、卒業論文、就職活動および国家試験の合格を、5 年生に対しては、実務実習のフ

ォロー、卒業実験および国家試験への準備、4 年生に対しては、卒業実験の準備・早期の実施、共

用試験ならびに国家試験対策への準備、担任の 1～3 年生に対しては進級が可能となることを、それ

ぞれ第一の目標としている。これらの目標の達成を支援すべく、研究室の一部を配属学生のセミナ

ー室として解放し、配属生が自主的に学習し易い環境や教材を整え、随時、指導している。 

 

2）担当科目 

木村光：生物学 A、薬学概論、フレッシュマンセミナーB、基礎薬理学、薬理学 B・C、薬学総合演習

A・B・C・D（薬理学）、学内実務実習演習（薬理学）、薬学実習 B（微生物学系）、選択実験、

薬学実習 E（薬理学系）、長期実務実習（病院・薬局）、卒業研究 

茂 木：細胞生理学、薬学総合演習 A、薬学総合演習 D（生理学）、統合演習、薬学実習 B（微生物

学系）、選択実験、薬学実習 E（薬理学系）、地域医療論、卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

卒業論文課題 

・ 70%部分肝切除ラットにおける extracellular signal-regulated kinase 1/2 活性に対する

triiodothyronine の効果に関する研究 

・ 70％部分肝切除ラットの Akt 活性に対する triiodothyronine の効果に関する研究 

・ ラット初代培養肝実質細胞の glutamic acid の細胞増殖促進作用に対する phosphoinositide 

3-kinase 阻害薬の効果に関する研究 

・ ラット初代培養肝実質細胞の代謝型 glutamic acid 受容体を介した細胞増殖作用機構に関する

研究 

・ ラット初代培養肝実質細胞における erythropoietin の phospholipase Cγ 活性化促進作用に関

する研究 

・ ロキソニンを例にした第一類医薬品の適正使用説明に対する購入者への理解度調査 

 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

当講座では、下記に示した研究課題や外部講師による教室内セミナーなどに参加することにより、

将来、臨床試験（治験）や薬物の有効性および安全性の確保などに関する諸問題に、薬剤師として

関わり、解決できるための基本的な知識・技能・態度が自然と身につくように計画を立て、指導を

行っている。 

 

2）担当科目 

木村光：生物薬学特論、生物薬学特論演習、4 専攻先端特論、臨床薬理学特論演習、修士論文研究、

博士論文研究 

茂 木：生物薬学特論、修士論文研究 
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3）修士論文研究指導 

・フェラムリンの肝臓細胞における炎症抑制作用の検討（茂木） 

 

4）博士論文研究指導 

・光血栓性脳梗塞モデルにおけるフェルラ酸誘導体 FAD012 の神経血管保護作用に関する研究 

（木村光） 

 

2．研究課題 

初代培養肝実質細胞系およびヒト肝癌由来細胞株 HepG2 細胞を用いて、肝細胞の増殖に影響を及

ぼす成長因子やサイトカインの作用のシグナル伝達機構を検討している。さらに、これらの成果を

基にして、ラット部分肝切除モデルを用いて、肝再生の仕組みを解明することと、肝再生を促進す

る新薬候補物質の探索を行っている。 

 

3．研究業績 

1）著書 

・木村光利、ファーマシューティカルノート、医学評論社、2008 年～ 

・木村光利、最新薬理学 第 10 版、廣川書店、2016 年～ 

・木村光利、PRACTICAL 基礎生物学、京都廣川書店、2019 年～ 

 

2）原著論文 

・ Moteki H, Ogihara M, Kimura M. Intracellular Signaling Pathways for Erythropoietin-

Induced Cell Proliferation in Primary Cultured Hepatocytes. Biol Pharm Bull. 49, 281-

290. (2026) 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

 

5）特許 

 

6）学会発表 

・ 福田 健人、森山 晃匡、大城 珠央、齊木 萌南、茂木 肇、荻原 政彦、木村 光利、部分

肝切除ラットにおけるトリヨードチロニンの肝再生促進効果に関する検討、第 69 回日本薬学会

関東支部大会、2025 年 9 月、日本薬科大学（大宮） 

・ 茂木 肇、荻原 政彦、木村 光利、L-グルタミン酸誘発肝実質細胞増殖における代謝型グルタ

ミン酸受容体の関与、第 99 回日本薬理学会年会、2026 年 3 月、東北大学川内キャンパス （仙

台） 

・ 茂木 肇、荻原 政彦、木村 光利、S-アリル-L-システイン誘導性肝細胞増殖を増強する PKC

シグナルは RKIP による B-Raf 抑制解除を介して相互作用をする、日本薬学会第 146 年会 2026

年 3 月、関西大学千里山キャンパス （大阪） 

 

 

7）助成金、補助金等 

・株式会社アシスト助成（茂木、木村光） 

・日本学術振興会 科学研究費助成（科研費）基盤研究 C（2 件） 

1） 生体肝移植後の肝再生現象に対する甲状腺ホルモンの作用の検討とその分子機構の解

明 （23K08036 代表：木村光、分担：茂木） 
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2） 肝再生促進薬の開発を目指した L-グルタミン酸の肝細胞増殖促進作用機構の解

明 （25K11895 代表：茂木、分担：木村光） 

 

 

4．社会活動 

・日本薬理学会 学術評議委員、薬理学エヂュケーター（木村光） 

・日本薬学会 代議員（木村光） 

・日本薬学会関東支部会 幹事 (木村光) 

・薬学共用試験センター OSCE モニター委員（木村光、茂木） 

・日本私立薬科大学協会薬理教科検討委員会委員（木村光） 

・薬学教育協議会薬理学関連教科担当教員会議委員(木村光) 

・城西大学生命科学研究センター研究員（木村光） 

・公私立大学実験動物施設協議会代議員（木村光） 

・日本実験動物学会代議員（木村光） 

・日本実験動物技術者協会代議員（木村光） 

・日本医療科学大学非常勤講師（薬理学・臨床薬理学）（木村光） 

・薬学教育評価機構評価委員（木村光） 

 

 

  

97



37 

 

生理学研究室 

教 授  大竹 一男 

准教授  柴 祥子 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針  

本講座では生活習慣病に対する予防、治療およびメカニズムの解明を目的としている。 

培養細胞と実験動物を用い、1)糖尿病、脂質異常症、高血圧などの生活習慣病、がんの発症メカニ

ズムの解明、2)病態時に変動する因子を特定した上での薬物及び栄養成分などによる予防及び治療

についての検討を行う。また、症例を中心に勉強したり、文献的に検討することにより臨床薬剤師

としての能力を高めることを望んでいる。 

 

2）担当科目  

大竹：生理学 A、解剖学、細胞生理学、フレッシュマンセミナーA、薬学概論、薬学実習 A、薬学実

習 D、協創力体験演習 I、協創力体験演習 II、食品調理加工学実習、卒業研究 

柴 ：医療栄養学、医療栄養学演習、ライフステージ栄養学／栄養学、スポーツ医学／運動障害と

予防、コミュニケーション体験演習、臨床後演習／統合演習、薬学実習 A、薬学実習 F、食品

調理加工学実習、卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

卒業研究課題   

・ ラット慢性心不全モデルにおける亜硝酸ナトリウム及びヒドララジンによる予防・治療効果 

・ ラット慢性心不全モデルにおける sGC 刺激薬による治療効果の解析 

・ 三次元ヒト前立腺がん細胞を用いた魚油成分によるがん幹細胞の増殖抑制作用の解析 

・ 三次元ヒト乳がん細胞を用いた魚油成分によるがん幹細胞の増殖抑制作用の解析 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

培養細胞と実験動物を用い、 

a) 糖尿病、脂質異常症、高血圧、がんなどの生活習慣病発症メカニズムの解明 

b) 病態時に変動する因子を特定した上での薬物及び栄養成分などによる予防及び治療についての

検討 

c) n-3（ω3）系多価不飽和脂肪酸のがん細胞増殖抑制効果とそのメカニズムの解明 

を行う。 

 

2）担当科目 

大竹：臨床治療学特論、臨床治療学特論演習、生理学演習、博士論文研究 

柴 ：論文作成法特論、臨床治療学特論、臨床治療学特論演習 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

・種々のがん細胞株および担がんマウスモデルにおける栄養成分、抗がん剤等の併用に関する研究 

・新規慢性心不全モデル動物における既存医薬品の治療効果に関する研究 
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2．研究課題 

生活習慣病およびがんの予防、治療、病態のメカニズムに関する研究 

・n-3（ω3）系多価不飽和脂肪酸のがん細胞増殖抑制機序に関する検討 

・担がんマウスモデルの作製と生体におけるがん細胞増殖抑制機序に関する検討 

・糖尿病モデルマウスを用いた食餌・運動・薬物療法の効果の検討 

・新規慢性心不全モデル動物における既存医薬品の治療効果に関する研究 

・硝酸塩由来 NO 補給を目的とした野菜・果物ジュースの評価・開発に関する研究 

・硝酸塩由来 NO 補給を目的とした製剤設計に関する基礎的研究 

 

3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

・Ran S, Kono Y, Sonoda K, Kitamori K, Ohtake K, Mori M, Kurtz TW, Yamori Y, Kobayashi J, 

Nakayama H, Fukuoka T, Kawai Y, Tago H, Watanabe N, Sato I, Yamamoto S, Hirohata S, 

Watanabe S., Effect of Dietary Sodium Nitrite Supplementation on Spontaneous 

Intracerebral Hemorrhage in Stroke-Prone Spontaneously Hypertensive Rats. Prev Nutr 

Food Sci. 30(6):539-548, 2025.12.  

・Kazuhiro Ikeda, Sachiko Shiba, Masataka Yokoyama, Masanori Fujimoto, Kuniko Horie, 

Tomoaki Tanaka, Satoshi Inoue. Mitochondrial Respiratory Supercomplex Assembly Factor 

COX7RP Contributes to Lifespan Extension in Mice. Aging Cell. 25(1):e70294, 2026.1. 

・Kono Y, Sonoda K, Ohtake K, Ota A, Yamamoto S, Nakayama H, Fukuoka T, Kawai Y, Tago H, 

Watanabe N, Sato I, Hirohata S, Kitamori K, Watanabe S., Early administration of renin-

angiotensin system inhibitors improves survival and cardiac remodeling in heart failure 

with preserved ejection fraction., PLoS One. 21(3):e0339600, 2026.3. 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

 

5）学会発表 

・柴 祥子、池田和博、中山哲俊、堀江公仁子、井上 聡、田中知明、MDA-MB-231 細胞の三次元培養

モデルにおいてエイコサペンタエン酸（EPA）はスフェロイド形成を抑制させる、第 7 回がん三次

元培養研究会、2026 年 2 月 17 日（築地）． 

 

6）助成金、補助金等 

・日本学術振興会科学研究費助成金 基盤研究 C １件（代表：柴） 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・大竹 一男：群馬医療福祉大学 非常勤講師 

・大竹 一男：埼玉県立大学 非常勤講師 
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臨床病理学研究室 

教 授  渡辺 知恵 

助 教  安藤 祐介 

 

1．教育に対する取り組み 

 

薬学部 

1）教員の教育方針 

高い志と意識を持った社会・医療に貢献できる人材の育成をモットーに、目的意識を明確にもっ

た自主性と協調性のある人材の育成を実践している。研究においては、医療を介して社会に役立つ

研究開発を目的とし、組織学や生化学、分子生物学的手法を用いて、リンパ管系の発生や機能の同

定、リンパ管系が関わる種々の疾病の形成機構の解明、炎症・免疫・代謝疾患等の治療を目的とし

た研究等を推進することにより、研究への興味のみならず、医療全般に対する意識と知識の育成を

促進する。講義においては、変わりゆく薬剤師の臨床での役割を鑑み、より実臨床に即しつつもわ

かりやすい講義の実践とアクティブラーニングの積極的導入を行っている。 

 

2）担当科目 

渡辺：病態学 A、病態学 B、病態学 C、スポーツ医学、医療栄養学、医療薬学論、薬学実習 A、食品

加工学実習、薬学総合演習 B、薬学総合演習 C、薬学総合演習 D、学内実務実習演習、卒業

研究 

安藤：病態学 A、病態学 B、病態学 C、スポーツ医学、実用薬学英語、医療薬学論、薬学総合演習

Ｂ、薬学総合演習 D、薬学実習 A、薬学実習 D、卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

卒業研究課題 

・CRISPR/Cas9 システムを用いた Coronin-1 欠損マクロファージ細胞株の樹立 

・ヒト気管支平滑筋細胞における IL-13Rα1 を介して発現誘導される新規遺伝子の同定 

・HT29-MTX 細胞における種々の Mucin 遺伝子を発現増強させる条件の検討 

・ウマブドウの抗がん作用に関する調査および検討 

・核酸分子の腸管上皮透過性亢進に寄与する吸収促進剤の検討 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

バイオ医薬の目覚ましい開発により、従来の医薬品では治療が難しかった重篤な症状や、難治性

疾患に対する治療が可能になってきている。当講座では、免疫系に関わる難治性疾患に対する新規 

バイオ医薬の開発を目指し、リンパ管系の恒常性維持機構の解明や喘息疾患の病態解明、バイオ医

薬品の新規創製、またこれらを効率的に標的細胞に届けるための工夫など、さまざまな手法を用い

て多面的に研究・開発を行っている。これらを通して、薬学分野ならではの幅広い知識と高度な技

術を修得し、医療を通して社会に貢献できる研究者の養成を目指す。 

 

2）担当科目 

渡辺：臨床治療学特論 

安藤：臨床治療学特論 

 

3）修士論文研究指導 

4）博士論文研究指導 
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2．研究課題 

・難治性疾患に対する新規核酸医薬の開発 

・核酸医薬の全身性デリバリーシステムの開発 

・リンパ移行性医薬の開発に資するリンパ系機構の解明 

・変形性膝関節症における再生医療適応の判定基準および治療アルゴリズムの確立 

・アレルギー性気管支喘息の新規発症機序の解明 

・血小板の質的・量的な異常に起因する病態形成機構の解明 

 

3．研究業績 

1）著書 

 渡辺知恵・安藤祐介、薬学生のための臨床病態学、免疫・炎症・アレルギー系の疾患、p289-

312、鈴木立紀・渡辺知恵（編集）、南江堂、2026 年 

 

2）原著論文 

 Ando, Y., Takeshima, H., Hasegawa, S., Watanabe, C., Hara-Kudo, Y., & Oku, T. (2026). 

Dual regulation of coronin-1 expression by the core promoter and intronic regions. The 

Journal of Immunology, 215(3), vkaf349.  

 Adachi, Y., Ando, Y., Nagaosa, K., Maeno, M., Yamashita, M., Takenoya, F., Shioda, S., 

Hanazaki, M., Sakai, H., & Chiba, Y. (2026). Role of periostin in the development of 

nasal hyperresponsiveness in mice with allergic rhinitis. International Journal of 

Molecular Sciences, 27(3), 1151. 

 

3）総説 

4）症例•事例報告 

 

5）学会発表 

・安藤 祐介，竹島 秀幸，長谷川 晋也，渡辺 知恵，工藤 由起子，奥 輝明，マクロファージにお

ける Coronin-1 発現は、上流プロモーター領域とイントロン内エンハンサーに制御される，第 98

回日本生化学会大会（京都），2025 年 11 月 

・ナツ アンヅキ，伊藤 帆香，松井 里彩子，奥 輝明，安藤 祐介，真島 恵介，佐藤 健，マスト細

胞における coronin-1a Tyr-25 リン酸化による F-actin および脱顆粒の制御，第 98 回日本生化

学会大会（京都），2025 年 11 月 

・奥 輝明，喜多川 翔貴，中家 千花，安藤 祐介，野田 義博，柏倉 淳一，工藤 由起子，マスト細

胞機能における Coronin-1 の役割，第 98 回日本生化学会大会（京都），2025 年 11 月 

・成田 美翔，竹内 萌，宮本 瑞緒，安藤 祐介，工藤 由起子，奥 輝明，T 細胞特異的な Coronin-

1 のチロシンリン酸化，第 98 回日本生化学会大会（京都），2025 年 11 月 

・小野島 瑠那，渡會 友梨，堤 大樹，安藤 祐介，工藤 由起子，奥 輝明，黄色ブドウ球菌産生物

質 SSL11 によるマスト細胞抑制機構の解析，第 98 回日本生化学会大会（京都），2025 年 11 月 

・松井 里彩子，伊藤 帆香，ナツ アンヅキ，奥 輝明，安藤 祐介，眞島 恵介，佐藤 健，Coronin-

1a リン酸化による F-actin 結合制御機構への計算科学的アプローチ，第 48 回日本分子生物学会

年会（横浜），2025 年 12 月 

・高山 綾菜，石川 陽菜，山下 道生，安藤 祐介，竹ノ谷 文子，渡辺 知恵，塩田 清二，酒井 寛

泰，花崎 元彦，千葉 義彦，スギ花粉誘発アレルギー性鼻炎モデルマウスの鼻粘膜組織における

各種 Cl⁻ channel 遺伝子発現の変化，日本薬学会第 146 年会（大阪），2026 年 3 月  

・佐藤 佑香，並木 優子，山下 道生，安藤 祐介，竹ノ谷 文子，渡辺 知恵，塩田 清二，酒井 寛

泰，花崎 元彦，千葉 義彦，スギ花粉誘発アレルギー性鼻炎モデルマウスの鼻粘膜組織における

各種 aquaporin 遺伝子発現の変化，日本薬学会第 146 年会（大阪），2026 年 3 月  
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・志賀 妃菜，山下 道生，安藤 祐介，竹ノ谷 文子，渡辺 知恵，塩田 清二，酒井 寛泰，花崎 元

彦，千葉 義彦，スギ花粉誘発過敏性鼻粘膜組織における RhoA/ROCKs 遺伝子発現の変化，日本薬

学会第 146 年会（大阪），2026 年 3 月  

・安達 幸佳，永翁 かなた，山下 道生，安藤 祐介，竹ノ谷 文子，渡辺 知恵，塩田 清二，酒井 寛

泰，花崎 元彦，千葉 義彦，スギ花粉誘発アレルギー性鼻炎時の鼻粘膜過敏性形成における

periostin の関与，日本薬学会第 146 年会（大阪），2026 年 3 月  

・津久井 優希，北岡 諭，岡部 真子，奥 輝明，江川 祐哉，渡辺 知恵，松田 芳和，安藤 祐介，

変形性膝関節症発症時の滑膜細胞における ACOD1 発現誘導とイタコン酸産生の亢進，日本薬学会

第 146 年会（大阪），2026 年 3 月  

・原田 尚美，渡邉 あや，山下 道生，安藤 祐介，竹ノ谷 文子，渡辺 知恵，塩田 清二，酒井 寛

泰，花崎 元彦，千葉 義彦，スギ花粉誘発アレルギー性鼻炎モデルマウスの鼻粘膜組織における

各種 mucin 遺伝子発現の変化，日本薬学会第 146 年会（大阪），2026 年 3 月  

・土屋 亜紗美，山下 道生，安藤 祐介，竹ノ谷 文子，渡辺 知恵，塩田 清二，酒井 寛泰，花崎 元

彦，千葉 義彦，マウス鼻粘膜組織における各種 VIP 受容体の発現およびスギ花粉症時のその変

化，日本薬学会第 146 年会（大阪），2026 年 3 月  

・高堂 理帆，石井 孝昌，安藤 祐介，奥 輝明，松田 芳和，渡辺 知恵，平井 健吾，岩崎 雄介，

伊藤 里恵，穐山 浩，蛍光検出 HPLC を用いた変形性膝関節症患者の関節液中のグリコサミノグリ

カンの分析，日本薬学会第 146 年会（大阪），2026 年 3 月 

 

6）助成金、補助金  

・科研費基盤研究（C）：「スギ花粉症時の鼻粘膜過敏性形成におけるペリオスチンの病態生理学的

意義の同定」（研究代表者：千葉 義彦、研究分担者：安藤 祐介） 

・科研費基盤研究（C）：「肺移植術後の気道過敏性亢進に関与する非翻訳 RNA とその標的分子種の

同定」（研究代表者：花崎 元彦、研究分担者：安藤 祐介） 

・科研費基盤研究（C）：「環状化 scFv 抗体を用いた次世代型 BNCT 用ホウ素製剤の創生」（研究代表

者：北岡 諭、研究分担者：安藤 祐介） 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

 

5．各委員会の活動報告（2025 年 4 月～2026 年 3 月までの期間のものについて） 

1) 卒業研究委員会 

卒業研究委員会では、研究室配属、卒業研究発表会、成績評価および制度改善に関する運営を実

施した。 

研究室配属では、教員・学生アンケート結果を踏まえ、配属決定時期の早期化および OA 式選抜

法の一部導入を行った。また、研究室間の適正なバランスを図るため、従来の 3 群方式を見直し、

2 群方式による配属を実施した結果、各研究室の成績分布および配属人数を概ね適正に調整するこ

とができた。さらに、学生間トラブル防止の観点から、早期配属ではオンラインによる運営を継続

し、正規配属では当日の導線を工夫することで、円滑な配属を実現した。 

卒業研究発表会は対面口頭発表形式で実施した。会場を 23 号館 2 階に集約することで移動や公

聴者管理の効率化を図るとともに、発表学生の所属研究室教員が発表を見守れる体制を継続した。

また、発表終了後には全発表学生を対象とした総括およびガイダンスを実施し、学習機会の公平性

の確保に努めた。さらに、卒業論文については、発表会での質疑応答に対するフィードバックを踏

まえた内容の再検討を行うこととし、より深い学びと考察を促す仕組みを導入した。  

卒業研究の成績評価については、さらなる公平性・妥当性の向上を目的として、研究活動への主

体的な取組や研究過程における成長をより適切に評価できる新たなルーブリック評価の整備を進

め、次年度からの導入準備を行った。学生アンケートでは、研究活動を通じた問題解決能力の向上
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が確認されるとともに、研究室間の運営上の差異に関する不満は減少傾向を示しており、これまで

の配属方法や運営改善の効果が示唆された。一方で、研究室運営や評価方法に関する意見も引き続

きみられたことから、さらなる改善の余地が認められた。 

今後は、新たな評価体制の適切な運用と早期配属制度の改善を継続するとともに、研究室間の差

異のさらなる縮小を図り、学生が主体的かつ公平な環境で卒業研究に取り組める体制の整備を推進

していく。 
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薬物治療学研究室 

教 授  宮本 嘉明 

助 教  村田 勇 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

― Think Harmony.“和”を考える ― 

病院でのチーム医療、薬局での地域連携において、多職種の医療従事者と調“和”を図り、患者さ

んの病状や気分を緩“和”へと導くファーマシューティカルケアを積極的に実践できる薬剤師を養

成するために、普段の学生生活における学習活動や研究活動を支援していきます。 

 

2）担当科目 

宮本：薬物治療学 C、薬物治療演習、学内実務実習演習、薬学総合演習 B、薬学総合演習 C、薬学

総合演習 D、コミュニケーション体験演習、薬学実習 C、薬学実習 E、卒業研究 

村田：薬物治療学 A、フレッシュマンセミナー、薬学概論、情報科学、コミュニティーファーマシ

ーインターンシップ、コミュニケーション体験演習、薬学総合演習 A（IPE 担当分）、薬学総

合演習 B（IPE 担当分）、緩和医療学（IPE 担当分）、薬学実習 C、臨床前実習 A、臨床前実習

B、臨床前演習 B、卒業研究、学内実務実習演習、協創力体験演習Ⅰ、協創力体験演習Ⅱ 

 

3）その他の特記事項 

卒業研究課題 

・うつ病の発症・病態機序の解明 〜うつ病モデルマウスの抑うつ様行動における側坐核メラニン

凝集ホルモン受容体 1 の関与〜 

・うつ病の発症・病態機序の解明 〜うつ病モデルマウスの報酬系神経機能における側座核メラニ

ン凝集ホルモン受容体 1 の関与〜 

・統合失調症の発症・病態機序の解明 〜統合失調症モデルマウスにおけるプレシナプス小胞サイ

クル関連タンパク質の発現変化〜 

・震災害に起因する精神疾患の解明 ～クラッシュ症候群モデルラットの研究応用に向けた調査～ 

 

大学院薬学研究科 

1） 講座の教育方針 

― 治療薬開発に向けた精神疾患の病因・病態メカニズムの解明 ― 

薬物治療学を基盤として、新たな治療法の開発にかかわる基礎から応用の領域までを研究・教育の

対象としています。医療情報からの科学的根拠に基づき、疾病の病理・病態を解析し、安全で有効

な薬物治療の選択・評価・情報提供を行うことができる能力の養成を目指しています。 

 

2）担当科目 

・臨床治療学特論（宮本）（村田） 

・臨床治療学特論演習（宮本）（村田） 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 
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2．研究課題 

・精神疾患（うつ病、統合失調症、依存症など）の病因・病態メカニズムに関する研究 

・健康寿命を延ばすためのサプリメントに関する研究 

・Crush syndrome の治療法に関する基礎的検討 

 

3．研究業績 

1）著書 

・薬物治療学 第 15 改訂分担筆者.南山堂（2026 年 4 月 1 日）（村田） 

 

2）原著論文 

・ Murata, I., Kobayashi, J., Ishihara, S., & Iyi, N. Inhaled nitric oxide as a rescue 

therapy in rat crush syndrome: translating bench research to field application. 

Journal of Trauma and Acute Care Surgery, 2026 (accepted). 

・ Murata, I., Miyamoto, Y., & Kobayashi, J. Intramuscular adrenaline administration 

does not improve a survival period on rats with crush syndrome despite short-term 

hemodynamic support and renal protection. bioRxiv, 2026. doi: 

https://doi.org/10.64898/2026.04.30.722096 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

・村田勇、北岡諭、宮本嘉明. 出張！おくすり実験教室 −コミュニケーション体験演習における

薬学科４年次生が行う小学生への薬学啓発活動−. 地域と大学−城西大学・城西短期大学地域連携

センター紀要−, 2026 年. 

 

5）学会発表 

・村田勇. 臨床知見から基礎研究の発展：クラッシュ症候群のリバーストランレーショナルリサー

チ. 第 13 回日本災害医療薬剤師会シンポジウム、2026 年 2 月 22 日、東京. 

 

6）助成金、補助金等 

・科学研究費助成事業 基盤研究 C（村田） 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・埼玉医療薬学懇話会事務局委員（村田） 

・東松山市学校薬剤師会（4 施設）（村田） 

・スポーツファーマシスト（相談 2 件）（村田） 

・リレー・フォー・ライフ・ジャパン川越 実行委員会メンバー（村田） 

・彩の国連携力育成プロジェクト委員 リーダー（村田） 

・講演：薬物乱用に関する講演（埼玉県立坂戸西高等学校）2025 年 7 月 15 日（村田） 

・講演：薬物乱用に関する講演（東京農業大学第三高等学校）2025 年 10 月 22 日（村田） 

・講演：薬物乱用に関する講演（東京農業大学第三高等学校附属中学）2025 年 1 月 16 日(村田) 

・リレー・フォー・ライフ・ジャパン川越 実行委員会メンバー（宮本） 

・子ども大学にしいるま「おくすり実験教室」2025 年 8 月 5 日（宮本） 

・J-DO NPO 法人 医薬品適正使用推進機構「出張! おくすり実験教室」in 毛呂山町立川角小学校

2025 年 9 月 16 日（宮本） 
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・J-DO NPO 法人 医薬品適正使用推進機構「薬物乱用防止教室」in 毛呂山町立川角小学校 2025 年

9 月 16 日（宮本） 

・J-DO NPO 法人 医薬品適正使用推進機構「出張! おくすり実験教室」in 毛呂山町立光山小学校

2025 年 9 月 18 日（宮本） 

・J-DO NPO 法人 医薬品適正使用推進機構「薬物乱用防止教室」in 毛呂山町立光山小学校 2025 年

9 月 18 日（宮本） 

・講演：薬物乱用防止教室（毛呂山町立毛呂山中学校 ３年生対象）2025 年 10 月 31 日（宮本） 

・講演：薬物乱用防止教室（毛呂山町立毛呂山中学校 １年生および２年生対象）2026 年 2 月 13

日（宮本） 

・講演：薬物乱用防止教室（毛呂山町立泉野小学校 ６年生対象）2026 年 3 月 4 日（宮本） 
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栄養治療学研究室 

教 授  井上 裕 

助 教  小玉  菜央 

 

1．教育に対する取り組み 

1）教員の教育方針 

薬学を学び、研究活動を通じて科学的探究心や課題解決能力を培うとともに、人を思いやる心を

育み、他者と協働しながら社会に貢献できる人材へと成長してほしいと願っています。 

その中で、「謙譲の美徳」を身につけ、「癒しの空間」を生み出す優しさを備え、「一隅を照らす」

奉仕の精神を実践しながら、自らの専門性を社会のために活かせる医療人として活躍することを期

待しています。 

薬の叡知を養い、「自分の健康は、自分のために自分で守る」という、将来の日本の人々の強力な

健康サポーターとして、薬学分野だけでなく生活者視線に立って活躍する人材になってほしいと思

います。自ら情報収集・発信し、身の回りの問題を発見し、解決に向けて前向きに取り組むマイン

ドを持ち、地域から期待される薬剤師・研究者・学術者になってほしいです。 

 

2）担当科目 

井上：薬物治療学 A、薬物治療学 B、薬物治療演習、薬学概論、フレッシュマンセミナー（薬学）B、

コミュニケーション体験演習,医療における栄養、医療栄養学演習、食品調理工学実習、薬学

総合演習 C、薬学総合演習 D、学内実務演習実習、薬学総合実習・演習 B、薬学総合実習・演

習 C、臨床前実習 A、臨床前実習 B、卒業研究 

小玉：フレッシュマンセミナー（薬学）A、フレッシュマンセミナー（薬学）B、医療における栄

養、薬学総合実習・演習 B、薬学総合実習・演習 C、食品調理加工学実習、薬学実習 C、臨

床前実習 A、臨床前実習 B、ライフステージ栄養学、薬学概論、栄養学、卒業研究、薬学総

合演習 D、薬学総合演習 D（Ⅳ）（秋卒） 

 

3）その他の特記事項 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

ライフステージ別の疾病の予防や改善を通じて健康寿命延伸に貢献できる新たな栄養治療法の確

立を目指しています。薬食同源に基づき、栄養成分や天然由来化合物、薬物の新たな生理活性の探

索や安全性の担保に取り組むとともに、これら化合物の製剤学的工夫による生物学的利用率の改善

を通じて臨床応用へ繋げます。また、地域の医療従事者と連携し、医療栄養学を基盤とした疾病予

防・対策や医療安全を推進します。これらの研究を通して、臨床への架け橋となり栄養治療学に貢

献できる、きわめて高度な知識と技能を修得した研究者を養成します。 

 

2）担当科目 

井上：臨床治療学特論、臨床治療学特論演習 

小玉：臨床治療学特論演習 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

 

 

2．研究課題 
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薬食同源に基づいて健康寿命に貢献できる適切な薬物治療と栄養評価 

１） 薬食同源に基づいて健康寿命に貢献できる適切な食事摂取方法と栄養評価 

２） ヒトケミカル・ファイトケミカルなど栄養素材を用いた有効性、安全性を高い臨床工夫を施

した新規 Drug(Dream) Delivery System の開発 

３） 地域社会において、薬剤師立場から薬食同源に基づいた医療安全を検討 

 

 

3．研究業績 

1）著書 

・井上裕（分担） 薬物治療学 (改訂 14 版） visual core pharma 2025 年 4 月 

・井上裕、小玉菜央（分担） Crosslink 薬学テキスト 製剤学 MEDICAL VIEW 2025 年 9 月 

 

2）原著論文 

・ Kanai R, Seki T, Yukimura T, Komatsu S, Itakura S, Arce Jr  Florencio, See Lee  Gerard, 

Kiba Y, Kitamura M, Kodama N, Inoue Y, Oshizaka T, Todo H. Potential Enhancement of 

Topical Drug Delivery Using Grapefruit derived Nanoparticles Modified Using TAT Peptide. 

Pharm Res.  3(2), 495-507, 2025. DOI: 10.1007/s11095-026-04014-6. 

・ Ohtsu A, Uchimura M, Tomita J, Ishida Y, Nakata D, Terao K, Inoue Y. Inclusion Complexes 

of Stearyl Glycyrrhetinate with γ-Cyclodextrin and Cyclodextrin-Based Metal–Organic 

Frameworks: Solid-State Characterization and Improved Solubility in Fasted-State 

Simulated Intestinal Fluid. ACSO mega. 10,51545−51558. 2025.  DOI: 

10.1021/acsomega.5c07202 

・ Nomura M, Tomita J, Sugino M, Komatsu S, Todo H, Kodama N, Inoue Y. Characterization, 

solubility, and skin penetration of lidocaine through complexation with ascorbic acid 

2-glucoside. AAPS Open. 11(7), 1-15, 2025. DOI: 10.1186/s41120-025-00119-1 

・ Uchimura M, Ohtsu A, Tomita J, Ishida Y, Nakata D, Terao K, Inoue Y. Physicochemical 

Properties of Supramolecular Complexes Formed Between Cyclodextrin and Rice Bran-

Derived Komecosanol. Physchem 2025, 5(3), 34; DOI: 10.1186/s41120-025-00119-1 

・ Mitomo S, Kodama N, Inoue Y. Evaluation of a Novel Ion-Exchange Resin, St-70, with a 

Cross-Linking Degree of 40% and Various Numbers of Methylene Groups in the Porous Shell. 

International Journal of Pharmacy and Chemistry. 2025. 11：4, 76-86 2025. DOI: 

10.11648/j.ijpc.20251104.11 

・ Ohtsu A, Uchimura M, Kodama N, Mitomo S, Tomita J, Suzuki M, Inoue Y. Preparation, 

characterization, and antioxidant capacity of rosmarinic acid inclusion complexes into 

γ-cyclodextrin. Pharmaceutical Sciences Asia 52(3):362-375 2025. DOI: 

10.29090/psa.2025.03.25.5007 

・ Kuwashima R, Ishizuka M, Tanikawa T, Ishida Y, Nakata D, Terao K, Inoue Y. Evaluation 

of the effects of ursolic acid/γ‑cyclodextrin or cyclodextrin‑based metal‑organic 

framework‑1 complexes on reducing cytotoxicity and improving muscle atrophy in C2C12 

cells. International Journal of Functional Nutrition. 6 2025. DOI: 10.3892/ijfn.2025.47 

・ Mitomo S, Kodama N, Inoue Y. Evaluation of A Novel Ion-Exchange Resin, St-60 with A 

Cross-Linking Degree of 40% and Various Numbers of Methylene Groups in the Porous Shell. 

Chem Pharm Res. 7(2): 1-9 2025.  

・ Ortega C, Nomura M, Ohtomo M, Arce Jr  Florencio, See Lee  Gerard, Inoue Y. Preparation, 

Characterization, and Antioxidant Capacity of Xanthone-Urea Complex. Materials 2025, 

18(11), 2658; DOI: 10.3390/ma18112658 

・ 堀井徳光, 木村聡一郎, 野村陽恵，小玉菜央, 高橋直仁, 三ヶ田潤哉, 大嶋繁, 井上裕, 岡崎

真理，産学官連携による薬剤師職業体験への取り組み―現場で話して、感じて、学び取る！リア

108

https://doi.org/10.1021/acsomega.5c07202
https://doi.org/10.1021/acsomega.5c07202


48 

 

ル薬剤師 職場体験を実施して―，地域と大学―城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要, 

6:96-103, 2026. 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

 

5）特許 

 

6）学会発表 

・ 蛭田ゆきの, 富田惇輝, 井上裕, 鈴木光明, カイネチンと 5-スルホサリチル酸二水和物の共結

晶における多形, 日本化学会 第 106 春季年会（日大理工船橋） 2026 年 3 月  

・ 竹下司馬、加藤愛梨、小松周平、小玉菜央、井上裕、藤堂浩明, 環状ペプチドを用いて調製した 

脂質ナノディスクによる薬物の皮膚透過性の向上, 第 41回日本 DDS学会学術集会（幕張メッセ） 

2025 年 6 月 

 

 

7）助成金、補助金等 

・企業寄付研究費 1 件 

・委託研究費 1 件  

・学長所管研究奨励金 1 件 

 

 

4．社会活動 

・公立学校共済組合関東中央病院 医療倫理委員会委員（井上） 

・ウエルシアホールディングス株式会社 倫理審査委員（井上） 

・日本薬剤学会 代議員（井上） 

・シクロデキストリン学会評議員（井上） 

・埼玉県薬物乱用防止員（井上） 

・埼玉県ジェネリック医薬品安心使用促進協議会委員（井上） 

・群馬大学医学部附属病院臨床薬理学講座 非常勤講師（井上） 

・大東文化大学 スポーツ・健康科学部 看護学科 非常勤講師（井上） 
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薬剤作用解析学研究室 

教 授  大島 新司 

助 教  吉田 暁 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

社会に貢献できる人材の育成をモットーとしており、学生が、医薬品に関する情報を適切に収集、

評価、編集、提供し、進歩する医療に対応できる知識、技能を身につけられるような教育を行って

いる。そのために、薬物治療に関する情報を的確に解析・評価する「統計学」に関するセミナーを

実施している。 

 

2）担当科目 

大島：医薬品情報学、製剤学、製剤管理学、製剤材料学、医薬品開発・治験論、医薬品開発論、フ

レッシュマンセミナー、学内実務実習演習、統合演習、卒業研究、薬学総合演習 C、薬学総合

演習 D、臨床前実習 A、臨床前実習 B 

吉田：生物統計学演習、薬学実習 D、臨床前実習 A、臨床前実習 B、卒業研究、データ・リサーチリ

テラシー論 

 

3）その他の特記事項 

 

卒業論文課題 

・看護教育学領域における研究論文のテキストマイニングを用いた計量的分析 

・「調剤指針」を用いた薬剤師国家試験問題の解答可能性の研究－薬学教育改訂モデル・コアカリキ

ュラム適用前後の比較－ 

・教育学的視点からみた薬学および看護分野の研究傾向の比較―テキストマイニングを用いた計量

的アプローチ― 

・薬剤師国家試験解法における医薬品情報情報源の比較分析：改訂コアカリキュラム後の検討 

・服薬意欲向上のための数値情報の活用と数理能力の関係 

・行動経済学を用いた服薬意欲の改善手法の検討 

・慢性疾患患者の服薬意欲を高める要因の多変量解析 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

病院、薬局あるいは製薬企業などの医療に関連する諸分野に存在する様々な情報や事象を精緻に

解析して、疾病の原因解明、薬剤の作用・副作用メカニズムの解明、さらには薬剤開発のヒントと

なるシグナルを探索し、これにより得られた仮説を基礎研究で検証することを目指す。前者はドラ

イリサーチ、後者はウエットリサーチであり、両リサーチの技量を兼ね備えた上で、医薬品に関連

する極めて高度な情報評価能力、さらには、医学・薬学研究をレビューする高度な能力を有し、こ

れらの医療分野でのアウトカムを予測できる人材を育成する。 

 

2）担当科目 

大島：ドライリサーチ特論 

吉田：ドライリサーチ特論 

 

3）修士論文研究指導 

4）博士論文研究指導 
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2．研究課題 

明確な医療上の利益をもたらすための医薬品使用および情報の利用方法に関する研究を課題とし

ている。 

 

3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

・A. Yoshida, N. Horii, S. Oshima, S. Ohshima, D. Kobayashi, Effects of Pharmacists’ 

Communication Strategies and Patients’ Numeracy Skills on Willingness to Take 

Medication, Int. J. Pharm. Pract., 34, 35-40, (2025). 

・高橋直仁, 吉田 暁, 堀井徳光, 大嶋 繁, 三ヶ田 潤哉, 大島新司, 小林大介, 地域における薬

局薬剤師の役割に関する認識－新型コロナウイルス感染症パンデミック前とパンデミック下の患

者と薬剤師の比較－, 社会薬学, 44, 60-69 (2025). 

・N. Horii, A. Yoshida, S. Oshima, J. Mikata, N. Takashi, S. Ohshima, D. Kobayashi, 

Relationship between HRQoL burden and age among patients with chronic diseases visiting 

community pharmacies in Japan: I, nvestigation using the EuroQol 5 dimensions 5-level, 

日本老年薬学雑誌, 8, 94-102 (2025). 

・N. Horii, A. Yoshida, S. Oshima, N. Takahashi, J. Mikata, S. Ohshima, D. Kobayashi, 

Survey of the Actual Situation of HRQoL among Patients with Chronic Diseases at Community 

Pharmacies in Japan and Decision Tree Analysis of Patient Attributes Affecting HRQoL, 

医薬品情報学, 27, 48-57(2025).  

・河合 洋, 大島新司, 小島 裕, 高橋直仁, 関 俊暢, 相対的大学教育効果指標による薬剤師国家

試験成績に関わる薬学教育要素の解析, 薬学教育, 10, e10005（2025）. 

・河合 洋, 大島新司, 小島 裕, 高橋直仁, 関 俊暢, 薬剤師国家試験成績に対する相対的大学教

育効果指標の構築, 薬学教育, 10, e10004（2025）. 

 

3）総説 

・上田 秀雄, 間 祐太朗, 吉田 暁, 多職種連携教育（SAIPE）薬学部の立場から, 薬学教育 9 

e09039 (2025) 

 

4）症例・事例報告 

 

 

5）学会発表 

・髙橋 直仁, 中山 裟也佳, 吉田 暁, 堀井 徳光, 三ヶ田 潤哉, 大嶋 繁, 大野 泰規, 小林 大

介, 大島 新司, 薬剤師国家試験解法における「調剤指針」の活用－実務領域の出題傾向－, 第

10 回日本薬学教育学会大会, 2025 年 8 月, 中野区. 

・篠宮 和篤, 佐藤 彰展, 堀井 徳光, 吉田 暁, 高橋 直仁, 三ヶ田 潤哉, 武藤 香絵, 大島 新

司, 井上 直子, 大嶋 繁, 小林 大介, 薬剤師の自己職業に対するイメージの概念化と定量的評

価：SD 法および因子分析を用いた検討, 第 58 回大会日本薬剤師会学術大会, 2025 年 10 月, 京

都市. 

・北御門 智世, 吉田 暁, 青木 颯也, 小山 雄大, 堀口 真白, 中井 雅智, 北村 哲, 堀井 徳光, 

大島 新司, 大嶋 繁, 社会規範ナッジの利用による服薬意欲向上効果の実践的検証―臨床現場で

の心理学実験―, 第 19 回日本薬局学会学術総会, 2025 年 11 月, 札幌市. 

・吉田 暁, 青木 颯也, 小山 雄大, 堀口 真白, 北御門 智世, 中井 雅智, 北村 哲, 堀井 徳光, 

大島 新司, 大嶋 繁, 薬の副作用に関する数値情報の提供は服薬意欲を高めるか―社会規範ナ

ッジとの併用をふまえた問題点―, 第 19 回日本薬局学会学術総会, 2025 年 11 月, 札幌市. 
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・佐藤 彰展, 篠宮 和篤, 堀井 徳光, 吉田 暁, 高橋 直仁, 三ヶ田 潤哉, 武藤 香絵, 大島 新

司, 井上 直子, 大嶋 繁, 小林 大介, 薬剤師の自己職業イメージに与える薬剤師属性の影響, 

第 19 回日本薬局学会学術総会, 2025 年 11 月, 札幌市. 

 

6）助成金、補助金等 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・埼玉県薬剤師研修センター評価小委員会 委員（大島） 

・薬学教育協議会 医薬品情報学教科担当教員会議 委員（大島） 

・一般社団法人関東地区調整機構 オブザーバー（大島） 

・早稲田大学 人文総合研究センター 招聘研究員（吉田） 

・早稲田大学 文学学術院 「心理学演習１・３」非常勤講師（吉田） 

・国立国語研究所 研究員(吉田) 

・長野県高森町立図書館 図書館アドバイザー（吉田） 

・城西大学 地域連携センター 公開講座 講師（吉田） 

・埼玉県薬剤師会 第 31 回埼玉県薬剤師会学術大会 特別講座 講師（吉田） 
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薬局管理学研究室 

准教授  井上 直子 

准教授  武藤 香絵 

助 教  堀井 徳光 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

薬剤師が医療に貢献し、国民に必要とされるために何をすべきかを提示し、学生がそれを実現で

きるようにすること。また、実務実習を円滑に進められるように学生を指導する。学内の薬学総合

実習演習および導入講義・演習およびガイダンスなどを通して実務実習に対応できる知識、技能を

身につけられるよう教育する。さらに実務実習中に生じる様々なトラブルおよび学生の精神的なケ

アへの対応にも迅速・適正に行う。 

 

2）担当科目 

井上：社会と薬学、薬剤師関係法制度概論、薬事・食品衛生関連法規、社会保険制度・コミュニテ

ィーファーマシー論、薬学総合実習演習 B・C（Ⅱ・Ⅲ）、薬学総合演習Ⅳ、食品調理加工学実

習、卒業研究 

武藤：臨床実習前講義 A、臨床実習前講義 B、病院実習、薬局実習、卒業研究、フレッシュマンセミ

ナー（薬学）A、フレッシュマンセミナー（薬学）B、臨床治療学特論演習、食品調理加工学

実習 

堀井：社会と薬学、病院実習、薬局実習、薬学総合実習演習 B・C（Ⅱ・Ⅲ）、調剤処方学、調剤処方

演習、卒業研究、製剤管理学、臨床実習前講義 B 

 

3）その他の特記事項 

卒業論文課題 

・在宅医療研修会の効果検証 

・協創力体験演習Ⅰ初年度受講学生における「協創力」のとらえ方－テキストマイニングによるレ

ポート課題の内容分析－ 

・AI を用いた服薬指導セルフトレーニングの有用性と性格特性の関係 

・薬剤師の継続的介入による残薬数推移への影響に関する研究 

・一般人の口腔ケアに対する意識調査 

・術後疼痛管理における自己調節鎮痛法の実態調査とその中止理由における術後悪心嘔吐の影響に

ついて 

・SD 法及び因子分析を用いた薬剤師の自己職業イメージの概念化 

・実務実習が学生の薬学に対する修学意欲に与える影響 

・地域薬局を利用する慢性疾患患者の自覚症状と HRQoL の関係 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

2）担当科目 

3）修士論文研究指導 

4）博士論文研究指導 

 

 

2．研究課題 

井上：在宅医療、高齢者医療、多職種連携に関する研究 
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武藤：実務実習・薬学教育に関する研究 

堀井：在宅医療、薬局業務、服薬指導、薬剤師イメージに関する研究 

 

3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

・ Relationship between HRQoL burden and age among patients with chronic diseases visiting 

community pharmacies in Japan: Investigation using the EuroQol 5 dimensions 5-level  

Norimitsu Horii, Akira Yoshida, Shinji Oshima, Junya Mikata, Naohito Takashi, Shigeru 

Ohshima, Daisuke Kobayashi 日本老年薬学会   8 ( 4 )   2025 年 09 月 

・ 地域における薬局薬剤師の役割に関する認識－新型コロナウイルス感染症パンデミック前とパ

ンデミック下の患者と薬剤師の比較  

高橋直仁, 吉田暁, 堀井徳光, 大嶋繁, 三ヶ田潤哉, 大島新司, 小林大介 社会薬学   44 

( 2 )   2025 年 08 月 

・ Survey of the Actual Situation of HRQoL among Patients with Chronic Diseases at 

Community Pharmacies in Japan and Decision Tree Analysis of Patient Attributes Affecting 

HRQoL 

Norimitsu Horii, Akira Yoshida, Shinji Oshima, Naohito Takahashi, Junya Mikata, Shigeru 

Ohshima, Daisuke Kobayashi 医薬品情報学   27 ( 2 )   129 - 138   2025 年 06 月 

・ Effects of pharmacists’ communication strategies and patients’ numeracy skills on 

willingness to take medication 

Akira Yoshida, Norimitsu Horii, Shinji Oshima, Daisuke Kobayashi International Journal 

of PharmacyPractice   34 ( 1 )   35 - 40   2025 年 06 月 

・ 協創力体験演習Ⅰ 初年度受講学生における「協創力」のとらえ方 

堀井徳光，浅原知恵，柴沼真, 三國信夫，上田秀雄 城西大学教職課程センター紀要 2026 年 03

月 

・ 産学官連携による薬剤師職業体験への取り組み ―現場で話して、感じて、学び取る！リアル薬

剤師職場体験を実施して― 

堀井徳光, 木村聡一郎, 野村陽恵, 小玉菜央, 高橋直仁, 三ヶ田潤哉, 大嶋繁, 井上裕, 岡﨑

真理 城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要   2026 年 03 月 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

 

5） 学会発表 

・ 産学官連携事業「現場で話して、感じて、学び取る！リアル薬剤師」が高校生の薬剤師イメージ

に与える効果：堀井 徳光, 木村 聡一郎, 野村 陽恵, 小玉 菜央, 髙橋 直仁, 三ケ田 潤哉, 大

嶋 繁, 井上 裕, 岡﨑 真理 第 27 回埼玉県健康福祉研究発表会  2026 年 02 月  埼玉県保健医

療部保健医療政策課 

・ 薬の副作用に関する数値情報の提供は服薬意欲を高めるか ―社会規範ナッジとの併用をふまえ

た問題点―：吉田 暁, 北村 哲, 北御門 智世, 中井雅 智, 青木 颯也, 小山 雄大, 堀口 真白, 

堀井 徳光, 大島 新司, 大嶋 繁 第 18 回日本薬局学会学術総会 日本薬局学会  2025 年 11 月 

・ 薬剤師の自己職業イメージに与える薬剤師属性の影響：佐藤 彰展, 篠宮 和篤, 堀井 徳光, 吉

田 暁, 高橋 直仁, 三ヶ田 潤哉, 武藤 香絵, 大島 新司, 井上 直子, 大嶋 繁, 小林 大介 

第 18 回日本薬局学会学術総会 日本薬局学会  2025 年 11 月 

・ 社会規範ナッジの利用による服薬意欲向上効果の実践的検証 ―臨床現場での心理学実験―：北
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御門 智世, 吉田 暁, 北村 哲, 中井雅 智, 青木 颯也, 小山 雄大, 堀口 真白, 堀井 徳光, 

大島 新司, 大嶋 繁 第 18 回日本薬局学会学術総会 日本薬局学会  2025 年 11 月 

・ 患者から情報を得やすくする薬剤師業務：大嶋 繁, 鈴木智也, 堀井 徳光, 高橋 直仁, 武藤 香

絵, 井上 直子 第 58 回日本薬剤師会学術大会  2025 年 10 月 

・ 薬剤師の自己職業に対するイメージの概念化と定量的評価：SD 法および因子分析を用いた検討：

篠宮 和篤, 佐藤 彰展, 堀井 徳光, 吉田 暁, 高橋 直仁, 三ヶ田 潤哉, 武藤 香絵, 大島 新

司, 井上 直子, 大嶋 繁, 小林 大介 第 58 回日本薬剤師会学術大会  2025 年 10 月 

・ 薬剤師国家試験解法における「調剤指針」の活用－実務領域の出題傾向の変化－：髙橋 直仁, 中

山 裟也佳, 吉田 暁, 堀井 徳光, 三ケ田 潤哉, 大嶋 繁, 大野 泰規, 小林 大介, 大島 新司 

第 10 回日本薬学教育学会大会 東京  2025 年 08 月 

 

6）助成金,補助金等 

7）特許 

 

4．社会活動 

・埼玉県薬剤師会地域医療推進委員会委員（井上） 

・日本口腔ケア学会評議員（井上） 

・坂戸市、毛呂山町自立支援型地域ケア会議アドバイザー（井上） 

・埼玉県薬剤師会薬学生実務実習委員会委員（武藤） 

・埼玉県薬剤師会薬剤師生涯学習・学術委員会委員（堀井） 
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薬剤学研究室 

教 授  関 俊暢 

准教授  関 智宏 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

医療担当者としての薬剤師を目指すという意識を持ちつつ、①各自が自分の目標を設定して自主

学修し、②ディスカッションを通してグループ学習の重要性を認識し、③コミュニケーションの重

要性を意識して、共同作業（活動）への積極的な関わりを通して、自身の確立に取り組む学生の育

成を目指す。 

 

2）担当科目 

関 俊暢：物理薬剤学 A、薬学実習 D、物理化学 A、物理化学演習、臨床後演習、協創力体験演習Ⅰ、

協創力体験演習Ⅱ 

関 智宏：物理化学 A、基礎物理学、コミュニケーション体験演習、薬学概論、フレッシュマンセ

ミナー(薬学)A、臨床後演習、薬学実習 A、薬学実習 D 

 

3）その他の特記事項： 

卒業研究課題 

・末端へのジアミノヘキサンの付加と Cucurbit[6]uril との強い分子間相互作用を利用したシクロ

デキストリン分子ネックレスのエンドキャッピング 

・溶媒の濃度勾配がない条件でのチモキノンのポリマーナノフィルムの透過性 

・スルホブチルエーテル修飾-β-シクロデキストリンに包接されたボリコナゾールの競合ゲスト共

存による溶解性変化 

・CD44 認識ペプチド修飾ノシル化ドキソルビシンの調製とその細胞取り込み 

・βシクロデキストリン誘導体とビニルモノマーを用いた複合体形成によるゲル化調査 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

薬剤学領域における個々の研究テーマを通して、自ら学ぶことの楽しさ・難しさを体得し、課題

を発見できる能力を養う。また、得られた課題を深く考察し、周囲とのコミュニケーションも利用

しながら解決する方法を立案し、自らが実験的検証を行い、その結果について、整理して他者に伝

達することのできる人材の育成を目指す。 

 

2）担当科目 

関 俊暢：論文作成法特論、薬剤学演習、博士論文研究 

関 智宏：薬剤学演習 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

・ヒアルロン酸または A6 ペプチドを用いた CD44 と 2-ニトロベンゼンスルホニル基修飾によるグル

タチオン応答活性化を組み合わせたプロドラッグシステムの構築 
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2．研究課題 

・薬学教育プログラム‐学生の学習行動‐学修成果の相互の関係の解析に関する研究 

・高等教育における評価のあり方に関する研究 

・高分子ナノフィルムを利用した薬物の吸収評価に関する研究 

・機能性を付与した微粒子製剤の調製及び応用 

・薬物吸収動態の解析に利用する、in vitro 消化管モデル実験系の確立 

・薬物の皮膚内動態解析とそれに用いるマイクロダイアリシス法の検討 

・インスリン製剤のアミロイド化に関する基礎的検討 

・薬剤師業務における問題点の抽出とその改善に関する検討 

 

 

3．研究業績 

1）著書 

・関 俊暢 分担執筆、“図解物理薬剤学”、2025 年、南山堂、東京、pp191-220. 

 

2）原著論文 

・ Tomona Yukimura, Tomohiro Seki and Toshinobu Seki, Preparation and Characterization of 

a Glutathione-Responsive Doxorubicin Prodrug Modified by 2-Nitrobenzenesulfonamide 

Group - Its Selective Cytotoxicity Toward Cells with Enhanced Glutathione Production, 

Int. J. Mol. Sci., 26 (9), 4128 (2025). 

・ Risa Kanai, Tomohiro Seki, Tomona Yukimura, Syuuhei Komatsu, Shoko Itakura, Florencio 

Jr Arce, Gerard Lee See, Yuka Kiba, Masashi Kitamura, Nao Kodama, Yutaka Inoue, Takeshi 

Oshizaka & Hiroaki Todo, Potential Enhancement of Topical Drug Delivery Using 

Grapefruit-derived Nanoparticles Modified Using TAT Peptide, Pharm. Res., 43, 495–507 

(2026). 

・ 河合 洋、大島 新司、小島 裕、高橋 直仁、関 俊暢、薬剤師国家試験成績に対する相対的大学

教 育 効 果 指 標 の 構 築 、 薬 学 教 育 、 2026 年  10 巻 , 1-9, DOI. 

https://doi.org/10.24489/jjphe.e10004 

・ 河合 洋、大島 新司、小島 裕、高橋 直仁、関 俊暢、相対的大学教育効果指標による薬剤師国

家 試 験 成 績 に 関 わ る 薬 学 教 育 要 素 の 解 析 、 2026 年  10 巻 , 1-8, DOI. 

https://doi.org/10.24489/jjphe.e10005 

・ 関 俊暢、今一度、学力について考える、城西大学リベラルアーツセンター紀要、2026 年 １巻, 

15-25. 

 

3）総説 

・ 関 俊暢、“どうなる薬剤師！ 30 年後の職能を新しい教育の視点で考える”、2025 年、札薬

誌 : 札幌薬剤師会誌、91 号、3-23. 

 

4）症例•事例報告 

 

5）学会発表 

・幸村 友菜、後藤 優奈、関 智宏、関 俊暢、ノシル化ドキソルビシン誘導体を修飾した CD44 認識

ペプチドとヒアルロン酸の細胞への取り込みの評価、第 41 回日本 DDS 学会学術集会、2025 年 6

月 17 日～18 日、千葉 

・Tomona Yukimura, Tomohiro Seki and Toshinobu Seki, Preparation and Characterization of 

a Glutathione-Responsive Doxorubicin Prodrug Modified by 2-Nitrobenzenesulfonamide 

Group、The 4th Workshop for Korea-Japan Young Scientists on Pharmaceutics, 2025 年 6 月

25 日～27 日、韓国 
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・本橋 航平、鈴木 貴大、桐山 風、幸村 友菜、関 智宏、関 俊暢、競合ゲストの添加によるスル

ホブチルエーテル-β-シクロデキストリンに包接されたボリコナゾールの溶解性および活量の変

化、第 146 回日本薬学会年会、2026 年 3 月 27 日～29 日、大阪 

 

6）助成金、補助金等 

・文部科学省科学研究費、若手研究 （関 智宏） 

 

7）特許 

 

 

 

 

4．社会活動 

・鶴ヶ島市図書館評議会 会長（関 俊暢） 

・埼玉県立小児医療センター治験審査委員会 外部委員（関 俊暢） 

・薬学教育評価機構評価委員会委員（関 俊暢） 

・日本薬剤学会 代議員（関 智宏） 
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製剤学研究室 

教 授  内田 昌希 

助 教  八巻 努 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

卒業研究を通じて、学生の理解力を向上させ、総合的に考える能力を身に付けさせる。また、薬

剤師には、チーム医療の一員として、他の医療職や患者との信頼関係が重要であるため、より良い

態度を修得させる。 

 

2）担当科目 

内田：薬学概論，フレッシュマンセミナー（薬学）A/B，物理薬剤学 B，実用薬学英語，学内実務実

習演習，薬学実習 D，薬学実習 F，卒業研究 

八巻：物理薬剤学 A，薬学実習 A，薬学実習 B，薬学実習 F，放射科学実習, 卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

卒業研究課題 

・ マイクロ流路デバイスを用いたプラスミド DNA 内包ナノ粒子の調製と遺伝子発現能に関する研

究 

・ メルドラム酸を用いた核酸導入用機能性フラーレンの効率的な合成および精製 

・ DNA/Poly-L-ornithine/Hyaluronic acid 複合体の細胞内取込みメカニズムの解明 ～カベオラ

及びクラスリン介在性エンドサイトーシスの影響～ 

・ マイクロダイアリシス法を用いたフェノバルビタール経鼻投与後の嗅球移行性の評価 

・ 粉末薬物の経鼻投与後の鼻腔内分布に対する粒子径の影響 

・ フェノバルビタール微粉末の経鼻投与後の血中動態に対する噴射圧の影響 

・ 鎮痛薬 A のヘアレスラット摘出皮膚透過性に対するジカプリル酸プロピレングリコールの影響 

・ 生理的 pH におけるベンゾオキサボロール修飾アルギン酸ヒドロゲルの調製 

・ ポビドンヨード製剤の安定性に対する pH と濃度の影響 

・ 日本人成人の脂質・たんぱく質・炭水化物エネルギー比率の年次推移に対する年齢-時代-コホー

トの影響 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

実験的研究、調査的研究や種々セミナーを通じて、問題解決能力やコミュニケーション能力を高

める。 

 

2）担当科目 

内田：薬剤・製剤学特論，薬剤・製剤学特論演習，製剤学演習，ドライリサーチ特論 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

当研究室の主要な研究テーマは下記の通りである。 

・Polycations による高分子医薬品の経鼻吸収促進機構に関する研究 
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・Polycations-機能性化合物複合体の調製に関する研究  

・種々薬物の経鼻送達システムの開発に関する研究 

・鼻腔内投与による脳内送達システムの開発に関する研究 

・In vitro におけるテープ剤の粘着性評価法の開発に関する研究 

・マイクロ及びナノパーティクルを用いた薬物送達に関する研究 

 

3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

・Ryotaro Miki, Tsutomu Yamaki, Masaki Uchida, Hideshi Natsume, pH-responsive in situ 

gelation via phenylboronate-glucamine ester-crosslinking in modified hyaluronan at 

physiological pH, Colloid and Polymer Science, 303: 2073–2083 (2025). 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

 

5）学会発表 

・三木 涼太郎，味知 茉莉子，八巻 努，内田 昌希，夏目 秀視，生理的 pH におけるベンゾオキサ

ボロール修飾アルギン酸ヒドロゲルの調製，第 69回日本薬学会関東支部大会，2025 年 9月 13日，

北足立郡 

・加藤 大貴, 佐久間 玲緒, 八巻 努, 内田 昌希, 夏目 秀視, 新沼 優子, 南野 知子, 齊田 征

弘, 齋藤 裕之，薬局・カフェにおける有料栄養相談の成果と地域住民の健康意識変化，第 58 回

日本薬剤師会学術大会 2025 年 10 月 12～13 日，京都 

 

6）助成金、補助金等 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・薬剤師国家試験問題検討委員会｢薬剤｣部会委員（内田） 

・薬学共用試験センターOSCE モニター委員（内田） 
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病院薬剤学研究室 

教 授  上田 秀雄 

准教授  木村 聡一郎 

助 教  間  祐太朗 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

学生の皆さんには、薬剤師として求められる知識や技能に加え、病気や健康に向き合うさまざま

な人たちを支援するための思考や経験を積み重ねていくことが求められています。卒業研究、セミ

ナー、研究室での集団活動を通じて、これまで学んできたことを定着させるとともに、一人ひとり

の持ち味を生かし合いながら、協創の精神を持って課題解決を図っていく姿勢を身につけてもらう

ことを研究室の方針としています。 

 

2）担当科目 

上田：協創力体験演習Ⅰ、協創力体験演習Ⅱ、フレッシュマンセミナー(薬学)A、フレッシュマンセ

ミナー(薬学)B、物理薬剤学 A、製剤学（製剤材料学）、コミュニティーファーマシーインタ

ーンシップ、コミュニケーション体験演習、医薬品開発・治験論、薬学実習 D、卒業研究 

木村：薬学概論、フレッシュマンセミナー(薬学)B、実用薬学英語、薬物動態学、薬学実習 D、薬学

実習 F、卒業研究 

間 ：フレッシュマンセミナー(薬学)A、フレッシュマンセミナー（薬学）B、物理薬剤学 B、実用薬

学英語、製剤学（製剤材料学）、製剤管理学、薬学実習 D、薬学実習 F 、卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

・4 年生を対象とした CBT 対策ゼミの開催 

・4、5、6 年生を対象とした英語論文の読み方セミナーの開催 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

広く医療に関係する話題を捉えて話し合い、議論を起こし、考える力の向上を図りたいと思って

います。そこに、“患者への安全で効果的な薬剤投与システムの開発”および“ストレス性の身体不

調を適正化するための脳科学的アプローチ”という講座の主要研究テーマに大学院生と共同で取り

組み、さまざまな事象を科学的に理解し、課題解決を思考する力を醸成していくことを教育方針に

しています。 

 

2）担当科目 

上田：先端医療薬学特論、薬剤学特論、薬剤学特論演習、薬剤・製剤学特論、薬剤・製剤学特論演

習、博士論文研究 

木村：薬剤学特論、薬剤・製剤学特論、薬剤・製剤学特論演習 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

当講座では、医療現場で求められる有効性および安全性に優れた薬剤投与システムの構築を目指

し、これまでに蓄積してきた経皮・経粘膜薬物送達、物理エネルギーを利用した吸収促進、局所製

121



61 

 

剤設計、ならびに組織移行性評価に関する知見を基盤として、現在の医療課題に即した研究を展開

している。主な研究課題として、（1）皮膚免疫活性化を基盤とする非侵襲的ワクチン送達システム

の開発、（2）てんかん発作をはじめとする中枢神経系疾患を対象とした鼻粘膜薬物送達の最適化、

（3）経頭蓋超音波刺激による非侵襲的ニューロモデュレーション技術の構築に取り組んでいる。こ

れらの研究では、薬物吸収性、組織移行性、免疫応答、脳波・筋電図活動、行動変化などを多角的

に評価し、薬剤学的アプローチと脳科学的アプローチを融合させることで、新たな治療・予防戦略

の創出を目指している。 

 

3．研究業績 

1）著書 

・ 佐久間信至，片岡誠，高木敏英，橋爪孝典，渡邉哲也，杉林堅次，長谷川哲也，前田和哉，木村

聡一郎，みてわかる薬学 図解生物薬剤学・薬物動態学（第 1 版），南山堂，東京，2026. 

 

2）原著論文 

・ 上田秀雄，間 祐太朗，吉田 暁，薬剤師のプロフェッショナリズムを構成する要素について、

どのように伝えていくか？ 多職種連携教育（SAIPE）の立場から，薬学教育, 9, e09039, 2025

年 12 月. 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

・ 堀井徳光，木村聡一郎，野村陽恵，小玉菜央，高橋直仁，三ヶ田潤哉，大嶋繁，井上裕，岡﨑真

理，産学官連携による薬剤師職業体験への取り組み‐現場で話して、感じて、学び取る！リアル

薬剤師 職場体験を実施して‐，地域と大学－城西大学城西短期大学地域連携センター紀要－，

第 6 号, 96-103，2026 年 3 月． 

・ 堀井徳光, 浅原知恵, 柴沼 真, 三國信夫, 上田秀雄, 協創力体験演習Ⅰ初年度受講学生にお

ける「協創力」のとらえ方, 城西大学教職課程センター紀要, 第 10 号, 77-82, 2026 年 3 月 

 

5) 学会発表 

・ 堀井徳光，木村聡一郎，野村陽恵，小玉菜央，高橋直仁，三ヶ田潤哉，大嶋繁，井上裕，岡﨑真

理，産学官連携事業「現場で話して、感じて、学び取る！リアル薬剤師」が高校生の薬剤師イメ

ージに与える効果，第 27 回埼玉県健康福祉研究発表会，2026 年 2 月，埼玉 

 

6）助成金、補助金等 

 

7）特許 

 

 

4．社会活動 

・2025 年度第 2 回関東地区調整機構主催認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ（5 月城西大

学） タスクフォース 

・2025 年度第 11 回関東地区調整機構主催認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ（11 月明治

薬科大学） タスクフォース 
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薬学実習教育推進室 

教 授  岡崎 真理（兼担） 

教 授  井上 裕 （兼担） 

助 教  髙橋 直仁 

助 手  中島 靖子 

助 手  三ケ田 潤哉 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

実習は、講義で学んだ知識に基づいて必要とされる技能を修得し、それを行う際の適切な態度も

身に付けることを目的とした教科である。薬学実習教育推進室は、薬学科で行う学内実習が、円滑

にかつ安全に行われ、学生が体系的に技能を修得し、適切な態度を身に付けることを支援している。

学生にとって実習が有意義なものとなるように、あらゆる面から尽力する。 

 

2）担当科目 

髙 橋：調剤処方学、調剤処方学演習、薬学実習 C、薬学実習 D、臨床前実習 A・B、食品調理加工

学実習、コミュニケーション体験演習、臨床後演習、薬学概論、フレッシュマンセミナー、

薬学総合演習 D 再履修（秋卒）、薬学総合演習 D、卒業研究 

中島：薬学実習 A、薬学実習 B、薬学実習 D、薬学概論、フレッシュマンセミナー 

三ケ田：薬学実習 E、臨床前実習 A・B、薬学概論、フレッシュマンセミナー、放射化学実習 

  

3）その他の特記事項 

従来から各実習のコーディネート基本業務に加えて次の（1）〜（8）の事項を行っている。 

（1）学内実習を学生が安全に行うことができるように、入学時のアレルギー調査アンケートの作成

や相談事項がある学生、実習時に配慮が必要な学生を抽出し、学生支援委員会や実習担当教員

と情報共有を行っている。また、実習中にリスト外の事象が生じた場合は、情報を更新し、次

の実習系に「申し送り事項」として伝達している。特に 4 年次の臨床前実習 A・B では 5 年次の

学外実務実習に備えコミュニケーション能力についても着目し、学外実習委員会や配属先研究

室と情報共有を行っている。 

（2）年度始めに、1 年生の連絡先や保護者の連絡先を確認し、実習中の欠席や緊急時の連絡のため

にリストを作成し有効利用している。 

（3）各実習の終了時にとる事後アンケート結果から、実習設備や機器等について学生や担当教員の

要望を学内実習委員会に伝え、その後に続く実習の充実化を図っている。 

（4）実習室の効果的な運用のため、実習機器・器具類の入れ替え、廃棄等を行っている。また、実

習物品の入札や使用可能な不用品を売却や他学科に移管することにより経費削減を図っている。

実習期間外の実習機器については、研究室の希望により貸出を行い、研究費の節約に努めている。 

（5）安全に実習が行えるよう実習の環境整備・点検・報告、実習物品の確保等対応している。また、

安全委員会とともに、マニュアルの改訂や実習室の整備に協力している。 

（6）実習書の編集、校正や薬学協力会などと連携し白衣の販売調整対応を行っている。 

（7）実習環境を充実させるため、実習備品の購入提案、概算要求の取り纏めを行っている。 

（8）広報委員会実習に関するホームページ記事の作成を通じて学外へ情報発信し、広報活動に貢献

している。 

 

＜実習環境の具体的整備方針＞ 

（1）カリキュラム変更に対応した実習室の機器補充、入れ替え及び実習環境整備。 

（2）耐用年数を経過している備品・用品の入れ替え、売却、移管を検討する。 
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（3）実習室の安全性を考慮した環境整備を行う。感染症予防対策を通じて医療従事者としての感染

予防に対する学生の意識を醸成する。 

 

 

＜実習環境の具体的整備内容＞ 

（1）18 号館実習室の実習環境の充実・保全を行う。 

①レセコンシステム、調剤鑑査システム、浮腫・褥瘡モデルを導入し、研修および新規実習の

環境の整備を行う。 

②フィジコさんの定期メンテナンス、修理の実施により、実習備品の保全に努める。 

③共用試験前に掃除依頼し、実習後の使用教室を清掃する。 

（2）21 号館実習室の実習環境の充実・保全および収納スペースを改善。 

①実習機器類の入れ替え・更新により実習環境を整える。 

②不要となった備品、器具、機器の引き取り・廃棄（旧出席管理システムなど）を行い、不用 

品の有効利用及び実習室のスペース確保を図る。 

③HPLC メンテナンス、UVMini 修理、ディスペンサーのメンテナンス、製氷機プレフィルター、 

イオン交換樹脂の交換により実習機器・器具類の維持・保全に努める。 

④オープンキャンパスやイベント前の定期的な掃除依頼による環境整備、事前準備。 

⑤2 階 PC 室の実習前薬歴更新作業について、ノート PC 更新作業などと重複しないよう日程調

整対応。 

⑥共通機器室の清掃対応、消耗品購入。 

（3）22 号館実習室の実習環境の充実・保全を行った。 

①顕微鏡修理・メンテナンスによる実習環境整備及び人体模型の貸出など他学科、学外講義へ

の活用する。 

②災害用バッテリー、災害用品購入・設置。 

③イベント前の定期的な掃除依頼による環境整備。 

（4）その他 

①臨床前実習 A・B において、実習態度に関する連絡票を活用し、問題のある学生を抽出し、配

属先研究室・学外実務実習に備えた情報共有。 

②各実習の共通消耗品は共通購入する。物価上昇や社会情勢を考慮した実習機器・物品の確保。 

 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

2）担当科目 

3）修士論文研究指導 

4）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

髙 橋：社会薬学に関する研究、薬剤師の役割理論、薬学教育 

中 島：中赤外、近赤外、可視分光法を用いた気相トルエン濃度の測定法に関する研究 

三ケ田：新型コロナウイルス感染症の予防行動遵守に与える心理的要因に関する研究 

 

3．研究業績 

1）著書 

2）原著論文 

・ 河合洋, 小泉晶彦, 小島裕, 高橋直仁, 岡﨑真理, 夏目秀視, 関 俊暢, 薬学部 4 年次学生の

学習方略使用傾向および客観試験成績との関連の解析, 薬学教育, 2024, 8 巻, 公開日 

2024/02/28 
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・ Norimitsu Horii, Akira Yoshida, Shinji Oshima, Naohito Takahashi, Junya Mikata, Shigeru 

Ohshima, Daisuke Kobayashi, Survey of the Actual Situation of HRQoL among Patients with 

Chronic Diseases at Community Pharmacies in Japan and Decision Tree Analysis of Patient 

Attributes Affecting HRQoL,医薬品情報学, 2025, 27 巻, 2 号, p. 48-57, 公開日 2025/09/19 

・ 高橋 直仁, 吉田 暁, 堀井 徳光, 大嶋 繁, 三ケ田 潤哉, 大島 新司, 小林 大介, 地域におけ

る薬局薬剤師の役割に関する認識－新型コロナウイルス感染症パンデミック前とパンデミック

下の患者と薬剤師の比較－, 社会薬学, 2025, 44 巻, 2 号, p. 60-69, 公開日 2026/02/14 

・ 河合 洋, 大島 新司, 小島 裕, 高橋 直仁, 関 俊暢, 薬剤師国家試験成績に対する相対的大学

教育効果指標の構築, 薬学教育, 2026, 10 巻, 公開日 2026/03/07 

・ 河合 洋，大島 新司，小島 裕，高橋 直仁，関 俊暢, 相対的大学教育効果指標による薬剤師国

家試験成績に関わる薬学教育要素の解析, 薬学教育, 2026, 10 巻, 公開日 2026/03/18 

・ Norimitsu Horii, Akira Yoshida, Shinji Oshima, Junya Mikata, Naohito Takahashi, Shigeru 

Ohshima, Daisuke Kobayashi, Relationship between HRQoL burden and age among patients 

with chronic diseases visiting community pharmacies in Japan: Investigation using the 

EuroQol 5 dimensions 5-level, 日本老年薬学会雑誌, 2025, 8 巻, 4 号, p. 94-102, 公開日 

2026/03/20 

 

3）総説 

4）症例・事例報告 

5）学会発表 

・ 髙橋直仁、中山裟也佳、吉田暁、堀井徳光、三ケ田潤哉、大嶋繁、大野泰規、小林大介、大島新

司、薬剤師国家試験解法における「調剤指針」の活用－実務領域の出題傾向の変化－、第 10 回

日本薬学教育学会 帝京平成大学 8/23, 24 

・ 河合 洋、阿久津 裕士、古旗 賢二、小島 裕、高橋 直仁、関 俊暢、通常授業科目における演習

導入が 薬学生の学習方略に与える影響、第 10 回日本薬学教育学会 帝京平成大学 8/23, 24 

・ 大嶋繁、鈴木智也、高橋直仁、堀井徳光、武藤香絵、井上直子、患者からの情報提供に寄与する

薬剤師業務、日本薬剤師学会 京都 10/12, 13 

・ 篠宮 和篤、佐藤彰展、堀井 徳光、吉田 暁、高橋 直仁、三ケ田 潤哉、 武藤 香絵、大島 新

司、井上 直子、大嶋 繁、小林 大介、薬剤師の自己職業に対するイメージの概念化と定量的評

価：SD 法および因子分析を用いた検討、日本薬剤師学会 京都 10/12, 13 

・ 佐藤 彰展、篠宮 和篤、堀井 徳光、吉田 暁、高橋 直仁、三ケ田 潤哉、武藤 香絵、大島 新司、

井上 直子、大嶋 繁、小林 大介、薬剤師の自己職業イメージに与える 薬剤師属性の影響、日本

薬局学会 札幌 11/1, 2 

・ 堀井徳光、木村聡一郎、野村陽恵、小玉菜央、三ケ田潤哉、高橋直仁、大嶋繁、井上裕、岡﨑真

理、産学官連携による薬剤師職業体験への取り組み‐現場で話して、感じて、学び取る！リアル

薬剤師 職場体験を実施して‐、第 27 回 埼玉県健康福祉研究発表会 26/2/27 

 

6）助成金、補助金等 

7）特許 

 

4．社会活動 

・埼玉県青少年課主催「夢を見つける！リアル体験教室」、2021 年～継続、城西大学（高橋） 

・埼玉県薬剤師会広報委員会、2025 年 6 月～継続（高橋） 
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薬学科学習支援室 

教 授  沼尻 幸彦 

助 教  小島 裕 

助 教  中山 光治 

助 手  黒田 陽子 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

社会に貢献できる“実力をもつ薬剤師”を輩出することを目的とし、基礎学力と幅広い知識およ

び技能の修得と、医療人として責任ある職務に従事するという意識改革の実践を方針としています。 

 

2）担当科目 

沼尻：薬剤師関係法制度概論、薬事・食品衛生関連法規、薬事法制度概論演習、社会保険制度・コ

ミュニティーファーマシー論、薬学総合演習 C(Ⅲ)、薬学総合演習 D（Ⅳ）、薬学実習 F 

小島：基礎化学計算、臨床後演習（統合演習）、薬学総合演習 D（Ⅳ）、薬学実習 A、薬学実習 B、薬

学実習 F、卒業研究 

中山：薬学実習 A、薬学実習 D、薬学実習 E 

黒田：薬学総合演習 D（Ⅳ）、薬学実習 C、薬学実習 E、食品調理加工学実習 

 

3）その他の特記事項 

・学生への国家試験に向けたガイダンス、個人面談の実施 

・模擬試験後の成績表に基づいた指導 

・物理系・化学系・生物系・薬理系の勉強会（随時） 

・低学年への指導 

・留年生及び CBT 本試験不合格者の個人面談の実施 

 

大学院薬学研究科 

1）教員の教育方針 

 

2）担当科目 

先端医療薬科学特論（沼尻） 

 

3）修士論文研究指導 

（博士前期課程薬科学）副研究指導員（沼尻） 

 

4）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

・患者への安全かつ最適な薬剤投与法の探索に関する研究（沼尻） 

・フェニルボロン酸導入グルコース応答性ゲルに関する研究（小島） 

・薬学科生における学生の学習方略と学生の学修成果と教育カリキュラムの相互の影響に関する研究

（小島） 

・トリメチルシリルフラン類の反応性および合成化学的利用とフロナフトキノン類の合成に関する

研究（中山） 
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3．研究業績 

1）著書 

 

2） 原著論文 

・河合洋, 大島新司, 小島裕, 高橋直仁, 関俊暢, 相対的大学教育効果指標による薬剤師国家

試験成績に関わる薬学教育要素の解析, 薬学教育, 10 巻, (2026) 

・河合洋, 大島新司, 小島裕, 高橋直仁, 関俊暢, 薬剤師国家試験成績に対する相対的大学教

育効果指標の構築, 薬学教育, 10 巻, (2026) 

 

3） 総説 

 

4）症例•事例報告 

 

5）学会発表 

・河合洋、阿久津裕士、古旗賢二、小島裕、高橋直仁、関俊暢、通常授業科目における演習導入が

薬学生の学習方略に与える影響、第 10 回日本薬学教育学会大会、2025 年 8 月、東京 

 

6）助成金、補助金等 

 

7）特許 

 

4．社会活動 
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夏目研究室 

教 授  夏目 秀視 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

学生の理解力をアップさせ、関連する事柄をつなげて、総合的に考える能力を身に付けさせる。

また、薬剤師には医療チームの一員として他の医療人との信頼関係が大事であるので、より良い態

度を修得させる。 

 

2）担当科目 

物理薬剤学 B，生物薬剤学，薬学実習 F 

 

3）その他の特記事項 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

 

2）担当科目 

薬剤・製剤学特論，薬剤・製剤学特論演習，製剤学演習 

 

3）修士論文研究指導 

 

4）博士論文研究指導 

 

2．研究課題 

 

3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

・ Ryotaro Miki, Tsutomu Yamaki, Masaki Uchida, Hideshi Natsume, pH-responsive in situ 

gelation via phenylboronate-glucamine ester-crosslinking in modified hyaluronan at 

physiological pH, Colloid and Polymer Science, 303: 2073–2083 (2025). 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

 

5）学会発表 

・三木 涼太郎，味知 茉莉子，八巻 努，内田 昌希，夏目 秀視，生理的 pH におけるベンゾオキサ

ボロール修飾アルギン酸ヒドロゲルの調製，第 69回日本薬学会関東支部大会，2025 年 9月 13日，

北足立郡 

・加藤 大貴, 佐久間 玲緒, 八巻 努, 内田 昌希, 夏目 秀視, 新沼 優子, 南野 知子, 齊田 征

弘, 齋藤 裕之，薬局・カフェにおける有料栄養相談の成果と地域住民の健康意識変化，第 58 回

日本薬剤師会学術大会 2025 年 10 月 12～13 日，京都 

6）助成金、補助金等 
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7）特許 

 

 

4．社会活動 

・公益社団法人 日本薬学会評議員（夏目） 

・公益社団法人 日本薬学会幹事（夏目） 

・薬剤師国家試験問題検討委員会｢薬剤｣部会委員（夏目） 

・一般社団法人 薬学教育協議会 薬剤学教科担当教員会議委員（夏目） 
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大嶋研究室 

教 授  大嶋 繁 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

薬剤師が医療に貢献し、国民に必要とされるために何をすべきかを提示し、学生がそれを実現で

きるようにすること。また、実務実習を円滑に進められるように学生を指導する。学内の薬学総合

実習演習および導入講義・演習およびガイダンスなどを通して実務実習に対応できる知識、技能を

身につけられるよう教育する。さらに実務実習中に生じる様々なトラブルおよび学生の精神的なケ

アへの対応にも迅速・適正に行う。 

 

2）担当科目 

大嶋：社会と薬学、コミュニティーファーマシー論、導入講義・演習、学内実務演習実習、病院実

習、薬局実習、薬学総合実習演習 B・C（Ⅱ・Ⅲ）、薬学総合演習Ⅳ、卒業研究 

 

3）その他の特記事項 

卒業論文課題 

・薬剤師の在宅業務における服薬率の文献調査 

・コミュニケーションツールを活用した服薬指導トレーニングに関する研究 

・「信頼される」薬剤師の行動に関する研究〜文章完成法を用いたアンケート調査の分析〜 

・地域薬局患者の疾患別健康関連 QoL 調査〜患者属性と HRQoL の関係〜 

・小児在宅医療研修会の効果検証 

・国民と薬剤師の口腔ケアに対する意識の現状調査 

・服薬後に感じる患者の体調変化と健康状態の関係 

・日本の地域薬局における健康関連 QoL 測定及び評価の現状と課題に関する研究〜かかりつけ薬剤

師と非かかりつけ薬剤師の比較〜 

・薬剤師介入による残薬減少に関する研究 

・医療的ケア児を取り巻く問題点の探索ーテキストマイニングによる分析ー 

 

大学院薬学研究科 

1）講座の教育方針 

2）担当科目 

3）修士論文研究指導 

4）博士論文研究指導 

 

 

2．研究課題 

大嶋：在宅医療、高齢者医療、薬局業務に関する研究 

 

3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

Relationship between HRQoL burden and age among patients with chronic diseases visiting 

community pharmacies in Japan: Investigation using the EuroQol 5 dimensions 5-level 

Norimitsu Horii, Akira Yoshida, Shinji Oshima, Junya Mikata, Naohito Takashi, Shigeru 
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Ohshima, Daisuke Kobayashi 日本老年薬学会   8 ( 4 )   2025 年 09 月 

 

地域における薬局薬剤師の役割に関する認識－新型コロナウイルス感染症パンデミック前とパンデ

ミック下の患者と薬剤師の比較  

高橋 直仁, 吉田 暁, 堀井 徳光, 大嶋 繁, 三ヶ田 潤哉, 大島 新司, 小林 大介 社会薬学   44 

( 2 )   2025 年 08 月 

 

Survey of the Actual Situation of HRQoL among Patients with Chronic Diseases at Community 

Pharmacies in Japan and Decision Tree Analysis of Patient Attributes Affecting HRQoL 

Norimitsu Horii, Akira Yoshida, Shinji Oshima, Naohito Takahashi, Junya Mikata , Shigeru 

Ohshima, Daisuke Kobayashi 医薬品情報学   27 ( 2 )   129 - 138   2025 年 06 月 

 

産学官連携による薬剤師職業体験への取り組み ―現場で話して、感じて、学び取る！リアル薬剤師

職場体験を実施して― 

堀井徳光,木村聡一郎,野村陽恵,小玉菜央,高橋直仁,三ヶ田潤哉,大嶋繁,井上裕,岡﨑真理 城西大

学・城西短期大学地域連携センター紀要   2026 年 03 月 

 

3）総説 

 

4）症例・事例報告 

 

6） 学会発表 

・ 産学官連携事業「現場で話して、感じて、学び取る！リアル薬剤師」が高校生の薬剤師イメージ

に与える効果：堀井 徳光、木村聡一郎、野村陽恵、小玉菜央、髙橋直仁 三ケ田潤哉、大嶋繁、

井上裕、岡﨑真理 第 27 回埼玉県健康福祉研究発表会  2026 年 02 月  埼玉県保健医療部保健

医療政策課 

・ 薬の副作用に関する数値情報の提供は服薬意欲を高めるか ―社会規範ナッジとの併用をふまえ

た問題点―：吉田 暁、北村 哲、北御門 智世、中井雅 智、青木 颯也、小山 雄大、堀口 真白、

堀井 徳光 大島 新司 大嶋 繁 第 18 回日本薬局学会学術総会 日本薬局学会  2025 年 11 月 

・ 薬剤師の自己職業イメージに与える薬剤師属性の影響：佐藤 彰展,篠宮 和篤, 堀井 徳光, 吉田 

暁, 高橋 直仁, 三ヶ田 潤哉, 武藤 香絵, 大島 新司, 井上 直子, 大嶋 繁, 小林 大介 第 18

回日本薬局学会学術総会 日本薬局学会  2025 年 11 月 

・ 社会規範ナッジの利用による服薬意欲向上効果の実践的検証 ―臨床現場での心理学実験―：北

御門 智世 吉田 暁 北村 哲 中井雅 智 青木 颯也 小山 雄大 堀口 真白 堀井 徳光 大島 新司 

大嶋 繁 第 18 回日本薬局学会学術総会 日本薬局学会  2025 年 11 月 

・ 患者から情報を得やすくする薬剤師業務：大嶋 繁, 鈴木智也, 堀井 徳光,高橋 直仁, 武藤 香

絵,井上 直子 第 58 回日本薬剤師会学術大会  2025 年 10 月 

・ 薬剤師の自己職業に対するイメージの概念化と定量的評価：SD 法および因子分析を用いた検討：

篠宮 和篤, 佐藤 彰展, 堀井 徳光, 吉田 暁, 高橋 直仁, 三ヶ田 潤哉, 武藤 香絵, 大島 新

司, 井上 直子, 大嶋 繁, 小林 大介 第 58 回日本薬剤師会学術大会  2025 年 10 月 

・ 薬剤師国家試験解法における「調剤指針」の活用－実務領域の出題傾向の変化－：髙橋直仁、中

山裟也佳、吉田暁、 堀井徳光、三ケ田潤哉、大嶋繁、大野泰規、小林大介 、大島新司 第 10 回

日本薬学教育学会大会 東京  2025 年 08 月 

 

6）助成金,補助金等 

7）特許 

 

4．社会活動 
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・令和 7年度薬剤使用状況等に関する調査研究の技術提案書の総合評価委員会委員長（厚生労働省） 

・埼玉県薬剤師会理事 

・日本老年薬学会名誉会員 

・埼玉県薬剤師会セルフメディケーション委員会 

・関東地区調整機構 大学小委員会委員長 

・坂戸市介護認定審査委員 

・坂戸市・鶴ヶ島市地域包括ケアシステム推進協議会委員 
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長井研究室 

特任教授 長井 麻希江 

 

1．教育に対する取り組み 

薬学部 

1）教員の教育方針 

患者とその家族に提供する服薬指導を効果的にものとし、多職種との連携も活発に実施できる薬剤

師の育成に貢献するため、学生自身の人間性の向上、人の心理に対する理解、コミュニケーション

能力の修得を支援する。 

 

2）担当科目 

フレッシュマンセミナー（薬学）A、フレッシュマンセミナー（薬学）B、薬学実習 B、薬学実習 C、

臨床前実習 A、臨床前実習 B 

 

3）その他の特記事項 

 

2．研究課題 

① 慢性不眠症に対する短時間型行動療法の効果検証 

概要：睡眠時間制限及び刺激制御等の行動療法を中心とした短時間型の心理療法を用いて、慢性不

眠症に対する治療効果を検証している。パイロットスタディの結果を元に、国内 5 か所の研究協力

施設において RCT に取り組んでいる（Reasonable Access Brief Behavior Therapy: RABBIT 研究）。

また、研究分担者として同様の心理療法の社会実装にむけた医師向けサポートの開発および検証、

糖尿病患者対象の睡眠改善プログラム開発に関わっている。  

進歩状況：代表を務める RABBIT 研究は、臨床登録数が伸び悩んでいるものの、順調に試験を実施

中である。 

将来展望：RCT の結果を公開し、臨床・教育現場などでの社会実装を目指している。 

 

② 子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査） 

概要：国内の 10 万組の子供とその両親を対象とする大規模な疫学調査であるエコチル調査（環境

省）において、富山ユニットセンターの協力研究員としてデータ収集と成果発表に関わっている。

この調査結果から多様な課題の研究が継続中であるが、我々は妊婦の座位時間が母体にもたらす影

響について研究している。 

進捗状況：国内妊婦の座位時間の実態について誌上発表済みである（BMC Public Health、2024 年）。

現在は妊娠中の座位時間と心代謝性要因との関連について論文を作成している。 

将来展望：妊娠中の過剰な座位時間が及ぼす母子の心身への影響に関するエビデンスを提供する。 

  

3．研究業績 

1）著書 

 

2）原著論文 

①Nagai M., Noma H., Sakata M., Oi H., Shigematsu J., Matsumura K., Furukawa T.A., Nakajima S., 

Reasonable access to brief behavioural  insomnia treatment among medical and  psychiatric   

outpatients (RABBIT): a multicentre randomised controlled trial protocol , BMJ Open, 15:e094602. doi:1 
10.1136/ bmjopen-2024-094602 (2025). 

 

②土田暁子、長井麻希江、松村健太、稲寺秀邦、自治体提供のウォーキングアプリの“ミッション”

参加と歩数傾向の変化の検証、厚生の指標、72（3）、8-13、2025 
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3）総説 

 

4）症例•事例報告 

 

5）学会発表 

・ 土田暁子、長井麻希江、松村健太 、笠松春花、稲寺秀邦、日本人女性の妊娠前後の座位行動の実

態と長時間座位と関連する要因 ：エコチル調査、第 84 回日本公衆衛生学会総会、2025 年、10

月、静岡。 

 

6）助成金、補助金等 

① 文部科学省科学研究費、基盤研究 B（代表）1 件 

② 文部科学省科学研究費、基盤研究 B（分担）1 件 

③ 文部科学省科学研究費、基盤研究 C（分担）1 件 

 

7）特許 

 

4．社会活動 

・ 彩の国連携力育成プロジェクト（Saipe） 委員 

・ 専門職キャラ化ワークショップ ファシリテーター（第 84 回日本公衆衛生学会総会、2025 年、

10 月、静岡） 

・ 埼玉東上地域大学教育プラットフォーム（TJUP）共同 FD･SD 研修「学生・教職員の心の健康づく

り～悩み事をひも解く心のしくみ図」講師（9 月、オンライン開催） 

・ 第 84 回日本公衆衛生学会総会「専門職キャラ化ワークショップ」ファシリテーター（10 月、静

岡） 
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学年 受診者数

１年 146

２年 148

３年 106

４年 45

５年 - ※5年生は実習のため受診なし

６年 151

　Ｂ型肝炎 13 112

1)　４年次12月末までにワクチン接種した学生数（確認できた人数）を記入してくださ
い。
    確認できない場合は、左欄のみ記入してください。
　　

　水痘 109 13

　ムンプス 69 52

　風疹 54 4

　麻疹 23 5

検査対象抗体
抗体価が十分高かった

学生数
抗体価が不十分なため

ワクチン接種をした学生数１)

183 80.9%

207 51.2%

202 22.3%

132

201 75.1%

表２．　評価対象年度の５年生の実務実習前の抗体検査の実施状況

（基礎資料10）　学生の健康管理

表１．　評価対象年度の定期健康診断受診率

在学者数 受診率（％）

151 96.7%
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座席数 室数 収容人員合計 備   考

大講義室（10-102～502） 333 5 1660 102のみ車いす対応のため328席

大講義室（10-203,303） 204 2 408

大講義室（18-101） 204 1 204

大講義室（22-404） 324 1 324

中講義室（21-101） 168 1 168

小講義室（10-201～501） 120 4 480 すべて可動机

大演習室（18-102,202,312,313） 51～87 4 270 すべて可動机

演習室（18-303～308） 18 6 108 すべて可動机

演習室（18-502） 18 1 54 患者ロボット設置

PC演習室（18-103,21-201） 110,118 2 218 CBTにも使用（PC設置台数：18-103 70代；21-201 108台）

実習室（21-204） 344 1 344 薬学実習D,E,Fに使用

実習室（21-307） 272 1 272 薬学実習B,Cに使用

実習室（22-601） 344 1 344 薬学実習A,Bに使用

実習室（22-701） 272 1 272 薬学実習A,Bに使用

化学・調剤実習室（18-201） 128 1 128 OSCEに使用

模擬薬局（18-311） 39 1 39 調剤台28台

無菌操作室（18-516） 68 1 68 クリーンベンチ18台、安全キャビネット8台

ラウンジ 24 - 24 21号館事務室前、無線LAN設置

ラウンジ（開放スペース） 22～36 4 88 18号館、22号館、全館無線LAN設置

薬用植物園

　　

　　　 1)　総合大学では薬学部の教育で使用している講義室、演習室、実習室などを対象にしてください。

　　　 2)　講義室・演習室には収容人数による適当な区分を、例示を参考に設けて、同じ区分での座席数の範囲を示してください。
 　　　　　また、固定席か可変席か、その他特記すべき施設なども、例示を参考にして備考欄に記入してください。
   　　　　コンピューター演習室の座席数は学生が使用する端末数としてください（教卓にあるものなどを除く）。

　　　 3） 学生が自習などの目的で自由に利用できる開放スペースがあれば記載してください。

（基礎資料11-1）６年制学科の教育に使用する施設の状況

施設
 1)

講義室・

演習室 2)

実習室

自習室等 
3)

１）薬用植物園の設置場所
　　埼玉県入間郡毛呂山町大字下川原字西川1057番地（大学に隣接）
２）施設の構成と規模
　　薬用植物園全体　6,000 ㎡
　　　内訳：見本園　3,000 ㎡（低屋温室　111.44 ㎡、高屋温室　83.25 ㎡、管理棟　187.51 ㎡（建築面積）含む）
　　　　　　栽培圃場1（1,210 ㎡）、栽培圃場（1,821 ㎡）
３）栽培している植物種の数
　　約800種
４）その他の特記事項
　大学創設以前から生い茂る武蔵野の「里山の木々」を大学西端に残し、西に秩父の山並、南にはゆったりと流れる高麗川の流域に位置している風
光明娼な薬用植物園である。大学の教育研究のみならず、地域社会への貢献を視野に入れ、「生涯教育」、「健康市民大学」、「子ども大学にしい
るま」をはじめ、地域の人々の植物や健康に関する啓発活動を行っている。特に、環境破壊の進む今日、失われつつある貴重な植物の保存に取り組
み、埼玉県指定天然記念物の「ステゴビル」や絶滅危惧植物の「ムサシノキスゲ」の保存栽培を行っている。
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施設名 
  1),2)

面積 
3)

収容人員 
4) 室数 備   考

教授室（個室） 15.5 m
2 1人 22 准教授以下は研究室の一部を居室とする。

研究室 197 m
2 19人 20

セミナー室 28.8 m
2 15人 33

m
2 人

m2 人

施設の区分 1),2) 室数

生命科学研究センター

機器分析センター

21号館動物飼育室 2

21号館バイオハザード室 3

21号館環境試験室 1

21号館機器室 1

21号館低温室 1

RI実験施設 1

22号館実習用動物保管庫 1

すでに記載の通り

実習室2、実験室2、測定室、貯蔵庫、廃棄物保管庫など

ラット飼育室、マウス飼育室、前室

1） 例示のように、大まかな用途による区分を設け、各区分に含まれる室数と施設の内容を例示のように列記してください。面積などは不要です。
2） 例示以外の実験施設（例えば、培養室など）があれば追加してください。

（基礎資料11-2）卒業研究などに使用する施設

表１．講座・研究室の施設

　1）施設名は例示です。これらに対応する貴学の施設名でご作成ください。
　2）同じ施設に面積が大きく異なるものがある場合は、施設名を「〇〇室（大）」、「○○室（小）」のように分けてください。
　　 また、複数の講座・研究室で共用する施設には、備考欄にその旨を記載してください。
  3）同じ区分とする部屋の面積に幅がある場合は、平均値を整数で記入してください。
　4）１室当たりの基準となる収容人数を記入してください。基準人数に幅がある場合は「〇～△人」と記入してください。

表２．学部で共用する実験施設

施設の内容

すでに記載の通り

回転粘度計、粒子径分布測定装置、マイクロプレートリーダー、凍結乾燥設置など
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水田記念図書館 618 6,716 9.2

AV室
視聴覚室
グループ学習室
オープンエリア
プレゼンテーションエリ
ア
グループワークエリア
パーソナルワークエリア

306

PC33台
貸出ノートPC5台
電子黒板3台
プロジェクター7機
各種AV機器

学部生6,465名
短大生43名
大学院生174名
別科34名

紀尾井町キャンパス図書館
城西国際大学と共有のた
め水田記念図書館のみ記
入

計 618 6,716 9.2 306

（基礎資料12）学生閲覧室等の規模

図書室（館）の名称
　学生閲覧室
　座席数（Ａ）

　学生収容

　定員数（Ｂ）
1）

収容定員に対する
座席数の割合(％)

Ａ／Ｂ＊100

4） 例示の中央図書館は、薬学部の利用がなければ（キャンパスが異なるなど）、右の欄を空欄にしてください。

その他の
自習室の座席数

その他の

自習室の整備状況 
2） 備 　考 

3）

1）「学生収容定員数（Ｂ）」欄には、当該施設を利用している全ての学部・大学院学生等を合計した学生収容定員数を記入してください。

2）「その他の自習室の整備状況」欄には、情報処理端末をいくつ設置しているか等を記入してください。

3）「備考」欄には、「学生収容定員（Ｂ）」の内訳を、学部・大学院等ごとに記入してください。

その他の
自習室の名称
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図書の全冊数
開架図書の

冊数(内) 1)
内国書 外国書 2024年度 2023年度 2022年度

水田記念図書館 421,984 421,984 1,127 1,994 12,860 82,638 4,755 5,607 7,024

紀尾井町キャンパス図書室

城西国際大学と共有。城
西大学の資料は水田記念
図書館で集中管理のため
未記入。

計 421,984 421,984 1,127 1,994 12,860 82,638 4,755 5,607 7,024

3）電子ジャーナルが中央図書館で集中管理されている場合は、中央図書館にのみ数値を記入し、備考欄にその旨を注記してください。

（基礎資料13）図書、資料の所蔵数および受け入れ状況

図書館の名称

図書の冊数 定期刊行物の種類
視聴覚資料の　　
所蔵数　　　

（点数） 2)

電子ジャー　
ナルのタイ

トル数3)

過去３年間の図書受け入れ状況

備       考

[注]　雑誌等ですでに製本済みのものは図書の冊数に加えても結構です。

1）開架図書の冊数（内）は、図書の全冊数のうち何冊かを記入してください。

2）視聴覚資料には、マイクロフィルム、マイクロフィッシュ、カセットテープ、ビデオテープ、ＣＤ・ＬＤ・ＤＶＤ、スライド、映画フィルム、
　 ＣＤ－ＲＯＭ等を含め、所蔵数については、タイトル数を記入してください。
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